
    
      
        
      
    

  





























本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






































































　　　▼１




　いつものようにアカツキは、さして広くもない入り口をくぐって店内に入る。

　生産ギルド街の奥にある廃ビルの一角、地下のフロアを改装したこのゾーンは、やたらに木箱が積み上がっていた。

　この店舗ゾーンは生産系ギルド〈アメノマ〉の売り場であり、その証拠にあちこちに日本刀が拾得不能状態で展示されている。〈アメノマ〉は数ある武器鍛か冶じ系ギルドの中でも、日本刀に特化した変わりもののギルドなのだ。

　そんな変わり種のギルドを運営するメンバーが普通であるわけもなく、熱狂的に製作を続けた結果、この売り場の奥のかなり大きく作られた鍛冶場からも道具や素材が溢れ出した。この売り場でさえ、溢れ出した製作途中の刀剣や素材アイテムが木箱で乱雑に積まれ、もはや倉庫に見えるほどだ。

　でも、それがアカツキにとってはかえって都合がいい。

「いらっしゃいませ」の輪唱で入店歓迎を受けると圧迫感を受けるし、やたらにフレンドリーな店員が商品を薦めてくると引いてしまう。アカツキは基本的には人見知りなのだ。ギルドの仲間である直なお継つぐやにゃん太とはずいぶんと気軽に話せるようになったし、トウヤや五い十す鈴ずたちとも親しくなったつもりだが、それ以外のひとはまだまだ苦手である。

　その点この〈アメノマ〉は（ようするにギルドがあまりにも適当だからなのだが）落ち着いて品定めができるのがありがたかった。

「うん……」

　アカツキは記憶を頼りに店内の一角を目指す。

　その辺りは汎はん用よう性せいの高い日本刀が置いてあるのだ。

　この異世界においてガラスのショーケースは一般的ではない。

　刀も、ごく普通に壁のフックにかけてある。

　ここはギルド〈アメノマ〉の管理するゾーンであり、多くのアイテムは拾得不能状態に設定されている。ギルドメンバーではないアカツキは、ふれることはできても持ち上げたり移動させたりすることはできない。見たり調べたりすることはできるので、アイテム性能は表示される。だから買い物客には不便がないし、盗難のおそれもない。よくできたシステムだ。

　そのエリアにある刀は、数十本ほどだった。

　アカツキのお目当ての物も数本含まれている。

〈エルダー・テイル〉において、装備可能条件はアイテム側に設定されている。たとえば、アカツキの目の前にある〈青錬鋼小こ太だ刀ち・黒くろ綾あや拵こしらえ〉は〈守護戦士ガーデイアン〉、〈武士サムライ〉、〈暗殺者アサシン〉、〈盗剣士スワツシユバックラー〉、〈吟遊詩人バード〉、〈神祇官カンナギ〉の六職で装備可能だ。

〈武士サムライ〉はほぼすべての刀を装備できるが、武器側の装備設定から漏れていれば、例外的に装備ができない。逆に〈武モ闘ン家ク〉はほぼすべての刀を装備できないが、アイテム側で特別に許可されていれば、その刀だけは装備可能なのだ。

　アカツキの職業である〈暗殺者アサシン〉の主な装備は、弓と剣、刀、鞭むちであるが、武器攻撃職であるだけにそれ以外にも多くの武器が装備可能だ。アカツキは、ゲーム時代にはなんとなく格好良かったから小太刀を使用していたが、〈大災害〉以降はより積極的な理由から愛用している。剣道経験者のアカツキには、それが一番手に馴染み、使いやすいように思えるのだ。

　武器選びは難しい。アカツキは何回も検討して馴染みになった記憶のリストをひっくり返す。〈エルダー・テイル〉には何万、もしかしたら何十万もの武器アイテムがあるかもしれないが、ある〈冒険者〉が最適の武器を見つけようとすると、選択肢はそこまで多くないというのが常識だ。

　まずは武器の種類がある。片手剣、両手剣、槍やり、斧おの、棒状武器、弓、杖つえ、棍こん棒ぼう類、強化拳、投げ武器、鞭、特殊武器などの種別がある。種別によって多た寡かはあるが、武器全体が一〇万あったところで、一種別の武器はその一〇分の一程度しかない。

　さらに、装備レベルの問題がある。〈エルダー・テイル〉においては、おおよそ一〇レベルごとに上級の装備が現れる。どの〈冒険者〉も一〇レベルごとに自分の装備を更新して新しいものに切り替えることを余儀なくされる。低いレベルの装備を使用し続けることは、同レベルの仲間に対してハンデを抱えることに他ならない。腕利きの〈冒険者〉ともなればもっと頻繁に自分の装備を見直すものだ。限界レベルがどうやら一〇〇になったらしい現在、五レベルごとに武器を更新していくとすれば二〇回切り替えていくことになる。

　また〈冒険者〉は一二の職業に分かれている。ひとつの武器が複数の職業で装備可能なことはあり得るが、たとえば同じ小太刀にせよ、敏びん捷しよう性と攻撃力を重視したい〈暗殺者アサシン〉向けのものと、魔法の威力上昇や属性防御を重視したい〈神祇官カンナギ〉用のものでは、自おのずと選択が異なってくる。また、同じ理屈で〈暗殺者アサシン〉向けではあっても、一撃の威力を重視するタイプなのか、それとも攻撃速度を重視するタイプなのかで装備選択は違ってくるだろう。

　数々の条件において、候補は一〇分の一単位で絞られてゆく。結果として現れてくる選択肢は、全武器の数がどれだけ膨大であろうと限られた数にならざるを得ない。

　いま現在のアカツキでいえば、一〇種類程度だろうか。

　そしてさらに巨大な問題が出現する。

　入手の可能性だ。

〈エルダー・テイル〉において、強力な武器はほぼ例外なく大規レ模イ戦闘ドの報酬としてもたらされる。アカツキは大規レ模イ戦闘ドの経験がない。レベルも技術も、けっして低くない〈冒険者〉だと自負しているが、それはパーティー〈冒険者〉としてだ。そして、大規レ模イ戦闘ド産の武器の九割は譲渡不可ノートレード属性を持っている。つまり、他人に譲り渡すことができないのだ。大規レ模イ戦闘ドに参加し、その場で手に入れなければ、けっして入手することは叶わない。

　アカツキが欲しい武器のリストには一〇種類ほどの候補があるが、大規レ模イ戦闘ドに参加をしなくても入手可能、言葉を変えれば、購入可能な武器は二種類だけである。




「……いらっしゃい」

　アカツキはその声に振り返った。

　そこにいるのは、アカツキと同じくらい小柄なひとりの少女だった。もっともアカツキは身長を低く設定したヒューマン族。彼女のようなドワーフ族はそもそも基準身長が子どもと同じ程度なので意味合いは少し違う。いくつかの生産職に有益な種族固有能力があるために、生産系ギルドにはまま見られる種族である。

　名前は多た々た良ら。〈アメノマ〉のギルドマスターにして高レベルの鍛冶スキルをあやつる職人で、アカツキから見れば顔見知りだ。

　アカツキはその声にこくりと頷うなずいた。

　顔見知りではあるが、軽口が叩けるほど親したしいわけでもない。

「ん……」

　とはいえ、この多々良はアカツキにとってありがたい相手だった。愛情のすべてを刀に注いでいるともっぱらの評判で、その証拠に彼女のサブ職業はサーバーでも数少ない〈鍛冶屋〉の上位職〈刀匠〉である。人間関係に淡白なのか、こうして売り場に客がいても積極的に売りこもうとはしない。アカツキにとっては怯おびえないで済む数少ない知り合いだ。

　だからというわけではないが、アカツキは気になっていたことを尋ねた。

「あの、卒そつ爾じながらお尋ねする。ここに展示されていた刀はどうしました？」

　少し硬くなってしまった声。やはりギルドの仲間以外は緊張すると思いながらした質問に、多々良はカウンターのうえに上半身を投げ出しただらしない姿勢のまま「売れたよ」と答えた。

　その言葉にアカツキはあっけにとられる。

　というのも、アカツキはもう二ヶ月もの間この〈アメノマ〉へと通っているのだ。

　アカツキが求めるような高レベルの装備品というのは、恐ろしく高額になりうる。特に希少な大規レ模イ戦闘ド産譲渡可能武器であればなおさらだ。〈アメノマ〉では鍛え直しの関係で展示があったが、アカツキの知る限り小太刀の出物など、そうあるものではない。だからこそ、二ヶ月売れなかったからには、自分が買わなければ当分は売れないと思っていたのだ。

「本当ですか？」

「うん、本当。景気良く現金払い……だったかな」

「う……」

　言葉につまる。まったくの予想外だ。

　とはいえ、改めて壁の刀を確認してみると本命の〈鳴めい刀とう・喰鉄虫はがねむし〉は残っている。ここに展示販売されていた二本の小太刀、〈鳴刀・喰鉄虫〉と〈霰せん刀とう・白魔丸びやくまる〉のうち、〈霰刀・白魔丸〉が売れてしまったらしい。〈霰刀・白魔丸〉は手続き発動能力プロツクで範囲に冷気ダメージを発生させる能力を備えている。属性ダメージは物理防御が高い相手に有効だが、範囲ダメージは使いづらくもある。そういう意味では本命が残っただけマシなのかもしれない。

「……買うの？」

「ううう」

　そう問われてもつまってしまう。

　もちろん、欲しい。喉から手が出るほどに。

　そもそも武器攻撃職である〈暗殺者アサシン〉は、他の職に比べて戦闘能力を武器に依存する割合が大きい。それに加えてアカツキには、現在、個人的な事情もある。

　高性能な武器は欲しい。

　しかし、高性能な武器は高いのだ。

　残った〈鳴刀・喰鉄虫〉は本命の武器で、こうなってはいつ売れてしまうかもわからない。が、その値札に書かれた額は、アカツキの全財産の二倍に達する。

　とてもではないが「買う」とは言えない。

　もちろんアカツキだって連日のようにフィールドに出てはモンスターと戦闘を続けている。シロエがギルドハウスにこもっていたあのザントリーフ掃討戦以降、それこそずっとだ。しかし〈大災害〉以降、勝手の変わったこの世界で、ひとりで稼げる金には限界があった。

　シロエだったら、いやあるいはマリエールや、その他〈円卓会議〉に名を連ねるようなギルドマスターだったら即金で支払える金額かもしれないが、今のアカツキには荷が重い。

　黒い鞘に包まれた美しい小太刀から無理やり視線を引き剝がしたアカツキは、何回か首を振って意思を伝える。

　多々良の方も売り上げを増やすことにはさほど興味がないようだった。アカツキが購入しないとみると、またごそごそとカウンターの上に突っ伏して「むきゅう」などと鳴いている。そこが彼女の寝床ということらしい。

　アカツキは未練を振り切るように、今現在の愛刀である漆塗り鞘の小太刀の柄つかをぎゅっと握ると、〈アメノマ〉をあとにした。

　一刻も早く戦闘能力を高めたい彼女には、まだ向かう場所があるのだ。




　　　▼２




　アキバの街は一二月を迎えすっかり冬景色だった。

　夏は元の世界の日本より涼しかったヤマトの国だが、どうやら予想どおり冬は元の世界より厳しいらしい。一二月に入って数度の降雪があった。積もるほど降ったわけではないが、そのたびに風は冷たくなってゆく。

　とはいえ、アキバは〈冒険者〉の街である。

〈大地人〉が増えたとはいえ、未だに道行く人の三分の二は〈冒険者〉なのだ。〈冒険者〉の身体からだは強きよう[image: 靫]じんで多少の寒さはものともしないし、いざとなれば小さなアクアマリンのはまった指輪ひとつで、自然の寒さ程度は楽に跳ね返すだけの冷気耐性が手に入る。

　午前中の街をアカツキは足早によぎっていった。

　目的地は郊外だ。

　アキバの南端で〈召喚笛〉を吹いたアカツキは、黒い駿しゆん馬めに飛び乗ってかけ出した。

（強くなりたいな……）

　アカツキは再び胸の内で呟つぶやいた。

　ここのところ毎日のように……いや、日に何十回も思っているような気がする。

　アカツキは再び自分の腰に手を伸ばし、鞘を指でたどった。

　そこにある小太刀は〈窯変天目刀チエンジイルキン〉。アカツキが〈大災害〉前に手に入れた製作級の上位武器である。けっして弱い小太刀ではない。パーティーでの冒険で得られる中では、最高級といってもよい。

　アカツキは、この武器と自分はそっくりだ、と思う。

　六人組パーテイーでの腕は上位。与えられた役割はそつなくしっかりとこなせる。しかし〈エルダー・テイル〉にはその上にも世界がある。大規レ模イ戦闘ドだ。アカツキは大規レ模イ戦闘ドに参加した経験がない。大規レ模イ戦闘ドにつきものの長い待機時間や複雑な人間関係などを敬遠したせいだ。

　もっといってしまえば誰にも呼ばれなかったからである。

　だが、理由はなんにせよ大規レ模イ戦闘ド参加経験がないアカツキである。それは大規レ模イ戦闘ドで入手できる上位秘宝級や幻想級の装備を手に入れていないことも意味した。このアキバには〈黒剣騎士団〉や〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉のような大手戦闘系ギルドが存在する。そこにはアカツキ以上に腕がたち、アカツキが望んでも手に入らないような装備を持った超一流の〈暗殺者アサシン〉が所属しているだろう。

　シロエや直継、にゃん太もそうだ。

　彼らはかつて一世を風ふう靡びし、伝説とまでされた〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉という非ギルド集団に所属し、大手戦闘系ギルドと覇はを競っていたという超一流の〈冒険者〉たちである。

　そんな仲間たちに比べてみれば、自分の実力はあまりにも心もとなく思える。

　腕の立つ〈暗殺者アサシン〉ではある。そこそこ一流、少なくとも二流の最上位。だが、超一流の〈暗殺者アサシン〉ではない。

　それがアカツキの現実だ。

　二流の中での最上位。

　自分と、自分の使っている武器はよく似ている。

　だからせめてもと考え、最下級とはいえ、一流の武器を求めて〈アメノマ〉にも通っているが、一流の武器はやはり高価で手が出ない。未練が募って日参してしまう自分が滑稽だ。




〈ドゥヴァーチャーのバードランド〉にさしかかるとアカツキは馬を降りた。別に悪いことをするわけではないが、この先は気配をひそめる必要がある。

　生い茂った木々の間に身を滑り込ませるように先へと進むと、すぐに視界は緑の連なりに遮られた。

　もちろん踏み固められた道もあるのだが、そういった獣道は、ゲーム時代のデザイン意図を受け継いで蛇行しているのだ。狭い場所を広く見せかけるためのデザインテクニックのひとつである。

〈ドゥヴァーチャーのバードランド〉はいわゆるフィールドダンジョンの一種で、屋外でありながら、縦横無尽に走る小道によって迷宮が形作られ、多くのモンスターと戦えるように設計されている。

　しかし〈大災害〉後の現在では、多少の速度低下や面倒をいとわなければこうして順路以外の茂みも直線的に突破することができる。小さな崖などを登り降りする必要もあり、労力はかかるが、身体の小さなアカツキにとって、茂みの中を抜けてゆくのは比較的たやすい。

　ここはアキバの街から馬で四〇分ほどの場所にあるゾーンである。八〇レベル台のモンスターが出現するパーティー用のゾーンであり、九一レベルのアカツキは経験値を得られない代わりに比較的安全に行動できる。一方で、そこに現れるモンスターは、安全に倒すことはできるものの、一撃で倒せるほどではないという、武器の試し切りや練習には丁度よい場所でもあった。アカツキも戦闘訓練などでこの場所を訪れた回数は多い。

　今回の目当ての彼らもおそらく訓練中だろう。

　しばらく茂みの中をかき分けてゆくと、戦闘の音が聞こえてくる。鋼を打ち付ける音や、空気が凍りつく耳障りな音、電撃の走る鋭い音──今日も〈黒剣騎士団〉は連携や装備の確認などを繰り返しているらしい。

　アカツキは茂みの中にくぼみを探すとそっと腰を下ろした。その木立からは窪地になった広場を見下ろすことができる。

　そこでは〈黒剣騎士団〉のふたつのパーティーが激しい模擬戦を繰り広げている最中だった。アカツキは自身の〈追跡者〉特技を使用すると、気配を消して〈黒剣騎士団〉の戦闘訓練を見つめ始めた。




〝口く伝でん〟という言葉がアキバの街で囁ささやかれるようになったのは、ちょうど『天てん秤びん祭さい』のころだった。

　それは最初から都市伝説のような噂としてあらわれたのだ。

〈エルダー・テイル〉における〈冒険者〉のさまざまな行動は特技として表現される。特技はいろいろな条件から〈冒険者〉に与えられるが、もっとも多いのはその〈冒険者〉の職業を通じてだ。たとえばアカツキの用いる高威力攻撃特技〈アサシネイト〉は〈暗殺者アサシン〉が特定のレベルになると習得できる特技である。こういった特技は〈冒険者〉のレベルを上げることにより、より高位の特技へと交換されてゆく。たとえば四七レベルで覚える〈アサシネイトⅢ〉よりも五七レベルで覚える〈アサシネイトⅣ〉のほうが強力だ。

　だが同じ〈アサシネイトⅣ〉でもその威力は使い手によって異なるのが普通だ。その理由は特技の階級である。レベル上昇によって習得したばかりの特技は〝会え得とく〟と呼ばれる階級にある。使用はできるが威力は大きくない。その後熟練度を支払ったり特定のアイテムを使用することにより、同じ特技であっても〝初しよ伝でん〟、〝中ちゆう伝でん〟、〝奥おく伝でん〟、〝秘ひ伝でん〟と特技の威力を高めていけるのだ。〝中伝〟習得には同職業の作った巻物が、〝奥伝〟習得には希レ少アな素材を用いた巻物が必要である。どちらも高価だが購入することができる。

　しかし〝秘伝〟ともなると、専用のクエストを突破しなければ身につけることはできない。そしてこの専用クエストは大規レ模イ戦闘ド参加が必要なのだ。大規レ模イ戦闘ドギルド所属の超一流〈冒険者〉と、アカツキのような二流〈冒険者〉との間にある戦闘能力格差の原因のひとつが、この特技習得難易度にあった。

〝口伝〟とは、噂によれば〝秘伝〟のさらにその先のものである。

〈エルダー・テイル〉がゲームであった時代、少なくとも〈大災害〉以前にはなかった特技の階級だ。

　階級上昇による特技の威力増加はさまざまな面にあらわれる。

　特技によって異なるのだが、〈アサシネイト〉は攻撃特技なので、ただ単純に与えるダメージが上昇する。アカツキの記憶によれば、〈アサシネイト〉の階級を〝会得〟から〝秘伝〟に上げることで二二％の威力上昇があったはずだ。〝口伝〟ともなれば一体どれほどの威力上昇が見込めるかわからない。

　このように素晴らしいことばかりの〝口伝〟だが、その存在が噂レベルでしかないのは、確認した、と断言する〈冒険者〉が非常に少ないせいだ。アキバの街の噂話では、〝口伝〟の存在を信じない人が半分、信じる人が半分──信じる場合でも、そこまで強力なものだとは思っていない〈冒険者〉がほとんどというありさまだった。アカツキが〝口伝〟の存在を信じているのは、ひとえにシロエが〝ある〟と断言したせいだ。

（〝口伝〟を習得できれば、わたしももっと……）

　アカツキはきゅぅっと自分を抱きしめてひとり思う。

　アカツキ自身の特技等級はその多くが〝中伝〟と〝奥伝〟だ。パーティーレベルの〈冒険者〉にとってそれはもちろん十分以上の等級だが、大手戦闘系ギルドのメンバーにはかなわない。ここでもまた、アカツキの前には壁がある。

　しかし〝口伝〟は存在するはずだ。

　シロエが言ったのだから、存在する。

　そしてそれを手に入れた可能性が一番高いのが、戦闘系ギルド最強の一角、〈黒剣騎士団〉のメンバーだった。もちろん〈ホネスティ〉や〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉といったギルド内部にも〝口伝〟習得者はいるだろうが、エリート主義を掲げる〈黒剣騎士団〉であればより確実に存在するだろう。

〝口伝〟の習得方法はわからないが、〝秘伝〟が大規レ模イ戦闘ドを含む特殊なクエストで授けられることを考えると、やはりなんらかのクエストをともなうのではないかとアキバの街では噂されていた。それくらい〝口伝〟の習得方法は一般には知られていないのだ。攻略サイトのなくなった現在の〈エルダー・テイル〉では、知識伝でん播ぱは遅く、その価値は天井知らずに高い。

　そこでアカツキは、一二月の染み入るような寒さの中で、茂みの底に小さく座って〈黒剣騎士団〉の修練を観察しているのだった。もし、同じ〈暗殺者アサシン〉が〝口伝〟を使っているのならば、その技を見て威力を確認したい。もし、クエストに向かうのであれば、そのきっかけでも知りたいという思いからだった。

（強いな……。一撃だ）

　こうして見ていても、〈黒剣騎士団〉は強い。そこで戦う〈暗殺者アサシン〉はもちろん、他の職業の〈冒険者〉も惚れ惚れするほどだ。

　──おーい、もっと突っ込めよ。

　──だせぇな、ダメージが足りねぇんじゃねぇの？

　──踏み込み足りてねえよ！

　言葉遣いは荒っぽいが〈黒剣騎士団〉の団員たちは全員、このヤマトサーバーの中でも上位一％に入るほどの精鋭である。

　その動き、連携、装備の美しさに力強さ。

　それらを見ているだけで、アカツキは泣きたいような気分になってきてしまう。

　戦闘しかできない自分なのに。

　戦闘が弱い。

　祭の夜、かがり火に照らされたアカツキの主君と後輩の横顔が浮かぶ。アカツキにはわからない高みを飛ぶ一対の鳥だ。

　シロエのそばにありたいとは思った。強く願った。

　でもシロエがなにを見ているのかは、考えようともしなかった。そのツケがいま、回ってきたのだ。

（強くなりたいな……）

　アカツキは再び胸の内で呟いた。

　しかし、そんな呟きではけっして強くなれないことをアカツキ自身、染み入るように感じている。〈黒剣騎士団〉をこうやって観察している、その愚かささえも、アカツキはわかっていた。自分には、なにかをなす力など、なにひとつありはしないのだ。

　シロエの秘密を守らなければならないアカツキは、冬のアキバで誰よりも孤独だった。
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　ガラス瓶は大きく、いっそのこと、ガラス製の風呂桶といったほうがよいほどだった。そのガラスの容器の中では薄桃色の液体がグルグルと対流し、脚きや立たつに乗ったひとりの男が無造作に薄茶色の葉を投げ込んでいる。

　ふわりと湧き上がってきた芳香はココアに似ていたが、眉をしかめたロデリックは、口をつけたとしても甘さなど微塵もないことを知っていた。

　ここは〝ロデリックの工房〟、という名のついた研究施設。

〈ロデリック商会〉のギルドタワーの一室だ。

　ギルドタワーとは、〈冒険者〉たちが口にするギルドホールの呼び方の一種である。〈ロデリック商会〉のようにビルをまるごと買い上げ、その内部空間がギルドホールとなっている場合、そう呼ばれることが多い。特にそのビルが高ければなおさらだ。

　アキバの街でも有数の生産系ギルド〈ロデリック商会〉は、アキバの街の北側にある七階建てのビルを購入し、ギルドホールとして使っている。その中でも、ロデリックが自分のものとしている研究室は、ガラス製の実験器具で溢れかえっていた。

　実験用の小さな物もあるが、いま使っているような巨大な加熱器や、バスタブのようなすりつぶし器も、この部屋には存在した。

〈エルダー・テイル〉でアイテムを作成するには、メニューから作りたい物を選択するだけでよかった。素材と機材が用意されていれば、一〇秒もあれば完成するという塩あん梅ばいだった。いまこの世界でも、その方法はゲームのときと同様に使える。しかし、ロデリックが望んでいるように、新しいなにかを生み出すとなれば話は変わる。一から手作業をしなければならないのだ。

　量産しようとすれば大型の機材が必要にもなる。

〈円卓会議〉成立のあの日、シロエによって、新しいアイテム作成の可能性が示された。

　それはまず飲食物の分野で芽吹き、ついで家具や単純な道具などの分野、服飾の分野へと広がっていった。アキバの街の職人たちは、この半年の間、毎日のように新アイテム発見、開発を続けている。

　しかし中には、そのような「元の現実世界の手先の技術」を応用できない職人もいた。ロデリックもその一人である。彼のサブ職業は〈調剤師〉。ファンタジーゲームにつきものの水薬ポーシヨンや軟膏バームを作り出す生産職である。

　かつて暮らした現実世界に「ＨＰを一八〇回復する薬」などない以上、手本とする技術などありはしない。〈錬金術師〉、〈刻印術師〉、〈宝珠技師〉などといった、ファンタジー世界風の生産職は、どれも似たような問題を抱えていた。

　だからといって、彼らが新アイテムを作り出せないわけではない。

　現実世界でのレシピや技術が流用できないのであれば、すでにこの世界にあるレシピを検証して、実験を行い、工夫してゆけばよい。この半年の間にレベル五〇までの回復薬・強化型などが作られ、刻印や宝珠も改良が続けられていた。

　ロデリック個人でいえば〈外観再決定ポーション・量産型〉の開発は大きな功績だったろう。本物の〈外観再決定ポーション〉とは違い、性別、身長、体重、体形、髪の色や眼の色、肌の色といったパラメーターのうち、ふたつまでしか変更できない簡易型の水薬ではあるものの、この水薬が普及したおかげで、旧世界との性別の違いに苦しむ〈冒険者〉がほぼ根絶されたのだ。

　それ以降もロデリックは、〈アンブロシア〉、〈テリアカ〉、〈黄泉御膳よもつみけ〉などといった高難易度の薬物の分析、量産、対抗手段を模索している。




　そもそも〈ロデリック商会〉は三大生産系ギルドのひとつと数えられているが、その目的は、生産そのものとはやや方向性を異ことにする。

〈エルダー・テイル〉がゲームであった時代、アイテム作成は、メニューからレシピを選択する形式だった。レシピはサブ職業によって異なるものが用意され、さまざまなアイテムを作成できるようになるために、職人たちは無数にある〈レシピの巻物〉を集める必要があった。

　たとえば〈調剤師〉が作れる薬類に限った話でも、ＨＰ即時回復薬、ＨＰ増強薬、ＨＰ順次回復薬、各種能力強化薬、三種の解毒薬、抗毒薬、一〇種以上の毒薬（武器に塗って使用する）、移動速度上昇薬、攻撃速度上昇薬……などが存在する。これらの薬はおおよそ一〇レベルごとにより効果の強いものが登場してくるために、ロデリックはゲーム時代でさえも六〇〇種類以上のアイテムを作成することができた。つまり、それだけのレシピを所持していたことになる。

　とはいえ、膨大な数のレシピを完璧にそろえることは、初心者はもとより、普通の〈冒険者〉でさえ難しい。同じ〈調剤師〉にしたところで「薬と名がつくものならなんでも作れる」までになるには、多くの時間と、ゲーム内での資産が必要となるのだ。

〈ロデリック商会〉はそのようなゲーム状況に対して「レシピの図書館」を目指して設立されたギルドだ。レシピはそれ相応にレアな素材を使用すれば複製することができる。また、そういったレシピ集積ギルドで働いている職人は、自然と多くのレシピを身につけて、他の職人に比べて多くの付加価値を得ることができる。

　そんな〈ロデリック商会〉が〈大災害〉後、生産系ギルドの中で、研究や開発に重心を移してゆくのは当然の流れだった。

　いまでは、研究開発が好きな〈冒険者〉の多くが〈ロデリック商会〉に集まっている。

　また、同様に、旧世界の技術を応用したり、機械化したりで大量生産を図る〈冒険者〉は〈海洋機構〉に参加しているし、生み出されたアイテムを販売したり、〈大地人〉と取引するのが好きな〈冒険者〉は〈第八商店街〉に所属している。〈海洋機構〉はそれでも、ギルドの販売店を維持しているが、〈ロデリック商会〉は販売に関しては〈第八商店街〉およびいくつかの商業系ギルドに任せてしまった。ギルドメンバーも、時間があれば、新しい実験をああでもない、こうでもないと考えるのが好きな連中ばかりである。

　次第に〈ロデリック商会〉のギルドタワーは、むやみに複雑な実験器具や記録用の紙束が溢れ、雑然とした雰囲気になっていった。ＭＭＯゲームには高校生から大学生くらいの愛好者も多い。もともと学生である彼らにとって、研究機関じみたこのギルドの雰囲気は居心地がいいのだろう。

〈ロデリック商会〉を、内部の彼らは〈ロデリック研究所〉、省略して〈ロデ研〉などと呼ぶことが多かった。彼らにとっては、毎日楽しい研究を続けることができる、自由な校風の学園といった印象なのだ。

　ランチを出前してくれる〈おにぎり屋えんむすび〉の女の子の人気投票なども含めて、〈三日月同盟〉などのアットホームなギルドとは別の意味で、この異世界に適応したギルドになりつつあった。

　そのギルドホールの中枢、高い天井の巨大な部屋で、ロデリックは振り返る。

　声をかけたのは同じギルドの若いメンバーだった。まだ少年ともいえる仲間はひとりの客人を残して去ってゆく。ロデリックは、低い脚立から降りると、客人に挨拶をした。

「こんにちは、にゃん太さん」

「もう夜だにゃー」

　ロデリックは考えてみる。さて。まだ昼前だったはずだが──。

「昼食を抜いても、夜は来るにゃー」

　そう尋ねたら、当たり前の返答をされてしまった。にゃん太は興味深げに辺りを見回していたが、ひげをぴくりとはねさせると、スマートな仕草でポシェットから出した手紙をロデリックに渡してきた。




　受け取って一読すると、ロデリックは困惑を味わった。

　手紙の差出人は〈記録の地平線ログ・ホライズン〉のシロエ。それは最初からわかっていた。内容が、技術開発に関する調査依頼であるのも予想どおりだ。この種の手紙のやりとりは、最近増えている。

　この異世界には、さまざまな植物性や動物性、また鉱石系の素材がある。それらを調合して、効果を確かめながら、新しいアイテムを模索するのは、とてつもなく楽しいのだ。〈エルダー・テイル〉時代のレシピに記された消費材料から、必要とされる素材の薬効はなんとなく想像がつく。そういった知識を収集分析して、アイデアを組み立てるのは心躍る。

〈ロデリック商会〉にはそういった、いわゆる「研究バカ」が集まっている。メンバーのほとんどが専門ジャンルこそ違え、どこかしらそういう気質を持っているといっていいだろう。

　ロデリック自身、そういった試行錯誤が楽しすぎて、〈円卓会議〉の業務を他のギルドに投げがちなのは自覚していた。その最大の被害者がシロエだ。ゆえに、シロエの頼みは断りづらい。

　また、シロエの手紙は〈ロデリック商会〉にも利益をもたらす場合がほとんどである。シロエが思いついたアイデアの製品化や、有望なギルド、あるいは〈冒険者〉の紹介などだ。少なくとも検討して損をしたことはいままでのところない。




　しかし、今回の手紙には、その種のわかりやすさがない。

　そもそも数行しかないのだ。

「そういうことらしいですにゃん」

「にゃん太さんは、この手紙の内容をご存知で？」

「いやまったく」

　毒気を抜かれたロデリックににゃん太は手を振った。どうやら本当に知らないらしい。

　──現在アキバに流通している、および大規模ギルドが所持しているであろう魔法の品マジツクアイテムの目録が欲しい。またその能力を調べて欲しい。特にフレーバーテキストの文章を調査資料に添えてくれないでしょうか？

「いや、まぁ。……否いなやはありませんがね。しかし、これらを調べるには、幻想級や、秘宝級上位のアイテムがずいぶんと必要になる。けっこうな物量ですよ？　だからうちへ頼んだのでしょうけど」

「〈記録の地平線う　　　　ち〉にはそんな財産はないにゃん」

「なんだかんだで色々もっていらっしゃるでしょう？」

「にゃははは。育ち盛りがたくさんいて、物入りなのにゃあ」

　そうやって穏やかに笑うにゃん太は、大人の落ち着きを見せている。いつもどおりおしゃれで小綺麗で、紳士というほかない。

　ロデリックは、ため息をついて、納得した。

　シロエがこうやって手紙を寄こしたのならば、この研究もいずれ必要になるのだろう。確かに予算が必要そうな研究ではあるが、捻出できない金額ではない。

　多くの種類のアイテムを調査するこの仕事には、確かに〈ロデリック商会〉が一番適任であろう。ヤマトサーバーでもっとも多くのレシピが集い、研究をするのが三度の飯よりも大好きという凝り性が集まっているのだから。

「いくつか相談したいことがあります。昼食でも一緒にいかがです？」

「だから今は夜にゃん」

「じゃ、ラーメンでも」

「しょうがないですにゃあ」

　ロデリックは、肩をすくめる歳上の友人ともう何時間過ごしたかわからない研究室を出た。

　季節は冬。温かい汁物はきっと美味しいだろう。
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　寒い夜だった。

　頰を刺す風は金属的な冷気を伴っている。キョウコは大きくくしゃみをして辺りを見回した。いまのはずいぶん派手だった。乙女的ではなかった。

　ソウジロウ様にばれては幻滅されてしまうかもしれない、などと考えながら、またむずむずしてきた鼻をこすり上げる。

　それなりのレベルに達した〈冒険者〉にとって、冬の冷気は脅威ではない。冷気ダメージは装備で遮断できる。しかし寒くないかといえばそれは噓だ。特に、視覚や聴覚を通して訴えかけてくる「きっと寒いぞ」という情報は、身体のダメージよりも先に、精神を寒いと納得させてしまう。

　そんなわけで、キョウコは足早にギルドハウスへと急ぐのだった。

　ギルドハウスではもう半分以上のメンバーが眠りについているだろう。

〈第八商店街〉との商談──というか、無駄話ですっかり遅くなってしまった。しかし、その甲斐あってキョウコの〈魔法の鞄マジツクバツグ〉は戦利品でいっぱいだ。なんと、鮭の塩漬けを三本も手に入れることができた。これを食べさせてやれば、仲間の中には涙を流して喜ぶ者もいるだろう。なにせ故郷の味だ。

（上手くいったらソウジロウ様もっ）

　などと甘い妄想を浮かべて、キョウコは笑み崩れた。

　ふたりで食べる昼食。メニューはもちろんおにぎりだ。それも鮭たっぷりの。「ソウジロウ様、頰にお弁当がついていますよ？」「え？　どっち」「右です」「え？　どこどこ？」「仕方ないですね──はい、とれました」ぱくっ。なんちゃって。

　キョウコはアキバの街の路地裏で真っ赤になる。

　真冬の夜風を跳ね返す一二気筒乙女エンジン全開だ。

　そもそも体育会系のキョウコは簡単に体温が上がるのである。基礎代謝の良好な身体なのだった。これがフレグラント・オリーブだったら鼻血を噴いて倒れている。貧血エルフの妄想力はキョウコの比ではない。

「けちょんっ！」

　しかし脳内昼食会幻想で油断してしまったのだろう。乙女とは言い難いくしゃみが飛び出した。まったく参る。

　中学でも高校でも、このくしゃみでからかわれたのだ。「なんだよ恭子おっさんみてー！」今でも思い出せる。ブラバンやってた同級生に言われたセリフだ。あの男子のことけっこう好きだったのになぁ。女の子におっさんとはひどい。けっこう傷ついたではないか。

　確かに運動部一筋でやってきたわけでクラスでも女っぽいというよりは大口を開けて笑う一派に属してはいたけれど、だとしたところで言葉を選んで欲しかった。「大器の片へん鱗りんを感じさせるくしゃみですな」とか。いや、それは、余計にイヤだな。最悪だ。

　キョウコは歩きながらそんなことを考えた。

　それにしてもこの世界でもくしゃみの仕方は同じだと、そんなことにいまさらながら気がつく。当たり前に感じていたけれど、考えてみれば不思議な話だ。

（異世界にきたってだけで十分不思議だっていうのにねー）

　自分にツッコミを入れてみる。

　くしゃみのせいか今夜は調子が出ない。




　冷気のせいで、どこか硬質な印象を受ける緑がざわめいた。

　廃ビルの間を通り抜けてきた夜の風が木々を揺らしたのだ。そして気がついたときには、キョウコの向かう先の闇の中に、男がひとり立っていた。

　身長は一七五センチ程度。長髪の男だった。ぴったりとした黒のタンクトップに、レザーパンツ。手足だけにがっしりとした漆黒の鎧よろいをつけているために、奇妙なシルエットを持っているが、その程度の「奇妙さ」は〈冒険者〉の街アキバでは珍しくもない。

　キョウコをたちどまらせたのは、男から吹きつける、なんともいえない威圧感だった。

　背筋が凍りつくような感覚に、キョウコはたちどまり、無意識に一歩下がりさえした。

　その離れた距離を嫌うように、男は進んできた。

〈円卓会議〉が敷ふ設せつを進めた〈蛍火灯バグスライト〉の淡い光の中に浮かび上がった男は、黒い目隠しのような仮面をつけて、いつの間に抜き放ったのか、青白い光を吸い込む一振りの刀を提げていた。

　糸に引かれたようについっと上がる刃に、キョウコの心よりも肉体が反応した。

　キョウコとてレベル九〇、歴戦の〈守護戦士ガーデイアン〉だ。世間ではハーレムだの女子会だのいわれている〈西風の旅団〉ではあるが、その実績だけで言えば、アキバの街でも五指に入る戦闘系ギルドである。

　その〈西風の旅団〉で二番隊の隊長を務められる程度には、キョウコも手て練だれなのだ。

　しかしそれもこれも、キョウコの肉体である〈冒険者〉の身体のおかげだった。

　眼球の表面をかすめるように通り過ぎる銀光に、キョウコの背筋にどっと脂汗が浮く。千ち々ぢに砕けた思考の中で真っ先に浮かびあがったのは殺されるという実感だった。目の前の男は、キョウコを殺そうとしている。次に浮かび上がったＰＫという単語は街中というそれに砕かれる。

　否、街中だとて殺人ができないわけではない。

　ただ、衛え士じが転移してきて阻止されるだけのことだ。

　では衛士がくるまで耐えれば。




　最悪の場合、死ぬだろう。しかしだとしたところで、大神殿で復活する。それが〈冒険者〉の特権だ。怯える必要はない。そもそも九〇レベルの自分をたやすく葬れる存在はそうはいない。〈守護戦士ガーデイアン〉は全一二職のうち最大の防御能力を持っている。今は街中だから鎧を着用していないが、そうであっても肉体的な頑健さは有効だ。大丈夫、自分はこの状況をしのげる。むやみに怯える必要はない。

　そう自分を落ち着かせようとした。

　しかし無理だった。

　まるで口づけをするような距離にまで踏み込んできた男が、赤々と濡れたような口内を覗かせて微笑みを浮かべると、キョウコがかき集めた冷静さは微塵に砕かれた。

　速すぎる。九〇レベルの動体視力をもってしても追い切れないほどの速度。いや、速度ではなく、技術なのか。じっと見つめていれば、軟体動物のようにぬるりとした動きが、思考の隙間を縫うようにいつの間にか間合いをつめてくる。

　銀光を追えたのは最初の幾振りかだけだった。

　キョウコは自分の腹から生えた刀の柄をつかむ男を見た。

　違う。

　男の持った刀が自分を刺し貫いたのだ。
















　叫びというよりは湿った空気の塊を肺から吐き出して、キョウコは跳んだ。

　しかし、着地点ではニヤニヤと笑う男がキョウコの太ももから生えた刀をいじくり回していた。

　継続ダメージのバッドステータスを受けたのか、傷口からは出血が止まらない。キョウコはもはや手負いの野うさぎのように路地裏を駆けた。喉がひりついて満足な叫びも上げられず、熱病にかかったように手足が萎えた。

　キョウコがそれでも敏捷性を失わずいくつかの攻撃に対処できたのは、ひとえに〈冒険者〉の肉体があったからだった。

　声にならない悲鳴を上げ続けるキョウコは、必死に意識をとりまとめ、どうにかここから逃れるすべを考え続けていた。

　主観的に長い時間が過ぎた。

　あまりにも長い時間だった。

　好きなように刀を突き立てる男への恐怖に揺さぶられていて、時間感覚を喪失しかけているとはいえ、あまりにも長い時間が過ぎたのだ。

「あ、あっ。あえっ」

　言葉も紡げないキョウコの胸を貫きながら、男は赤い洞穴のような口を笑みの形に歪ゆがませた。

「衛士は、こないよ」

　その言葉の意味が理解されるにつれ、キョウコの頭の中はわんわんと鳴る騒音のような疑問に満たされる。それはルール違反だ。そんなことは、聞いたことがない。あまりの理不尽な宣告に、キョウコは振り上げた拳を男に突き入れた。

　しかしその拳から刀が生える。

　その光景はいっそ滑稽なほどだった。いつの間にか飛びすさった男は、突きの体勢に伸ばした刀でキョウコの拳を受け止めたのだ。九〇レベルであるキョウコを超える圧倒的な速度と技量。ソウジロウであれば口伝・天てん眼がん通つうで追えるかもしれないが、自分には見切ることのできない攻撃。

　何度も、何度も、キョウコは拳を叩きつけ、蹴りを放った。

　格闘技経験なんて少しもないキョウコだったが、〈冒険者〉の肉体性能は熊でさえ手玉にとれるほどの速度と破壊力を秘めている。その攻撃が、あたかも吸い込まれるように、男の刃の餌食になるのだ。男が右手に提げたたった一本の刀が、まるで千本に増えたかのように男を守り、キョウコを切り刻む。

　わけがわからなかった。

　一体なにが起きているのかわからなかった。

　衛士がなんできてくれないのか、なぜ街中でＰＫが放置されるのか、なぜこのような化け物がアキバに侵入しているのか、キョウコにはさっぱりわからなかった。

　もはや筋道立った思考さえできないキョウコは、熱に浮かされたように戦闘を続けた。しかしそのキョウコの様子が熱病のようだとすれば、男の様子は狂気そのものだ。粘液質の笑いを浮かべた男は、まるでいたぶるかのように、弄ぶかのように、キョウコの体のありとあらゆる場所に刀を突き立てる。

　真夜中の戦闘は、客観的には静寂のうちに決着を迎えた。

　ビルの間を吹き抜ける深夜の風が、ふたりの戦闘で発生する音を運び去ったのだ。

　疑問のうちにキョウコは倒れ、まるで以前からの約束のように、その首には男の持つ[image: 冱]え[image: 冱]えとした刀が突き立てられた。モノクロに褪あせ、薄れてゆく視界の中で、キョウコはその刀にこびりついた自分の血が、凍りついた結晶としてハラハラと散ってゆくのを見た。

　真冬なのに、それは薄桃色の花びらのように見えた。

　四肢に残る気だるさは凍傷なのか。動かない手足の残ざん滓しに、キョウコの瞳は悲しみではない涙を流していた。

　なにかにたどり着きかけたキョウコは、だがこの世界の摂理に従い、大神殿へと転送された。彼女が目を覚まし、仲間の待つギルドホールへとたどり着くのは、明朝のこととなる。

　そしてアキバの街の冬を脅かす、殺人鬼の噂が駆け抜けることとなった。
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　アキバの夜を跋ばつ扈こする殺人鬼あらわる。

　そのニュースは街を渡る風よりも素早く駆け抜けた。最初の晩に出た犠牲者は三人。次の晩は一人。しかし三日目は五人のグループがやられた。

　中には戦闘系ギルドの手練れも複数含まれていることから、殺人鬼の常軌を逸した戦闘能力は九〇レベルの〈冒険者〉をはるかに超えると証明されたといってもよいだろう。

　当初、この事件はあっさり解決すると思われていた。

　まず、〈エルダー・テイル〉を模したこの世界において、数は力なのだ。たとえ殺人鬼の力が個人を多少凌りよう駕がしたところで、パーティーにおけるフォーメーションが機能する六人で取り囲めば負けることなどあり得ないと思われた。

　この世界の特殊性も犯人逮捕への有利な条件だ。被害者たちはすべて殺人鬼に殺されたが、まだ「生きて」いるのだ。〈冒険者〉は死亡したとしても、大神殿へと飛ばされて蘇生する。だから殺人鬼の目撃証言も、その戦闘情報も豊富である。

　エンバート＝ネルレス。

　ギルド未所属。

　レベル九四、〈武士サムライ〉。

　藍色じみた暗い色の長髪と、目隠しのような仮面。手足を包み込みような金属甲かつ冑ちゆう。

　これだけの特徴を持っているのならば、捜査は簡単だろうと思われた。確かに事件は深夜に起きたが、なにも犯人捜しを夜間に絞る必要はない。現に被害を出した〈西風の旅団〉および〈ホネスティ〉を中心に犯人捜索は続いている。

　しかし、事件から一週間経った現在も犯人は発見すらされておらず、被害者は増え続けていた。

〈冒険者〉が〈冒険者〉を殺すのは、ＰＫプレイヤーキルだ。ゲームの遊び方のひとつではあり、いまではアキバの〈円卓会議〉にゾーンレベルで制限されている行為である。ＰＫを繰り返す〈冒険者〉は、同じＰＫという略語をもってプレイヤーキラーと呼ばれるが、だからといって直ちに〝殺人鬼〟と呼ばれるわけではない。

　そもそも、アキバの街は衛士に守られたゾーンである。

　もしそこで暴力的な行為が行われれば、即座に魔法的な警報が衛士詰所へと行き、特殊な装備を身につけた〈大地人〉である衛士が捕縛に向かうはずである。この時点でなにかとてもおかしなことが起きているのは明白なのだ。

　もちろん〈円卓会議〉は調査の過程で、衛士詰所への聴き取りを実行している。その結果わかったのは、事件があった時刻に、衛士はなんの異変も感知していなかったということだ。少なくとも〈エルダー・テイル〉のゲームシステム上、ＰＫは発生していないと判断されているらしかった。




　アキバの街では、この奇怪な殺人鬼にまつわる噂が急速に広がっていた。

　しかし、それはこの事件が人々の深刻な恐怖の対象であるからではない。

　どちらかといえば、ひとつの怪かい奇き譚たん、オカルト話の一種として受け取られていたのだ。

〈冒険者〉における死は、それほど巨大なリスクではない。

　もちろんそこには一定のデメリットがある。旧世界の記憶を喪失するという危険性だ。この事実は、〈円卓会議〉による慎重な情報露出工作によって、徐々にアキバの街でも知られるようになってきていた。これら記憶消滅に対する拒否反応は、小さくない。特に、街で生産職を行う〈冒険者〉において顕著だ。

　しかし一方で、ある程度割り切った空気が流れているのも事実だ。

　それは十数回の死を経験した〈冒険者〉が、「問題を感じるほどの記憶消滅ではない」とコメントしたことにもよるだろうし、彼らが実際未だに仲間としてアキバの街に問題なく参加していることにもよるだろう。

　いずれにせよ、〈冒険者〉はこの世界で生きていて、避け得ない運命は避け得ないのだ。

　仮に殺人鬼に襲われて被害者になったとて、決定的な被害を受けるわけではない。

　また、アキバの街の〈冒険者〉は口にこそ出さなかったが〈円卓会議〉に高い信任を与えていたという部分もあっただろう。

〈大災害〉から一ヶ月も経たずに成立し、その後このアキバの街の自治を担ってきた〈円卓会議〉は有形無形のさまざまな成果を上げている。〈冒険者〉たちは旧世界のどんなコミュニティよりも明確な起源となる共通体験を持っている。それは〈大災害〉のショックと、そのあとに続く荒廃だ。そこから立ち上がり、先日の『天秤祭』さえ開催した自分たちの代表を、アキバの街の住民は誇りに思っていた。

　つまりは〝殺人鬼〟という呼称自体がこの不可思議な事件を端的に示していた。

　システムを逸脱した理不尽さ、突然襲いかかってくる災害のような悪あつ鬼き。──それでいて、その被害は甚大ではなく、むしろ、ただ恐怖だけに特化したような、なんだか物語めいた事件。しかしいまは猛威をふるっていてもいずれ解決するはずであるというのが、アキバの街の住民の大部分が抱いた感想であったろう。




　そもそも〈大災害〉以降、ありとあらゆる種類の異変が起き、毎日のように新しい事件が起きているのがこの世界なのである。そしてヤマトサーバー最大の〈冒険者〉都市であるアキバは、そのまま情報の一大集積地でもあった。不可思議な事件、ちょっと気を引く事件、おどろおどろしい事件、不安になるような事件。そんなものはいくつも転がっているのだ。

　確かに殺人鬼は等閑に付してよいような問題ではない。

　しかし、アキバには他にも大きな問題がいくつもあった。

　この瞬間でいえば、その代表ともいえるふたつの問題が「〈七つ滝城塞セブンスフオール〉平定作戦」と「ミナミにおける巨大ギルドの勃ぼつ興こう」であった。

　ザントリーフの戦役で勝利をおさめたアキバ遠征軍は、いよいよゴブリン族の城〈七つ滝城塞〉へと侵攻を開始したのだ。「ゴブリン王の帰還」クエストにおいて発生するゴブリン王は、イベント中の〈冒険者〉の活躍度によってその強さが変わる。〈大災害〉に続く混乱により〈冒険者〉に放置され、ザントリーフ半島派兵を企たくらむまでになったゴブリン王は、過去に例を見ない強力なレイドボスになっているだろう。

　どんなに難易度が上がったところで、相手は所詮中レベルの亜人種〈緑小鬼ゴブリン〉である。もちろん、ゲームであるのならばその脅威度は恐れるほどのモノではない。

　しかしその一方で、〈大災害〉後の世界においてはゲーム時代の常識が通用しない可能性もけっして無視できない。また、〈冒険者〉にとっては対処可能な脅威であっても、〈大地人〉にとって致命的であることは想像に難くないのだ。

　そのような事情があり、アキバ〈円卓会議〉は、精鋭による討伐軍を派遣していた。

　総司令官クラスティを筆頭とする四五〇名である。

　もちろんこの派兵は〈緑小鬼〉を討伐し、ヤマト北東部に安定をもたらすためのものであったが、同時にその遠征は〈自由都市同盟イースタル〉との交流の一端でもあった。

　そのためにこの討伐軍はクラスティとアイザックという、アキバの街を代表するふたりの英雄が出陣し、茜あかね屋ややカラシンまでもが後続部隊として出かけている。

　となれば、どうしても〈円卓会議〉の他のギルドマスターの負担は大きくなる。彼らは連日のようにギルド会館の中で、あるいは自らのギルドホームの中で激務をこなしているとの噂であった。

　アキバの街で目下一番関心を集めているのはこの遠征作戦だ。

　遠征軍四五〇名はとうに出発しておりその勝利を疑問に思う者はいないが、補給物資の輸送や交代人員の派遣など、後方での作業はけっしてなくならない。アキバの街の〈冒険者〉へもいつ援助要請がくるかわからない。注目すべき理由はあっても、聞き流せる理由はないのだ。

　もうひとつ耳目を集めているのが、西方をほぼ完全に支配下に置いたという〈Planthwyadenプラント・フロウデン〉の情報だ。

　多くのアキバ〈冒険者〉たちは、この時点では、ミナミの街に対する複雑な感情を抱いていた。

　現代日本を出身地とするヤマトサーバーのプレイヤーとして、ミナミの街に布しかれている自治体制は一党独裁のように見えるのだ。

　もともと〈エルダー・テイル〉というゲームでは、ゲームシステムからもさまざまなギルドが乱立しているほうが当たり前だった。アキバ初期の混乱が、ギルド同士の小競り合いという形を取ったのはごく自然の流れだといえる。

　それが短期間で〈Planthwyadenプラント・フロウデン〉というひとつのギルドが覇権をとり、あまつさえ、他のすべてのギルドを吸収してしまうというのは、いささか強引な気がする。

　だが、ではそれを非難できるかといえば、それも難しい。独裁だからすぐさまそれが悪だというのは、それはそれで短絡的すぎる。現にミナミから入ってくる情報では、〈冒険者〉によるトラブルは激減し、アキバとは違った方向性ではあるが、〈冒険者〉同士仲良く物事を進めているらしいことが窺うかがえる。

　もともと同じサーバーで冒険をしている〈冒険者〉のことである。古い友人や仲間がアキバの街とミナミの街に分かれて住んでいることなど珍しくもない。ミナミに誘われてアキバから移住したり、アキバに誘われてミナミから越してきたりすることもあるようだ。

　そもそも日本人は、日常会話で政治のことを話題にするのが苦手である。

　アキバとミナミの違いは、そのような事情で、関心の高いニュースではあるけれど、話題にするには微妙な問題として、〈冒険者〉たちの間では認識されつつあった。

　アキバとミナミの人口差を考えると、アキバのほうが比較において〈冒険者〉が多い。しかし〈Plant hwyaden〉はアキバ最大のギルド〈海洋機構〉と比較しても二倍以上の〈冒険者〉を抱えている。

　この状況に波乱の予感を感じつつも、ミナミについてはっきりとした意見を表明するのはためらわれるという微妙な空気がある。




　現在のアキバの街はこのふたつの大きなニュースに挟まれて、穏やかながら緊張した日々を送っている。そんなわけで、〝殺人鬼〟の情報は、知られてこそいるものの、〈冒険者〉のほとんどはさほど重要視していなかった。

　四日目も五日目も殺人鬼は出没しなかった。

　しかし六日目。〈ホネスティ〉の捕縛巡視隊が全滅にいたってしまう。

〈円卓会議〉からの穏やかな注意喚起により、夜間の外出は自粛を求められた。〈冒険者〉はともかく〈大地人〉であれば取り返しのつかないことになる。今までの被害者はすべて〈冒険者〉だが、それは〈大地人〉の安全を保証するものではないのだ。

　しかしこの時点でも、殺人鬼の登場がなにを指し示しているか予見できた〈冒険者〉は皆無だった。


































　　　▼１




「ほな諦めよっか？　うりうり。諦めて身を任せればいいんよ。悪いようにはせんからっ」

「マリエ。それではスケベな中年さんですわ」

「あ、あわわっ」

　アカツキはソファの端に座って、部屋の中のカオスをちらりと見た。

　優しい色合いの桜色の壁紙が真新しい、そこは美しい客室だった。内装も調度品も女性らしい優美さに満ちている。低いテーブルには華きや奢しやな茶器。部屋に押しかけた女性たちと相まって、華やかな雰囲気だ。

　部屋の主であるレイネシアはいつもどおりの穏やかな笑みを浮かべているが、微妙に困惑の色を浮かべている。まぁ、それもそうだろう。

　マリエールが着せようとしている服は、いわゆるナース服だ。

　それは冒険がすぎるだろうとアカツキでさえ思った。

「そのお洋服は、わたしにとっては、その……ちいさすぎて」

　レイネシアは、うさぎのようにふるふると首を振るが、ああ、その反応は間違いだとアカツキは思う。案の定、「だいじょうぶ！　うちのお針子さんが作ったオーダーメイドでサイズはばっちりなんよ！」と言いはなつマリエールに捕獲されてしまった。

　そういう迂遠な表現での謝絶はマリエールには通用しないのだ。ヘンリエッタならば……やはりだめだろう、とアカツキはもう一度首をふった。

「えっと、こう？　こうやん？」

「ちがいます。ひゃん」

「マリエ……。だからそういう手つきは」

「あわわぁ」

　おろおろしているのはセララだ。しかし、おろおろしつつも、マリエールの「そこのカチューシャとってな」などという言葉には素直に従っているわけで、〈三日月同盟〉内部ではこういうときにどういう上下関係があるのかがよくわかる。

「助けには向かいませんの？」

　アカツキの向かいに座って上品にティーカップを持つのは、リーゼと呼ばれる女性〈冒険者〉である。〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉所属の〈妖術師ソーサラー〉で、サフランブロンドの髪を持つお嬢様だ。すらっとした美少女で、教導部隊の隊長をしているとアカツキは聞いたことがあった。

　アカツキはリーゼの質問に小さく首を振った。

　こうした状況にはちょっと詳しいアカツキだ。なにせ、ついこの間まで、いまレイネシアのいる場所で被害を受けていたのはアカツキなのである。そのときの主な攻撃手は、マリエールではなくヘンリエッタであったが、状況自体はひと通り体験している。

　ここで下手に救出に向かえば二次遭難、いや被害者倍増になることは目に見えている。自分の身が可愛いのはアカツキだって同じなのだ。

　ようするに、現在この部屋は〈三日月同盟〉主催のきせかえルームと化してしまっているわけである。

「そうですか」

　特にそれを咎とがめるでもなく、リーゼは視線を紅茶に落とした。

　アカツキは皿の上に載ったあんぱんをとると、小さく口をつけた。甘くて美味しい。この任務における役得のひとつだ。

　この混沌に満ちた茶会を任務と呼ぶのもおかしなことだが、アカツキはそう考えていた。

　そもそも、ここへきたのはシロエに頼まれたからだ。それは小さな依頼だったかもしれないが、アカツキにとってみれば間違いなくシロエとの絆だ。それから一ヶ月。アカツキはこの茶会に顔を出し続けている。




　最初は、アカツキだけだった。

　気まずい沈黙の中でお茶を飲んで、レイネシアの不審そうな視線を受けながら一五分で席を立った。一週間もしたころ、そこにマリエールが加わった。マリエールは一人でくるときもあれば、今日のように〈三日月同盟〉の仲間をつれてくることもある。さらにそのあとから、いま目の前でお茶を飲んでいるリーゼをはじめ、いくつかのギルドの女性が、お茶会に参加するようになった。

　正直にいえばあまり気乗りのする任務ではない。

　マリエールやヘンリエッタ、セララなどの〈三日月同盟〉の女性たちには慣れたが、他のギルドのメンバーと同席するとやはり気疲れしてしまう。あまり面識のない相手と会話するのは苦手だ。上手に話せないし、きっと相手だってがっかりしているとアカツキは思う。

　意外なことに、〈三日月同盟〉のメンバーを除いて、まっさきに言葉をかわすことができるようになったのは、レイネシアとだった。

　この茶会を訪れる女性〈冒険者〉は、すべて合わせると一五人ほどいるだろうか。マリエールはかなり出席頻度が高いが、それでも週に二、三回ほどだ。それぞれのメンバーは、それぞれのギルドに所属していて、さまざまな仕事も抱えている。

　毎日出席しているのはアカツキくらいなのである。というのも、シロエとの約束をできるだけ守りたい一心でなのだが。

「いやはや。肌きれいやんね、さすがお姫様」

「ア、アカツキさんっ。えっと、た、助けて」

「あわわわわ……」

「いやいや。けっして粗略には扱わんて！」

　とはいっても、それは顔を合わせ続けたからであって、別に友人になったというわけではないのだった。世間話ができるようになったというだけのこと。

　なので、そうやって助けを求められても困ってしまう。なにしろ、ついこの間までは捕食される側だったのだ。小さくなって座っていればとおりすぎる嵐かもと思い身を縮めるが、その様子が面白かったのか、ヘンリエッタに目をつけられてしまう。

「アカツキちゃん♪　なにを小さくなっているのです？」

「！」

　びっくりして否定するアカツキの姿にヘンリエッタはコロコロと笑う。だが、今日のところは追撃を諦めてくれたようだ。からかっただけでとりあえず満足したのだろう。

　レイネシアもぐったりとした様子で、アカツキの隣に避難してきた。これだけいじられても、膝をぴったりと閉じた気品のある姿勢で座っている。表情も普段どおりだが、伏せた視線は疲れ気味だ。

　アカツキはレイネシアのカップにも茶を注いだ。

　その疲労はよくわかる。

　主犯格たるマリエールは〈魔法の鞄マジツクバツグ〉をあさっては、新しい衣装を取り出して並べている。それに付き合わされているのはセララだ。

　そらおそろしいことに、その衣装のパレードの中に水着などが混じり始める。季節は冬にもかかわらず、だ。さすがにレイネシアがかわいそうになってきた。




　レイネシアはそれは美しい少女だ。ほっそりした首筋は華奢で、骨が細いのだろう肩のラインはなだらか、顔も小さくて、長い銀髪は絹糸のように光沢がある。穏やかで控えめで、いつもかすかに微笑みを浮かべていて、声を荒らげることもない。真正のお嬢様だ。

（あ、でも。お姫様だから、お嬢様というのは違うのではないか？）

　と考えたアカツキだが、この場合のお姫様はお嬢様の上級職業みたいなものなので、かえってグレードが高まったようなものだと納得した。

　アカツキとレイネシアの出会いというのは、ずいぶん殺さつ伐ばつとしたものだった。

　ザントリーフに向かうと決意したあの日、シロエの指示で、レイネシアの着替えを手伝った──というか身ぐるみ剝いで着替えさせたのが最初の邂かい逅こうである。とすれば、レイネシアにはずいぶん荒っぽい人間だと思われているだろうとアカツキは思う。このお茶会が始まった直後は、かなり怯えられたし、今でもびくびくされるときがある。

　しかしそれでも露骨に避けるでもなく、アカツキの話を聞き流すでもない。

　ひとつひとつの話題をよく考えて、自分のできる限りで丁寧に対応しようとしているのがわかる。育ちの良いお姫様というのは、こういうものなのだと感心してしまうほどだ。なんだかんだいって付き合いがよく、記憶力もよいため一度話した話題はちゃんと理解している。人気があるのもわかる、とアカツキは思うのだ。




「〈冒険者〉の方は、これを普段着こなすのでしょうか？」

　レイネシアは途方に暮れた声を上げる。ナース服だ。しかも、ミニスカートである。レイネシアもけっして背が高いわけではないが、頭身のバランスがよく、胸も綺麗な曲線なので似合っている。アカツキは微妙な気分で否定のために首を振った。いくらなんでも、日常的にそんな衣装を着ている〈冒険者〉はほんの少しだ（絶対いないわけではないところが、〈エルダー・テイル〉のゲーム的文化の影響なわけだが）。

　その返事を受けて、レイネシアがさらにしゅんとした表情をする。

　彼女はどんなふうにしていても絵になる美少女なので、そんなへこんだ姿でさえ可愛らしい。アカツキはさらに微妙な気分になった。

（わたしもこんなふうだったら主君ともう少し……違ったのかな）

　そう思う。

　しかし一方で、レイネシアには〈冒険者〉の身体も〈暗殺者アサシン〉の能力もない。シロエのそばで護衛することもできないだろう。それは嫌だな、とアカツキは思う。贅沢なのだ。そんなことはわかっている。だが、心の傷口からにじむ血は、止める方法がない。

「……ええ。……ええ。ナース服です。……は？　はい。ナース服です。つまり、医療に従事する女子が着用する制服です。……はぁ」

　突然リーゼが呟きを始めた。

　念話だ。

　きょとんとしているレイネシアだが、アカツキのほうが恥ずかしくなってきた。

「そんな中途半端はいたしません。なんと膝上一五センチですわっ」

　さすがにレイネシアも視線に気がついたのか、ナース服の裾を必死に膝のほうに伸ばそうとする。しかし、伸縮性に欠ける布地のため、そんなことをしても脚が隠せたりはしない。どちらかといえば、張り詰めた布地がレイネシアのほっそりとした身体のラインを浮かび上がらせるだけだ。

　困り果てたレイネシアが、どうにかしてくれという視線で「あのっ」とアカツキに助けを求めてくるが、アカツキとてこのような事態に慣れているわけではない。リーゼという少女は礼儀正しくて上品なものの、不意にこのようなイタズラっ気を出すのだった。「むぅ」と小さくうなったアカツキは、咎めるような視線をリーゼに送る。

　ころころと笑ったリーゼは片手を軽く耳元にやる仕草をしながら「冗談です。ウソ念話です」などととぼけた。趣味が悪い。レイネシアも上目遣いにリーゼを見つめている。

　しかし、リーゼはそんなレイネシアに軽く頭を下げた。

「すみません。少し、嫉妬しました」

「え……」

「レイネシア姫には我が主ミロードがご執心ですからね。こうやって警備あそびにくると、その日の訓練が免除されるほどに」




　ずくん、とうずく。

　それは、そうなのだろう。

　アカツキとマリエールが話した、それは結論でもあった。

　この〈大地人〉の姫には護衛が必要なのだろう。それは至極納得のいく話だ。『天秤祭』の一件からも、アキバになにがしかの攻撃を加えようという勢力が存在して、その勢力はアキバにダメージを与えるためであれば、〈大地人〉を巻き込むことさえ厭いとわないことがはっきりとわかっている。

〈冒険者〉は、最悪その命が尽きたとしても大神殿での復活が可能だが、〈大地人〉はそうもいかない。ましてや、いまレイネシアの命が尽きてしまえば、きっと大きなトラブルが起きるだろう。それは、たとえば〈マイハマの都〉にいるレイネシアの祖父にして〈自由都市同盟イースタル〉の筆頭領主、セルジアッド公との関係悪化、最悪の場合は決裂といった事態だ。

　もちろん、レイネシア姫の周りは、その〈マイハマの都〉から派遣された〈大地人〉の騎士が固めている。しかし〈大地人〉は〈大地人〉だ。そのレベルも三〇前後である。〈冒険者〉が本気でレイネシア姫を殺あやめようとしたならば、護衛は難しい。

　もちろんこのアキバの街には、暴力行為探知結界と衛士システムが存在する。が、それはむしろ、暴力行為を犯した人間を捕縛もしくは討伐するための機能であって、犯人を捕らえたところで、レイネシアが命を落としていれば復活させる機能はない。

　シロエはそのような状況を見越して、自分に依頼をしてきたのだとアカツキは考えていた。マリエールもそれとなく協力を求められたと言っている。シロエが一歩も動けない今、その願いに全力で添うことだけが、アカツキにできるすべてであった。

　だが、そのまったく同じ事情が〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉所属の優美な少女の唇からこぼれると、痛みを伴ったものとして感じられる。

　シロエが気にかけているレイネシアを、まっすぐに見つめられなくなる。

　いつからこんなに弱くなったのか、アカツキは自分でもわからなかった。

（わたしは、こんなじゃないんだ）

（こんなじゃ、なかったはずだ）

　シロエに頼られて嬉しいはずだ。

　にもかかわらず、レイネシアをはじめ、周囲の女性と自分を比べてしまう自分自身がいる。

　強くなりたいと思う。シロエの願いに応えたいと思う。

　そのためにできる限りの精一杯をやっている。にもかかわらず、アカツキの世界はいつもなぜか暗くて、狭い。それがアカツキには苦しい。

　華やかな笑い声に囲まれて、アカツキはひとりぼっちだった。




　　　▼２




　冬の日没は早く、館やかたを出たときにはすっかり残照も去っていた。

　アキバの街の夜は美しいとヘンリエッタは思う。旧世界の地球の、そう、故郷の東京に比べれば薄暗いが、この世界の深い夜の漆黒に比べれば十分きらびやかにうつるのだ。

　藍色の夜の中にそびえるいくつもの闇色のビル。梢を広げる常緑の古代樹。そのたたずまいを、あちらこちらに掲げられた魔法の光が穏やかに照らし出す。幻想的なその灯りは、刺々しいばかりのネオンサインよりもずっと優しくて好ましいとヘンリエッタは思っていた。




「日が暮れるの、早くなりましたね」

「そうですわね」

　隣を歩く金髪の少女にヘンリエッタは頷いた。

　彼女は〈魔法の鞄マジツクバツグ〉からボリュームのあるマフラーを取り出すと、首の周囲にグルグルと巻きつける。あまった端が背中に垂れる様子から見て男物のようだ。「なによこれ、使いづらい。かさばるし」なんて愚痴をこぼす少女が愛らしくて、ヘンリエッタはそのマフラーを巻きなおしてやった。

　リーゼは表情の下半分をそのマフラーに埋めたまま「どうもありがとうございました」と言う。照れくさいのか視線は逸そらしたままだ。「いえいえ、些細なことですわ」と返事をしながら、ヘンリエッタはクスクスと笑う。

　最近できたこの年下の友人は、外見こそ完全無欠のお嬢様で、本人もその路線を堅持したいのだろうが、ところどころで地が出てしまうようで、そこが愛らしいと思う。きっと見た目よりも年若いのだろう。

「そんなにがんばらなくても、十分淑女レデイですわ」

「はい？」

　くるりと振り返ったリーゼに微笑んで、その肩を押す。

「さあさあ。急がないと、しまってしまいますわよ」

「そうですね」

　そんなふうにして、ふたりは中央通りを目指して歩き始めた。




　ヘンリエッタは〈三日月同盟〉、リーゼは〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉と異なるギルドだが、〈水すい楓ふうの館〉の茶会からこうして一緒に帰ることは珍しくない。マリエールとセララは食事の用意を手伝うため先にギルドへと帰り、ヘンリエッタたちは少しばかりお総菜を買い足すために寄り道する予定だった。

〈大災害〉後の〈冒険者〉生活において、おいしい食事を毎日楽しめるのは改めて確認された幸せではあるが、ちょっとした負担でもある。味わいのある料理を作るためにはサブクラス〈料理人〉が必要だが、ヘンリエッタの把握する限り、人口に占める割合は数パーセント。

〈円卓会議〉成立以降、転職によってその割合は増えたはずだが、一〇人以下の少人数ギルドでは、メンバーに〈料理人〉がいないことも珍しくはない。一方で数百名規模の巨大ギルドともなればお抱えの〈料理人〉がいるのは当然だが、数百人分の食事を毎日用意するのは大きな負担となる。

　そういった現状を目下のところ補っているのが、外食やテイクアウトによる〈大地人〉製の食事である。

「ヘンリエッタさんは何にします？」

「唐揚げかしら。マリエが食べたいって駄々をこねていましたし」

　到着した屋台モールで雑談しながら、ふたりは買い出しを始めた。〈大地人〉の店員も慣れたものだ。時間的にそろそろ店じまいをにらんで、売れ残りをさばこうと大きな声を張り上げている。

「カラアゲ？　カラアゲって言ったかい？　姉さん。うちのを買っておゆきよ！　ニンニク味で一キロ金貨三枚!!」

　そんな唐揚げを景気よく三キロも購入したヘンリエッタ。

　腹ぺこの〈冒険者〉を四〇人も抱えた〈三日月同盟〉では、この程度の量はたっぷりというほどでもない。本当にぺろりと平らげるのだ。

　隣ではリーゼがヘーゼルナッツの入ったキッシュを買い込んでいる。〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉のほうは料理部隊を抱えた大手のギルドなので、それは差し入れか間食用なのだろう。

　モールはかなり盛況だった。

　ヘンリエッタとリーゼも、買い出しに訪れた〈冒険者〉の流れを縫うために、周囲に気を配る必要がある。特に討伐帰りの一団は、ごつい鎧を着込んでいたり、長い杖を持っていたりするために、旧世界よりも幅をとりがちだ。




　好みのものを買い終えてモールの出口にさしかかったころには、ヘンリエッタの中でお茶会の印象はすっかり薄れていた。モールを歩くのはそれだけで気疲れするし、これから帰るギルドでの食事に気持ちが飛んでいた。

　だからリーゼが何気なく呟いた「アカツキさんは辛そうですね」という言葉にびっくりしてしまった。それは最近のヘンリエッタの気がかりでもあったからだ。

「やっぱりそう見えますか」

「見えます」

　最近のアカツキは元気がない。以前から引っ込み思案なところがあり、自分から積極的に他人と関わろうとはしない性格だったし、表面的には取り繕っているので、ほとんどの人には気づかれないだろうが、ヘンリエッタにはわかる。〈大災害〉からずっとアカツキを見つめてきたからだ。

　しかし、リーゼにもそれがわかるとは少し意外でもあった。彼女がアカツキと頻繁に接するようになったのは、レイネシアの館で開催されるお茶会に出席するようになってから。つまりここ半月ほどにすぎないというのに。

　ヘンリエッタはリーゼのことを少し見直した。

「アカツキさんは、私よりも先輩なのですよね」

　リーゼの言う先輩とは、年齢のことなのか、それともゲーム歴のことなのか？　わからないヘンリエッタは曖昧に頷く。

「──私にはよくわかりませんけれど。とても腕のいい〈暗殺者アサシン〉だと聞いています。事実、そうなのだろうと見ました」

　モールから出てギルド会館へと向かう緑濃い路地を歩きながら、リーゼの呟きは続いた。真冬の冷気の中に、少女の言葉を包むような白い息が漏れる。

「一度、〈Ｄ．Ｄ．Ｄう　　ち〉の訓練を見にきていたようです。いえ、一度かどうかはわかりません。私が気がついたのが一度、という意味なのですけど。四時間以上の間、訓練を見ていらっしゃいました」

「そうですか……」

　ヘンリエッタはそう返事するしかない。

　アカツキの悩みはそれとなく察していた。だが、一流戦闘ギルドの訓練をじっと見つめる数時間は、あの小さな少女をどんな気持ちにさせたのだろう？　胸がきしむ痛みだろうな、とはヘンリエッタも想像できる。でも、その痛みまでわかるとは、ヘンリエッタには言えなかった。

　ヘンリエッタは、大規レ模イ戦闘ドに参加したことがない、一般の〈冒険者〉だ。この世界はともかく、ゲームであった〈エルダー・テイル〉でランキングに載るような一流〈冒険者〉の列に入り交じったことは一度もない。

「最初は入隊希望者かと思いました。こんなことを言うとなんだか自慢げに聞こえてしまいそうですが、〈Ｄ．Ｄ．Ｄう　　ち〉は悪くないギルドです。戦闘レイドをするのならその環境はアキバでも最高──になるように鋭意努力しています。まぁ、スタッフはバカばっかりですけれど。バカだけに戦闘になればお子様同然。いえ、お子様そのもの。お子様を超えたオーバーお子様。ハイエンドお子様としてバーベキューに群がるアメリカ人のように戦闘レイドに向かいます。だから、うちに入りたいのかと思いました」

「それはないと思いますわ」

「──はい。それはすぐわかりました」

　ヘンリエッタの指摘に、リーゼは視線を地面に落としたまま頷いた。

「一応、ギルド長ミロードに報告はしたのです。スパイかもしれないという意見もあったので。でも、その返事は『放置』でした。無制限の見学を許す、と」

　しっとりとした落ち葉を踏みしめるブーツの足音がしばらく続いた。

「プライドの高いお子様メンバーはちょっとかちんときてしまったりもしていたようでした。それを危惧したわけではないでしょうが、ギミルロドー長ドは後日私に別命をくださいまして」

　照れたような、それでいて誇らしげな表情をする金髪の美少女に、ヘンリエッタはこっそりとため息をつく。あのクラスティに思いを寄せるのは、ほとんど蛮行なのではあるまいか？　しれっとした顔をして無理難題をばらまく偉い丈じよう夫ふを思い出すと同情の念を禁じ得ない。

　しかしそれは、シロエに思いを寄せるアカツキも同じだと自分に指摘をしてみる。

　それに比較すればヘンリエッタ自身はなんて穏やかなのだろう。

　確かに、シロエのことを考えるとわずかに甘いうずきを感じるが、それはまったく許容できる範囲内の感情だ。娯楽の少ないこの世界において、シロエとアカツキあるいはシロエとミノリの親しげな様子を見て、胸の疼とう痛つうをかみしめるだなんて、かえって幸せの再確認じみた行為である。

　安全な距離からのひっそりとした片思い。それに満足している自分がリーゼやアカツキに呆れるなんて、僭せん越えつだ。

「クラスティ──様によれば、なんでもシロエさんには借りがあるそうです。ですから、アカツキさんの見学は無制限に許可。なにかあれば便宜を図るように、とも言われています。アカツキさんへの親切の押し売りや勧誘は禁止されていますが」

　そんなヘンリエッタの思いをよそに、リーゼは口を閉じた。

「そうでしたか」

　そういうこともあるだろう、とヘンリエッタは思った。

　クラスティの気遣いは、おそらくシロエすらも知らないことだろう。

　どうも男性はまだるっこしいというか、迂遠であるように思う。配慮するぐらいならば声をかけて話を聞いてやればよいではないか。しかし、いまのアカツキの立場に立てば、声をかけられても困るだろうとも思った。




（アカツキちゃんが欲しいのは、たぶん自信──なんでしょうし）

　難しいものだ。

　ある種の人にとって、それはあって当たり前のもので、どうやって入手すべきかなんてあえて考えたりもしないものである。

　マリエールがそうだ。黄金のひまわりにも似たヘンリエッタの大親友は、底抜けの明るさで周囲を照らし出す。あんなふうに笑う自信はヘンリエッタにはない。あんなふうに周囲を抱きしめられるほどの確信なんて、ヘンリエッタは生涯持てないだろうと思う。

　それはマリエール特有のもので、ヘンリエッタをはじめ大部分の人間にはないものなのだ。

　いっぽうで、なにをしてもどうあがいても、自信らしい自信を持てない人間がいることも、ヘンリエッタは知っている。そういう人にとって、生きている時間というのは恐ろしい拷問なのだろう。怯えたような卑屈な瞳の人間をヘンリエッタは見てきた。大学を出るような年齢になれば、そういう人種の何人かには出会うものだ。そういった人々はどこにいても場違いを恐れ、疲れて、あるいは攻撃的に周囲を威嚇していた。

　翻って自分のことを考えてみれば、その中間だろうとヘンリエッタは思う。

　ゆるぎない確信──大事なものが自分からはけっして失われないというような自信を持つことはできない。しかし、だいたいこの程度のことは為せるだろうという予想は、努力や経験の結果持っている。

　たとえば、数人の友だちとは今後とも付き合っていけるだろう。

　会社に迷惑をかけない程度の仕事をしていくことはできる。

　結婚──はこんな騒ぎになってしまった以上お見合いというルートも絶たれて正直できないと思うが、だとしても親友の恋愛模様を茶化しながら、ギルドの会計係として過ごすのは、案外悪くない未来なのだろう。

　元の世界に帰るための英雄的な役回りは回ってこないだろうが、後輩を守るために自分がいままで学んできた技術を使用することはできる。

　それがヘンリエッタの考える自分自身の姿だ。

　できないことはできないが、できることはできる。

　なんということはない、凡人の出す普通の結論である。

「叶わない願いがあるなんて当たり前のことですわ」

　顔の半分を男物のマフラーに埋もれさせたまま、リーゼは呟いた。

　そう、当たり前のことだ。

　凡人にとって、それはあまりにも日常にすぎる。




　多くの人間にとって生きるということは、ほとんどそのまま、欲しいものに手が届かない現実に慣れるという意味だ。ヘンリエッタは慣れてきた。おそらくリーゼもそうだろう。

　でもだからといって痛みがなくなるわけではない。

　手が届かないことに慣れるのは、仕方がないかもしれない。しかし、手が届かないことに痛みを感じなくなるのは違う。それは停止だ。慣れなければ生きていけないが、慣れすぎては死んでいるのと同じ。

　ヘンリエッタにとってアカツキはまぶしい。

　あの不器用な少女は、ヘンリエッタが成長という大義名分によって麻痺させた、傷つきやすい弱さを持っている。それは弱点だろうが、財産でもあるのだ。

　同時に、その柔らかさがアカツキを苦しめていることも知っている。

　そんな痛苦を、大好きなアカツキに味わって欲しくない。

　しかしこればかりは無理ではないかとヘンリエッタは思う。

　どうやって助ければいいかもわからないし、そもそも他人に助けることができるものではないような気もする。自分自身を振り返ったところで、どうやっていまの自分になったかなどわからないくらいなのだ。

「一緒にいるくらいしかできそうにないわね」

「そう、ですね」

　おそらくそれはリーゼだってわかっているのだろう。だから返事は短いものだった。

（まったくあの真っ黒クロエ様は！）

　ヘンリエッタはリーゼにばれないように盛大なため息をついた。

　頭の切れすぎるあの青年は、自分のもっとも身近な腹心の苦境になにをしているというのか。どんなことでも見通すほどの洞察力を持っていると思っていたシロエだが、この種のジャンルに関しては盲目であるらしい。

　──あるいは、目がいいのではなく、外せない望遠鏡がついているだけなのかしら。

　少しばかり失礼なことを考えてヘンリエッタは苦笑した。

　そのぶんアカツキには優しくしたい。明日はアカツキの衣装も持ち込んで着替えの日にしよう。そう思いつくと、ヘンリエッタの気分は一息に明るくなった。頭の中で引っ張り出す衣装の一覧表を考えながら、これはアカツキのため、などと自分に言い訳をしてみる。

　藍色の夜はまだ平和だった。




　　　▼３




　その同じ夜を、桁違いの気迫でまったく塗り替えようとする一派もあった。

〝ヤマトサーバーでもっとも華やかなギルド〟、〝ハーレム集団〟、〝鋼鉄の規律を持つ乙女たち〟と呼ばれるギルド〈西風の旅団〉。

　アキバでもっとも女性比率が高い（とはいえ全員女性なわけではない）とも噂され、そのふたつ名のとおり、いつでも華やいだ雰囲気を振りまいているそのギルドの一階ホールでは、数十名のギルドメンバーが熱心に準備を進めている。
















　もちろん大多数のメンバーは女性だ。しかしその雰囲気に甘やいだものはない。

　手てつ甲こうや脚きや絆はんをきりきりと締め付け、まさに決戦という出で立ちをした美女や美少女たちがそろっている。小声で囁き交わしながら、全員がそれとなく注視しているのは、羽織姿の彼女たちのリーダー、ソウジロウだ。

　まだ少年の面影を残したソウジロウはホールを見渡した。本日いまから夜のアキバに「出撃」するのは二四人である。六人パーティーの四班編制、フルレイドと同じ規模の〈冒険者〉。もちろんいずれも最低で九〇レベルに達した腕利きぞろいである。

「みなさん」

　ソウジロウの声にホールの緊張感は高まる。出撃するのが二四名とはいえ、装備の手伝いや見送りもいるのだろう。ホールにはその倍以上のメンバーが集まっている。

「すでに何度も言いましたが敵の正体は不明。けっして油断しないでください。その実力は皆さんを……ボクをも上回ると心得てください。一対一では闘わぬよう。また、単独行動も禁じます。かならず班単位で動き、随時報告を入れること。留守居の連絡役は、ナズナ」

「はぁ。引き受けたからには、ヤるけどねえ。みんなも無理するんじゃないよー。もし目標と交戦状態に入ったら、甲種陣形での遅滞戦闘。今回の編制はすべての班に回復役ヒーラー二枚はっつけてあるんで、攻撃力は足りません。一班だけでどうにかなるとは思わないこと。あくまで足止め、そして連絡が任務。おっけー？」




　ナズナはルーズな部屋着のまま、ゆったりと声をかける。

　緊張するのは出発する班だけで十分だ。

　大丈夫。彼女は自分のギルドの仲間を信用していた。

〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉や〈黒剣騎士団〉に比べて小規模な〈西風の旅団〉が厳しい先陣争いに参加し続けていられたのはなぜかといえば、固い結束と高い目的意識を持っていたからだ。

　その〈西風の旅団〉が犯人確保に気炎を上げている。

　黒く豊かな髪を背中でひとつにまとめたナズナは、出発を控えたメンバーのひとりひとりを見つめる。装備にも作戦にも抜かりはない。口々に了解の声を上げるギルドメンバーに頷くとナズナは続けた。

「じゃあ、交代は二時間後。第二出撃の部隊の編制および準備はこっちでやっておく。帰ったら夜食はあり。期待していいよ。もっともそのあと二時間で再出撃なので、さほど気は抜かないこと。ソウジも言ってたけれど、相手は格上。それだけは気をつけて。はい、じゃ、ソウジ」

「んー。なんだね。ボクの言うことは全部言ってもらっちゃったかな。じゃあ、ひとことだけ。目標は身内を切った輩やからだ。──切り捨てろ」

　ソウジロウは春の日差しのような印象の若者だ。

　そのどこか人のよさそうな笑顔はいまも普段と変わりないが、声を荒らげることもなく発した言葉で、広間の空気が凍りついた。その冷気に誘われるように肩をふるわせたひとりの女性〈施療神官クレリツク〉は、腹から絞り出すような声で誅伐の決意を叫んだ。外はもうすっかり暗くなったはずだが、そのようなことを気にかけるメンバーはいない。

　四つの班はギルドホールから勇ましく飛び出していった。




〈西風の旅団〉のギルドホールは、幾分か和風の造りになっている。

　もともとそうなっていたわけではなく、ギルドメンバーの趣味とソウジロウの好みだ。その一階の広間は、出撃前の点検ができるように大きなスペースがとられ、家具もなくがらんとしている。

　その大広間に木製の椅子を引っ張り出して、ソウジロウは腰を下ろした。

　とりあえず当面は待機だが、食堂や自室に引き上げる気にはなれないらしい。

「食堂のほうで豚汁作るって話だよ」

　一応はと思い声をかけたが、ナズナの提案にも、ソウジロウは笑って首を振るだけだった。

（こういうとき、シロエさんかカズ彦さんがいたらいいと思うんだけどねえ）

　ナズナはあご先をつまむようにして考える。

　旧世界にいたときからそうだが、女性にしては比較的長身でボリュームのある身体だ。アイドル的なグラマーではないが、スタイルがいい。「見栄えのする」と評されたことがあるが、本人はちょっぴりもてあましている体形でもある。そんな彼女が足を肩幅に広げて腕を組んでいると、年齢以上に落ち着いて見えるらしい。

　面倒見がよい性格であり最古参に属するギルド立ち上げメンバーなので、周囲からの信頼は厚い。そんなわけで、ナズナは半ば必然的に〈西風の旅団〉のサブギルドマスターだと目されている。ナズナ自身も、カリスマ性を発揮するソウジロウよりも実務面では仕事をしている自覚がある。

　メンバーはみんなよい子ばかりで、ナズナを慕ってくれ、ナズナのほうもみんなを可愛く思っている。〈西風の旅団〉はナズナの身内だ。〈大災害〉からこっちの共同生活で、家族だとも思っている。

　しかし、ソウジロウが普段の温厚な仮面の隙間から、割り切った表情を覗かせるときは、古い仲間を思い出して甘えたくなることもあるのだった。

　今回の理は、もちろんソウジロウにある。

　相手はアキバの夜を脅かす殺人鬼だ。〈西風の旅団〉は〈円卓会議〉の一一ギルドとしてアキバの安全に一定の道義的責任を負っている。市中警けい邏らは大手戦闘系ギルドの務めとしてナズナも認めている。

　さらにいえば、今回の殺人鬼は、〈西風の旅団〉の仲間を手にかけた。

　もちろんキョウコは大神殿で蘇生している。記憶喪失も含め、今回の件で失ったものはさして大きいとはいえない。キョウコだって殺人鬼を恐れてはいるが、でも、再びその前に立てないというほどではない。そう言っている。だが、襲撃は襲撃だ。殺人鬼は、ナズナの──そしてソウジロウの身内に手を出した。

　許すわけにはいかない。

　その思いは、ナズナも持っている。

　その怒りはソウジロウも同じだろうと思う。が、それにしてもソウジロウの判断はなめらかすぎる部分がある。それは〈茶会テイーパーテイー〉に在籍したころからの、ソウジロウの性格だ。屈託のなさ、迷いのなさといえば聞こえがよいが、一方でそれは苛烈さや残酷さにもつながる。

　ソウジロウは、アキバの街の女性から思われているほど、優しくて気のいい少年ではけっしてないとナズナは思う。いや、優しくて気のいい少年ではあるかもしれないが、それは本人が優れて善良だからではない。

　ただそうだから、そうなのである。

　ソウジロウは女性に優しい。ほとんどすべての女性にだ。

　だがそれは好意を持っているからではない。ただ単純に「そういう少年」なのだ。

　いまこうして身内の少女に手を出した相手への報復を指示するのも、別段キョウコに思い入れが深いためではなく、ただ単純に「そういう少年」だからである。

　それはある種のルール、機械的な判断であって、ソウジロウのその部分に影響を与えることはナズナにはできない。その決定を一時的に棚上げしてもらうことや、中止してもらうことはナズナにもできるだろう。たとえば「〈黒剣騎士団〉との合流を先にしよう」とか「今回の処置は〈円卓会議〉に任せたほうがよい」とソウジロウに言うことはできる。

　しかしソウジロウをいさめたり、成長を促したりすることは、ナズナにはできない。

　そのレベルでソウジロウに影響を与えられるのは、シロエやカズ彦なのだ。

　ソウジロウにとって女性は守るべきものでありすぎるために、ナズナの言葉は届かない。

　ソウジロウは女の子に優しい。それは美点というだけではなく、ソウジロウの矯正し得ない欠陥でもあるのだ。

〈西風の旅団〉において、ナズナはソウジロウの恋人の一人だと思われている。

　しかし、ナズナにいわせれば、ソウジロウは弟のようなものだ。

　危なっかしくて放っておくことができない。

　いまソウジロウがこうやって普通に、ギルドマスターです、なんて顔をしていられるのはただの幸運な偶然であって、なんら裏付けも保証もありはしない。本当は、いつ自分のギルドをつぶしてもおかしくない人間が、ソウジロウ＝セタという少年だとナズナは思っている。

（大好きだけどね。もちろんむちゃくちゃ大好きだけど）

　無意識にそのソウジロウの黒髪をいじりながらナズナは考える。

　大好きではあるが、それでも誤解を恐れずにいうならば、この少年は異常者だ。

　それこそ殺人鬼とどっこいどっこいである。

　そうでなければ、九〇人を超える女性を集めたギルドをとりまとめることなんてできはしない。しかも、その体制で大規レ模イ戦闘ド攻略レースのサーバー上位を狙うだなんてあり得ない。




「どうしました？」

　そんなナズナに、ソウジロウは目を丸くして声をかけた。沈黙を続けたせいで心配されたのだろう。ナズナは少し困りながらも笑みを返す。……身内なのだから仕方ない。ソウジロウの足りない部分は自分が補うしかないだろう。そして、同じく身内──殺人鬼の刃やいばを受けたキョウコの仇をとるのだ。




　　　▼４




　足下に白いもやがかかってきたか、と思っていたら、風の匂いまでもが柔らかくなった。

　夜は緞どん帳ちようのような重さを振り捨てて、次第に透明に、軽やかになってゆく。それは夜明けの気配だ。

　まだアキバの街は闇に包まれていたが、深夜の胸を押しつぶすような重圧はすでになかった。

　空は次第に透き通った紺色へとその色合いを変えていく。静寂はそのままであっても、時間は流れてゆくのだ。

　一晩の巡回を終えたアカツキはくたびれていた。

〈冒険者〉の体力は一晩くらいの徹夜ではびくともしないが、索敵作業で張り詰め続けた神経は体よりも心に疲労をもたらす。

（おなか、すいたな……）

　そう思う。

　温かいポタージュが飲みたい。

　コーンがたくさん入ったにゃん太特製のポタージュスープだ。

　しかし、ここは崩れかけた高架線路の上。〈記録の地平線ログ・ホライズン〉では仲間たちが夜明け前のもっとも深い眠りについているころ。ぬくもりをねだることはできない。

　そもそもこの深夜の徘はい徊かいはギルドの仲間には内緒なのだ。仲間である少女に嫉妬をして、大規レ模イ戦闘ドギルドの〈冒険者〉に匹敵する力を身につけたくて、毎晩のようにホームを抜け出しては殺人鬼を追っている。そんなこと、仲間に言えるわけがない。

　だんだんと明るくなってゆく街を見下ろしながら、アカツキは深くため息をついた。

　言えるわけがないのは、そしてこうして疲労を感じているのは、この探索そのものが結局はアカツキ自身のわがままでしかないということを自覚しているからだ。力を得たいという想いがそもそもエゴなのだ。シロエだって、直なお継つぐだって、そんな要求をアカツキにしたことはない。ましてや殺人鬼を追いかけるだなんて、雲をつかむような話だということはアカツキにもわかっている。

　確かに殺人鬼を追えば、高位ギルドの戦闘を目撃できるかもしれない。

　そうすれば、彼らの操る口伝を見ることができるかもしれない。

　上手くすればそのヒントを見いだせるかもしれない。

　どれも仮定の話だ。「かもしれない」ばかりのずさんな行動方針である。

　そんなことはアカツキにもわかっている。だから仲間には言えない。




　中央通りの上を渡り、アカツキは高架線路をアキバ中央のほうへと歩いて行く。

　もはや暗闇は去りアキバの街には早朝がやってきていた。冬の朝特有の肌を切るように冷たい風が、アカツキの頰から体温を奪う。いつ戦闘になってもいいように一晩忍び装束で過ごした身体は冷たくなっていた。緊張感を維持して動き回っていた夜半はよかったが、夜が明けてぼんやりと街を眺めている間に凍えてしまったらしい。

　気分はあまり明るくなかった。

　それも当たり前だとアカツキは思う。一晩中、街をうろつき、成果もなかったのだ。

　苔むしたコンクリートの大きな塊によじ登り、さらに手を伸ばしてアカツキは瓦が礫れきの上に立つ。おそらく旧世界では中央線のホームだったこの場所は、多くの木々が生える空中庭園になっていた。空気は冷たいが、風が遮られたせいで少しだけほっとできる。

　この巨大な建造物は個別ゾーンではなく、アキバの街に公開設置された開放型のオブジェクトだ。そのために特定の出入り口はなく、その気になれば高架線路から飛び降りることもできる。

　アカツキはぼんやりと、中央階段を下りてギルド会館広場に抜けようか……と考えたところで、朽ちかけたベンチに腰を下ろした。

　そこまで疲れていたわけではないと思う。

　ただ、動きたくなくなってしまったのだ。

　座れば、お腹の辺りが重い。なにかが凝り固まって、耐えきれない感じがする。

　アカツキは自分でもびっくりしてしまった。

　自分がなぜベンチに腰を下ろして、こんな風に地面を見つめているのか。そんなにまでも自分が思い詰めていた現実を突きつけられた。

　つま先で小石を蹴飛ばしてみる。あちこちがひび割れ砕け古代樹が林立する、かつてはホームだった空中庭園を小石が転がっていった。小鳥が飛び立っていったところをみると、どうやら驚かせてしまったらしい。

　ひどく落ち込んだ気分でアカツキはさまざまなことを考えた。

　ギルドのこと、シロエのこと、バカで下品な直継のこと、にゃん太とそのおいしい料理のこと、後輩たちのこと、〈三日月同盟〉のこと、いままで戦ってきた敵のこと。

　そしてミノリのことを。




　女の子らしい女の子だ、と思う。小綺麗で。まめまめしくて、明るくて、人見知りをしなくて、それでいて礼儀正しくて……。それぞれはたいしたことはないのだ。可愛らしさだってクラスでちょっと人気がある程度でしかないと思うし、なんでもモノを言いすぎてしまうところだってある。

　料理だってできないし、中学生だからきっとあちこちのおしゃれな店だって知らないに違いない。ポシェットの趣味だって子どもっぽいと思う。シロエに話しかけるときだって、あんなにはしゃいで、声が高くて、シロエをきっとうんざりさせていたに違いない。

　アカツキはぎゅっと唇を嚙んだ。

　なにを考えているんだろう。

　浅ましい。

　我ながら呆れるほどに狭量ではないか。

　鏡に映った己の姿は、醜くひき歪んでいた。澱おりのようにたまった嫉妬の苦さがアカツキを責めさいなんだ。ミノリがなにをしたというのだ。

　少なくとも、アカツキに悪意を持ったことは一度だってないだろう。だというのに、自分はミノリのことを心の中では生意気なチビだと見下している。本当はそんなことないとわかっているのに。ミノリは頑張り屋の可愛い後輩だとわかっているのに。出来すぎた中学生風情が、と思う気持ちを抑えきれない。

　こうして一人きりで考え込んでいると、耐えきれなくなる。普段、大勢でいるときには忘れていられる嫉妬が心の中いっぱいに溢れてくるのだ。押さえようとしても押さえきれない激流に、吞のみ込まれそうだ。




　アカツキは何度も深呼吸をした。

　握りしめた拳を緩めた。

　冬枯れして葉を落とした落葉樹、まだ濃い緑の姿を残す針葉樹。その影が、しっとりと湿った庭園に落ちている。

　どこからか、小さな鈴を振るような音が聞こえた。

　先ほども見かけた小鳥だ。

　人の気配のしない神じん代だいの廃墟は、冬の空気の中で[image: 冱]え[image: 冱]えとした美しさを持っている。吐く息を白く凍てつかせる澄んだ空気さえ、その美を引き締める欠くことのできない重要な一部分だ。

　まぶしいというよりはひたすらに白い光の中で、アカツキは自分を黒い染みのように感じた。こすれば汚れを塗り広げるだけの黒い染みだ。そう思えば、今まで自慢だった黒髪さえもがいとわしい。

　もしかしてシロエは黒髪ではなくて、ミノリのような明るい色の髪を可愛いと思うのかもしれないと考えると、まるでおなかの辺りが石で固められたような気分になる。

　シロエは髪の毛の色なんかで好こう悪おを決めたりしないことを、アカツキ自身がよくわかっているのにだ。シロエはそんな肉体的な、たかが髪の毛の色なんかでえこひいきしたりはしない。

　なのに「明るい色の髪のほうが好きなのではないか？」などとくだらないことを考えたのは、すべてアカツキの嫉妬ゆえだ。

　自分の中の汚れた嫉妬を、主君と仰ぐシロエに塗り広げたのだ。

　いまこうしている間も、アカツキの嫉妬は、シロエをおとしめている。

（どの口で主君なんて呼びかけているのだ。わたしは）

　アカツキはようやく自分がこのベンチに座った理由を理解した。

　つまりアカツキは〈記録の地平線ギルドホール〉へ帰りたくないのだ。

　まるで塾をさぼってしまった小学生のように。

　そう考えると滑稽で笑えてしまう。子どもじみた逃避だ。

　アカツキは、寒くて、辛くて、惨めな気分だった。大事な大事な居場所だったのに、あんなにも幸せを感じていたのに、その幸せを守るために、夜を徹して力を追い求めたそのあげくに、帰りづらくなっている。本末転倒な現実が、アカツキを責めた。




　ミノリやトウヤたち年少組は、泊まりがけの狩りに出かけて、いない。

　ギルドハウスに帰れば顔を合わせるという状態ではない。にゃん太が温かく出迎えてくれるのはよくわかっている。

　だから帰りたくないというのは、アカツキのわがままだ。

　こんな姿を見せたくないという見栄だというのは、アカツキにだってわかっている。

　でも捨てられない。

（主君に会いたいな）

　アカツキはそう思った。その願いは胸を締め付けるほどだ。

　シロエに会いたい。少しだけでいいから話をしたい。近くに寄って白いコートをひっぱりたい。シロエの湯飲みに、水筒から黒薔薇茶を注ぎたい。一緒のソファに座って窓の外を見たい。シロエが難しい書類を見て同じくらい難しい顔になる横で、自分も難しい顔をまねしてみたい。

　でもそれは叶かなわない。身勝手で見栄っ張りな自分が、シロエの元で安らぐなんて、そんな資格はないと思う。それどころか、もしいまそこへ戻ってしまったら、二度と駆け出すことができなくなる。この先ずっと〝シロエのおまけ〟として生きてゆくことになるのだ。

　それも悪くはないと考えていた。

　シロエの隣で、シロエと日向ぼっこをするように、主君の忍びでいられたら幸せだと思っていた。

　でも、それはごまかしだ。

　いま幸せだからと、甘えていただけなのだと、ミノリが教えてくれた。

　飛べなくなった燕つばめは、いずれシロエについていけなくなる。そうなれば別離しかない。

　さっきから同じことばかりをぐるぐると考えている。どれもこれも主語はわたし、そして自分。我がことながらあまりにも自己中心的で嫌になる。

　そんな娘を好きになってくれる人はいないだろう。自分だって、そんな自己中心的な、自分のことしか話せないような友人は持ちたくない。だから、いまはシロエには会えない。

　そしてそれは、シロエから受け取った主命でもある。

「……今日は宿に泊まろう」

　アカツキは重い身体を無理やり立ち上がらせた。

　疲れているはずなどないのに妙に気だるいのは、きっと気持ちのせいだ。

　冬の風が撫でるこの異郷の地は広大で、アカツキに答える声はなかった。
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　レイネシアは寒くてぎゅっと目をつぶった。

　当然の話だが目を閉じた程度で寒さが和らいだりはしない。

　彼女がこうしてアキバの街中に出てくるのは珍しいことだ。

　赴任中というか放置中ではあっても、レイネシアは〈自由都市同盟イースタル〉筆頭コーヴェン家の次女であり、このヤマトでたったふたつしか現存していない公爵家の後継者の一人である。警備上の問題からも、あまり外を出歩くことはない。出歩いたとしてもそれは馬車に乗って視察する程度であり、このように街中を私服で歩き回るというのは滅多にあることではない。

　いきなりやってきた〈三日月同盟〉のマリエールが「今日はブランチを外食するんやで！」などと言い出さなければ出てくることもなかっただろう。

　本来ならばこのような突然の外出はエリッサや護衛が止めてくれるはずなのだが、ここはアキバの街である。手練れの〈冒険者〉数名が守ってくれるのならば、水すい楓ふうの館にこもるよりも安全だとさえいえた。その上どういう思惑だかわからないが、エリッサがそそくさと外出の準備を整えたために言い逃れることもできなかったのだ。

「もっこもこやんねえ」

「帽子もかぶったほうがいいですね」

　そんなわけで、レイネシアはアキバの大通りに向かって、マリエールとリーゼに挟まれて歩いている。

　今日の外出着は、ふわふわとしたファー付きのハーフコートだ。

　もともとレイネシアは自分のワードローブの中身をよく知らない。

　侍女に服を選んでもらい一日に数回の着替えを行う貴族の娘としては珍しいことではないのだが、レイネシアの場合は、レイネシア自身がオシャレにはあまり興味がないこともあって極端だ。

　なにしろものぐさなのだ。そもそも着替えることそのものに今ひとつ喜びを感じないのだ。ほうっておいてもらえればリネンのワンピースで一年を過ごせる自信があった。

　もちろん貴族として十分以上の教育を受けているレイネシアだ。物事にはＴＰＯと格式というものがあり、自分がどのような装いをしなければならないかということは十分にわかっている。

　うっとうしいことではあるが、レイネシアは自分の銀の長い髪が珍しいものだという自覚があった。この髪に似合う服というのはそれなりに珍しく、残念なことにそのリストの中にパジャマは含まれていないのだ。

　そのためレイネシアは、自分のワードローブの中にどのような服がどれくらい入っているのか把握していない。漠然といろいろ入ってると思うばかりだ。




「低レベルの冷気耐性装備は種類が限られてるもんね」

　ひとかたまりになって歩く集団の中でレイネシアに後ろから声をかけてきたのはミカカゲと呼ばれる少女だ。

　彼女も茶会へと足を運ぶ一人で、人なつっこくて明るい少女だ。

「はい」

　レイネシアは小さく答えた。

　従順に答えたのは、レイネシアにとってミカカゲは頭の上がらない人物の一人だからだ。〈冒険者〉だからというわけではない。このミカカゲは料理人なのである。ことあるごとにさまざまな差し入れを持ってきてくれるので、逆らうなんてとんでもない。

　レイネシアは詳しくないが、〈冒険者〉の中には二種類の料理人がいるらしい。

〝スキル〟の値ばっかり高くて本人はへぼのへっぽこ料理人と、〝スキル〟に見合った本人の料理テクを持つ真の料理人──だそうだ。スキルは本人の料理の腕をあらわすのに、なんでそれが「宝の持ち腐れ」だとか、かたや「見合っている」だとかの話になるのかレイネシアにはよくわからない。

　しかし、そんな〈冒険者〉の文化がわからなくても、ミカカゲが「本物」の料理人だと呼ばれていることはわかるし、実際、彼女の差し入れは美味しいのだ。

　どうやって作ったかわからないほど繊細なケーキやお菓子、それこそ宝石のようなスイーツである。その一方で、スイーツよりははるかに低い頻度だが持ちこまれる、トンジルであるとかキノコご飯なるものも、レイネシアは気に入っていた。

　ミカカゲ本人の語るところによれば、スイーツは芸術だが、その他の料理は娯楽だとのこと。レイネシアとしては首をひねるしかない。美味しくて優しい味だと思うのだ。

　そのミカカゲは、レイネシアにグルグルと巻き付けられたマフラーを取ると、そこに奇妙なアクセサリをぶら下げてくれた。いつもミカカゲの背後について回っている小さな精霊が背伸びをしてしきりに見たがっている。小さな仔犬のぬいぐるみだ。まるまるとしていて、眠っているように見えるそれは可愛らしい。

「あんまりパーセントないけど、どうかな？　少し暖かい？」

「ええ。暖かいです」

〈大地人〉にはこんな精巧で小さなぬいぐるみは作れないだろう。せいぜいが木彫りだ。だから、ぬいぐるみをアクセサリ代わりにつけるというのは、レイネシアにとって初めてだった。宝石やリボンをつけるよりも、それは〈冒険者〉らしい装いだとレイネシアは思う。

「上出来」

　頷いてくれたミカカゲの後ろから覗き込んだマリエールが「よかったなぁ」と華やかに微笑んでくれる。

　この、マリエールという女性も水楓の館によくきてくれる一人だ。

　いつもさまざまな着替えを持ってきてくれるので、どこかの氏族ギルドの服飾係なのかと思っていたのだが、よく聞いてみれば円卓の一一人ラウンドテーブル・デクリメントのひとりなのだそうだ。アキバに一一しかない統治氏族、その長。

　はじめはとても緊張していたレイネシアだが、そのうちだんだんと馴染んでいった。

　統治氏族と聞いて爵位級の心構えで臨んだ会談だが、毎回のように着せ替え人形にされたり、街の噂話を聞かされたり、ちょっとした演奏会になってしまう。

　マリエールはとにかく明るく、宴が大好きで、いつでもニコニコしている。

　レイネシアのことを「シアちゃん」と呼び始めたのは彼女だったはずだ。家族には「レイシイ」と呼ばれることもあるレイネシアだが、「シア」と呼ばれたことはなかった。はじめは困惑してしまったが、それもじきに慣れた。

〈冒険者〉の女性たちとの茶会は、もはやレイネシアの日常だ。

「レイネシア」は〝イースタルの冬薔薇〟であっても、「シア」は冒険者の街に赴任したひよっ子の〈大地人〉娘である。もちろん貴族ではあるし、外交官の卵でもあるし、ときには商人のまねごともする。しかし、〝イースタルの冬薔薇〟ではない。

　レイネシアは、自分の危なっかしい歩調に合わせて、前を行く蜂蜜色の髪をした少女が振り返ってくれたのに気がついた。彼女はやはり一一氏族〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉で騎士のとりまとめ役を務めているというリーゼと呼ばれる少女だ。レイネシアの大敵であるクラスティのお目付役である。おそらく氏族の中での地位も高いのだろう。

　このリーゼという少女も頻繁にレイネシアの茶会に参加してくれるとても聡明な淑女だと思う。その立ち居振る舞いは参加者の中ではもっとも貴族的だ。しかしそれでも、因習に凝り固まったイースタル社交界の面々に比べれば、はるかに開明的である。

　この「開明的」なる言葉を教えてくれたのも、このリーゼだった。

　その意味するところは、「お腹を締めつけない服を着て、カスタードどら焼きを食べることができる」という意味である。

　とてもとてもよい言葉だ。




〈冒険者〉の人々は、レイネシアから見て誰も破天荒に見える。

　それはおそらくレイネシアだけではなく〈大地人〉の誰から見てもそうだろう。エリッサなどもときにため息をついて、がっくりと肩を落としながら「そういえば〈冒険者〉さまたちなのでした」などと嘆息している。

〈冒険者〉というのは自分たちとあまりにも違って、わからない。

　いま、レイネシアは多くの〈大地人〉と出会って、ほとんど毎日のように尋ねられる。

　──〈冒険者〉ってのはなんですか？

　──〈冒険者〉をどうすればいいのですか？

　アキバの街に赴任して〈冒険者〉との橋渡しをしている以上、毎日のように〈大地人〉と会い、〈冒険者〉との商売の橋渡しをしたり、仕事の依頼を受けてくれる〈冒険者〉を探したりと、彼らの相談に乗ることが多いレイネシアだ。自分にその仕事がこなせているとはちっとも思っていないが、それでも、他にいない以上、やらなければならない。

〈冒険者〉について聞かれたって、答えはレイネシアにだってわからないのだ。もしかしたら、〈大地人〉の中でレイネシアが一番わからないことが多いかもしれない。誰よりも〈冒険者〉と接しているから、日々の中でわからないことだけが増えてゆく。

　それでもいくつかの点だけは理解できた。

〈冒険者〉は、〈冒険者〉なのだ。

〈エターナルアイスの古宮廷〉における領主会議で、〈大地人〉領主たちが犯したもっとも根本的な過ちは、〈冒険者〉を貴族として扱おうとしたことだとレイネシアは思う。

〈冒険者〉は貴族ではないのだ。貴族のルールで扱おうとしてもうまくいくわけがない。同様に、〈冒険者〉は領民でもないし騎士でもない。〈冒険者〉は、〈大地人〉ですらないのだ。だから、〈大地人〉のルールで扱おうとしたり、〈大地人〉の都合に当てはめようとするのは間違いなのだ。

　それがあの会議の失敗の原因だったとレイネシアは考えている。

〈冒険者〉は〈冒険者〉でしかない。他の何にも当てはめるべきではない。

　しかし、思えば、レイネシアの身の回りには当てはめることが可能な人々が溢れていた。伯爵は伯爵であり、男爵は男爵、騎士は騎士、侍従は侍従、市民は街に住む住民であり、村民は村に住んでいる。狩人は狩りをして、木こりは木を切る。

　人には役割がありその中で生きている。それは当たり前のことだ。レイネシアはレイシィである前に、公爵の孫娘であり、冬薔薇の姫である。それに疑問などひとつも持たずに過ごしてきた。いまだってそれが嫌になったわけではないし、当たり前だとも思っている。

　でも、そのルールで〈冒険者〉を理解することはできないと気がついた。正解はわからなくても、彼らを枠に当てはめて、その職業や役割で見てはいけないということだけはわかる。

　氏族〈三日月同盟〉の所属員、料理の技術を持つギルド員、そんなおおざっぱな区分けで〈冒険者〉と付き合えたら楽だったに違いない。マイハマ騎士団の騎士、城への奉公に上がった侍女、口さがない青年貴族たちのように。




　でも、マリエールもリーゼもミカカゲも特別すぎて、そんなことはできない。

〈冒険者〉は、みんな、そのひとりひとりが、神様自らが丹念に磨き上げた特別な宝石のようだ。ひとりひとりが全員違っていて、きらきらと光を放っている。

「ん。どしたん？」

　マリエールが振り返って心配そうに覗き込んでくる。

　レイネシアは微笑んで「大丈夫です」と言った。その姿に「もうお腹減ったの？」などとミカカゲが声をかけて一同は笑いに包まれた。そんなにひもじそうに見えるのだろうかとレイネシアは心配になる。〈冒険者〉はその衣服や鞄の中に、いつでもちょっとした甘いモノを入れていて、それをレイネシアに食べさせようとするのだ。




　大通りに出たレイネシアたちは北へと曲がった。

「こっちやん？」「ええ、そうです」

　やりとりを繰り返すマリエールとリーゼは、比較的軽装だ。

〈冒険者〉たちは〈大地人〉と違って、活動的な衣装を好む。それはこの真冬でも同じことらしい。マリエールなど、丈の短いスカートでタイツに包まれた両足を晒さらしている。あれでは絶対に寒いと思うのだが、本人は気にしていないようだ。

　リーゼのほうはコートとマフラーをしているものの、その下はいつもどおりの白いブラウスにタイトスカートである。レイネシアと、後ろに控えたエリッサのほうがよほど着ぶくれしているくらいだ。

　そのときレイネシアがアカツキを見つけたのは偶然だった。

　マリエールがミカカゲに「〈ミルキー・マーガレット〉はあっちやっけ？」と声をかけて、ミカカゲが小走りに案内を始めたせいで、レイネシアをかまっていたふたりが離れたのだ。ほっと一息ついたとき、ふと上げた視界の中に、地下へと続くとおぼしきビルの出口から出てくるアカツキを見かけた。

　アカツキは唇をかんでいた。

　道の反対側を歩いて行く小柄な姿は、まるで迷子のようだった。

　突然、レイネシアのなかにいろいろな気持ちがあふれた。暗い部屋の中で何時間も天井を見上げて過ごした夜のような気分だった。




　レイネシアはなにかを言おうとしたが、それは言葉になる前に、喉の中で不調を起こしたように止まってしまった。

　なにを言おうとしたのかよくわからない。

　葉に雨が溜まってゆっくりとその身をかしげるつる草のような気分をレイネシアは味わった。力が抜けるような、胸が重くなるような、そんな気持ちにさせる表情をアカツキは見せていた。レイネシアが一度も見たことのない表情を。

　なんだか子どもみたいな。

　レイネシアはふとそう思った。

　あの黒髪の少女のことをレイネシアは黒曜石でできた短剣のようだと思っていた。

　宝石のように美しい、レイネシアには理解できない強さ。

　レイネシアは自分でもあまりよくはないと思う頭で考えて、諦めた。いずれにしても、もうアカツキは行ってしまった。この街の雑踏の中に。レイネシアたちには気がつかなかったのだ。ただすれ違っただけなのだ。

　それを思うと胸が苦しいような困ったような気持ちがわずかに起きる。

　でもそれは別段珍しいことではなかった。

　レイネシアの中にはしょっちゅういろんな気持ちが通りすぎるのだ。その大半はレイネシアにとって歓迎できる客ではなかったが、暖かい布団の中で目を閉じれば闇へ溶けていくたぐいのものだということを、レイネシアは幼いころから知っていた。そして布団にこもることにかけては、レイネシアにはいささか自信がある。

　レイネシアは頭を振って切り替えようとした。

　この街はアキバで彼女は駆け出しの交渉人なのだ。切り替える動機も必要も、十分以上にある。

「おーい、シアちゃーん。なにやっとんの、こっちやでー」

　その声に、レイネシアは危なっかしい足取りで小さく駆け出すのだった。




　　　▼６




「姫様～。姫～様～」

　エリッサは自らの主人の名前を呼ぶ。

　どうも物音がしないので声をかけてみたのだが、レイネシアはソファの上でうつむいていた。

　途方に暮れた姿。細い銀糸のような髪が小さくて丸い肩にこぼれ、滝のように流れ落ちている。〈醜オ豚ー鬼ク〉に恐れられる強こわ面もての伍長でも優しく声をかけ、「そんなに落ち込んではいけないよ、力になるから」と励ましたくなるほどの切ない気配をただよわせている美少女だ。

　ヘンリエッタ女史にかかれば「雨に濡れた仔犬のよう」となるのだろうか。

　とにもかくにも、儚はかなげで、寂しげで、憂鬱そうな愁いに満ちた姿。

　駆け寄って抱きしめたくなるようなか弱さをまさに体現している。

　しかしエリッサはよく知っている。

　この姿は「疲れちゃってもうなにもやりたくない」のポーズなのだ。

「ひーめ」

「エリッサ──？」

　見上げるような視線でおとがいを上げるレイネシア。

　ゆで卵のようになめらかな頰の輪郭の中で、潤んだ瞳が揺れている。

　間違えてはいけない。瞳が潤んでいるのは悲しい思いをしたからでも感動したからでもなく、あくびをかみ殺したからである。

「はいはい。お疲れなのですね？　もう少ししたら寝室の用意もこのエリッサがいたしますから、もう少しだけお待ちくださいね。お茶ですか？　それとも甘いものでも？」

　エリッサはそう尋ねた。

　見かけの割には健けん啖たんなレイネシアだが、〈冒険者〉の一行と昼食を食べてからずいぶんと時間が経っている。そろそろ空腹を覚えても不思議ではない。

　そもそもこのレイネシアという姫は、体質なのかなんなのかさっぱりわからないが、なにをどれだけ食べても太るということがない。あまつさえ、肉を食べてもケーキを食べてもいつでもお肌がつるつるで赤ん坊のようなのだ。肌荒れと無縁とは、まったくもって理解しがたい。ダイエットも気にせず食べられるのはうらやましい限りである。

〈大災害〉、そしてアキバの改革以降、ありとあらゆる食料には豊かな味わいが再発見された。半年を過ぎたいま、その改革は〈大地人〉社会にも浸透して、上は貴族から下は平民まで、その新しい体験を楽しんでいる。

　革新された食事は本当に味わい深く、食べすぎてしまうこともしばしばだ。いまでは多くの〈大地人〉貴族が体重増加に怯えているのに、レイネシアは例外的にまったく太らないわけで、エリッサとしては複雑な気分だ。エリッサ本人は、きちんと、ケーキは三日に一個までと節制を行っている。レイネシアのような超人とは出来が違うのだ。

「いえ……」

　レイネシアは首を小さく振ると半身になり、耐えかねたとでもいうように、ソファの背もたれに頰をもたれかけさせた。それは年若く憧れに胸を焦がす騎士見習いだったら、それだけで鼻血を出しそうな仕草だ。

（あたしゃーそんなことありませんけれど）

　エリッサは無造作にレイネシアに近づくと、部屋履きをつけたレイネシアの足首をひょいと持ち上げて、そのまま膝を折らせるようにソファ上にのせる。レイネシアは抵抗することなく横座りの体勢でソファに脱力している。

〝マイハマの都の麗しの姫〟としてはいささか行儀の悪い姿勢だ。この部屋に男性がいたらあらぬ誤解を与えてしまうかもしれない。内面はともかく、レイネシアは貴族の姫君としての所作はよく学んでいるから、普段こんな姿勢は家族にさえ見せないのだ。

　エリッサだけがそんなレイネシアを見ることができる。

（べつに見たいわけではないですけどね）

　足を上げたレイネシアを確認すると、室しつ内ない箒ぼうきを取り出して低いテーブルとソファの下を掃き清める。

「姫様」

「なぁに？」

「今日はなにを食べたんです？」

「クリームシチューね」

「おやおや。……〈冒険者〉風で？」

「〈火炎猪フレームボア〉だそうよ。美味しかった」

「最近は賑やかですね」

「ほんとにね」

　そんな会話をしながら、エリッサはてきぱきと部屋の掃除を進める。

　普段から磨き上げられた客室なのだ。たいして手間はかからない。掃除だって本来であれば、主人の足をソファに持ち上げてまでする必要はない。普通の貴族が相手だったら首が飛んでいるだろう。ぼんやりしている、もとい、器の大きなレイネシア相手だからこのようなことをやっていられるのである。

　最近は連日のように茶会が開催されている。こうしてすぐにでも掃き清めておけば、早朝当番の者の労力が減る。明日になれば、きっとまた〈冒険者〉の女性たちが訪れるはずなのだ。特に小柄な黒髪の娘、アカツキは、ここ一〇日ほどは毎日のように通ってきている。

「今日はずいぶんとお疲れですね」

「ええ」

　レイネシアの言葉は少ない。

　本当に疲れているのだろう。それも無理はない。ヘンリエッタ女史やマリエール女史にいいようにされていたのだ。ブランチから帰ってきたレイネシアにまたもや襲いかかった着替え大会だった。哀れを誘う声で許して欲しいと懇願する主の声を思い出して、エリッサは喉の奥で小さく笑った。

　エリッサは主をどこに出しても恥ずかしくないような出で立ちに整えるのが仕事である。

　レイネシアの衣装を細かく管理するのもエリッサの役目だ。

　なにしろその容姿からして、人目についてしまう主人なのである。日々の装いを考えるのもたいへんだ。

　たとえばある商人と会談をしたとして、その次の会談のときも同じドレスでは、公爵家の娘が同じドレスばかり着ているのかと侮られてしまうだろう。そのため、毎日、朝、昼、晩と着替えのたびにドレスの種類を控え、そのときのアクセサリなども事細かく記録するのは、エリッサたち侍女の仕事のひとつなのである。

〈大地人〉の貴族や商人を相手にするのならば従来どおりそのような対応でよいだろう。面倒だしパズルのような計画性を必要とされる任務だが、昔からの仕事だと思えばなんということもない。

　しかし困るのは〈冒険者〉を相手にするときであった。なにしろあまりにも前例がないのだ。ことが謁見のように公式な席であれば、その謁見の用件や礼法上の要請により装いを整えることも可能だ。だが最近の茶会は、あくまで私的な場ということになっている。あまりにも大おお仰ぎような出で立ちは〈冒険者〉の不興を買うおそれがあった。しかし、さりげない服を着ればいいのだとしても、〈冒険者〉の常識でいう「さりげない」がどういう衣服を指すのかが、そもそもわからない。

　なにしろ〈冒険者〉というのはありとあらゆる服を着ている。多くの〈冒険者〉は、戦闘用の装束と街での普段着を区別しているようだが、中にはその区別も曖昧なまま、普段から板金鎧で過ごす輩も珍しくはない。

　さらに別の問題もある。〈冒険者〉の好みや風習を知ろうと、アキバの街でドレスや、ドレスとは言い難い衣装の下調べをしたのだが、その値段がでたらめなのだ。コーヴェン家は曲がりなりにも大貴族である。で、あるから、いくら〈冒険者〉の装備が高価とはいえ、普段着さえ購入できないなどということはない。しかし、そうだとしても、値付けが不可解すぎる。あるシルクのシャツと、その隣にあるほとんど同じシャツの値段が五〇倍違うなどということもざらだ。

　素材が違うのだと店主は解説する。

　話を聞けば聞くほどあっけにとられるのだが、〈冒険者〉は〈単眼鉄牛ゴルゴオン〉の皮をなめして作ったブーツや、〈天舞白鷺フアルナート〉の羽毛で作ったビスチェなどを普通に店頭に並べて売買する。そのような高位の幻獣を討伐して利用する衣服は高価すぎて、〈大地人〉の中でも有数の資産を持つ公爵家であっても、次から次へと買いあさるわけにはいかない。

　連日行われる着せ替え大会は、実はエリッサがマリエールに相談した結果でもあるのだった。「大船に乗った気で任せてえな」そう朗らかに宣言したマリエールが持ち込んでくれた衣装のおかげで、レイネシアの〈冒険者〉対応ワードローブは徐々に充実してきている。

　その計画のためなら、主人を着せ替え人形の宴に差し出すことに躊躇ためらいを覚えないエリッサだった。そもそもこうでもしないとちっとも動かないレイネシアなのだ。よい薬だとさえ、エリッサは思っている。

　もちろんエリッサはレイネシアのことを敬愛している。

　いつぞやの会議で啖たん呵かを切ったときなど、我が主ながらあっぱれと拍手を送りたい気持ちになった。しかし、レイネシアは基本的に怠惰で、臆病で、考えなしの羽根枕娘（頭の中は羽毛でびっしりという意味）である。

　敬意は持っているが常に敬意を払って仕えられるかといえば、微妙だといわざるを得ない。

（まぁ、これもレイネシア様のため、ですからね）

　エリッサは膝掛けをたたみながら考える。

　衣装のことだけではない。

　同年代の、あるいは少し上でも下でも、同性の友人を持つというのは得難い経験だ。

　下級貴族の娘として生まれたエリッサならまだしも、コーヴェン公爵家の孫娘として生まれたレイネシアにとって、それはよい配偶者を見つけるよりもさらに難しいことかもしれない。

　マイハマの宮殿で、あるいは〈エターナルアイスの古宮廷〉で、完璧な微笑みを浮かべていた主をエリッサは思い出す。貴族社会とは厳格なものだ。特に年若い女性にとって、悪い噂のひとつでさえ致命傷になり得る。

　口さがない宮廷雀の監視の中で生きるために、レイネシアは典雅な作法を身につけたのだ。祖父と家族の名声を守るためにレイネシアが選んだ仮面はあまりに完璧で、その結果、彼女は〝イースタルの冬薔薇〟と呼ばれる伝説的な名声を勝ち得た。

　しかしだからこそ、レイネシアはいままで友人らしい友人を持ったことがない。エリッサは比較的それに近い関係かもしれないが、それでも侍女は侍女だ。

「でも、こう言ってしまってはなんですが、ずいぶんと楽しそうでしたよ」

「はい……？」

「お友だちができてよかったと、エリッサは思いますよ」

　それは本当にそうなのだ。

　この半月ほどで、レイネシアの表情はずいぶん豊かになったとエリッサは思う。

「お友だちじゃありませんよ？」

　──しかし、返ってきたのは意外な言葉だった。

「へ？　じゃあいったいなんなのですか？　姫だって楽しそうに……まあときには困り果てながらでしたけれど、話していたじゃないですか」

「〈冒険者〉さんですよ」

　エリッサの問いに、レイネシアは特に気負うでもなく答える。

「楽しく話していたわけではありません。〈冒険者〉の方々は、私たちとは違うのです。あまりにも違います。私が身につけた礼儀なんて通じません。こちらの気持ちをちゃんと言葉にして、ちゃんと伝えないと理解してもらえないし、そうでないと一緒にお話しできませんから」

　それは、おそらく正しいのだろう。

〈冒険者〉の人々は身分に対してこだわりがない。お茶会を開いていてもエリッサまで誘い込まれる始末だ。かくいうエリッサもこのアキバの街に赴任してきてから、少数の知ち己きを得た。仕事ぶりに共感を覚えるヘンリエッタ女史や、故郷の妹に少しだけ似ているリーゼ、一緒に侍女をしたいくらいに家庭的なセララなどだ。

　もちろんレイネシアの言うとおり〈冒険者〉と〈大地人〉は大きく違う。お互い意見が食い違うこともあるし、ときには何を言っているかわからないこともある。しかし、手を取り合えないほどではない。

　それは誰よりもレイネシアが教えてくれたことではないかと、エリッサは思う。

　だから同時に、疑問に背を押されるように尋ねる。

「でも、あんなに」

「少しでも楽しかったら楽しいと伝えなければ、悲しかったら悲しいと、嬉しかったら感謝の心を。そうでないと伝わらないから、そうしているんです。エリッサも知っているでしょう？　本当の私はもっと怠惰で臆病で……いい加減です。本当は社交界だって貴族だって、どうでもいいんです。毎日お昼寝して過ごせればそれでいいんです。だいたい、そういうのはよくわかりません」

　レイネシアはどこかつまらなそうに呟いた。

「仕事です」

「──さようですか」

「……」

　レイネシアは視線を外して、くってりとソファの背に身体を預ける。言葉にすれば、それは面倒くさくなったというか投げ出したというか、少なくとも無責任な態度なのだろうが、どこまでいっても美少女というのは得なもので、そんなだらしない姿でも絵になるから始末に負えない。

　そしてレイネシアがこんな姿を晒す相手はエリッサだけだ。

〈大地人〉貴族の前では完璧な淑女を演じているし、それはもちろん同世代の姫君たちにも同様で、〈冒険者〉の女性たちにだって素直ではあるけれど借りてきた猫のようにおしとやかに対応している。それは内心を覗かせないレイネシアの鎧なのかもしれない。

（──もうひとり、あの方がおられましたか）

　レイネシアは砂色の髪の偉丈夫を思い出す。確かにあの青年に対してレイネシアは心を開いているように見える。でもそれは噓をつけない、ごまかせないという要素が大きい。最初からレイネシアには選択の自由がなかったのだ。

　レイネシアは求めたことがないのだろうか。

　少しでも楽しかったら楽しいと伝えなければ。

　レイネシアはそう言った。

　でも、そんなふうに考えていること自体、「楽しかった」と白状しているようなものではないだろうか？

　夕食前にソファでうたた寝をするほどに疲れていても、きっと明日の朝にはメイドの助けも借りずに起き出して、着る服を考えるくらい毎日に期待しているのならば、それは仕事ではなくやはり友だちなのではないかとエリッサは思う。

〈冒険者〉ばかりのこの街にやってきて、レイネシアはずっと楽しそうに過ごしているではないか。

　しかし、早くも藍色に染まる窓に視線を向けるレイネシアは、そんな簡単なことにも気がついていないようだった。あるいは、〝友だち〟という言葉を、彼女は避けているのかもしれない。最初からなのか、それとも人生のどこかで諦めたのか、それはエリッサにはわからなかったが。

　エリッサはレイネシアを思って少しだけ痛ましいような気持ちになった。

　美貌にも賛辞にも財産や身分にさえ恵まれているこの少女は、どこかで決定的に投げ出してしまっているかのように見えることがある。あの領主会議で見せた雄々しい勇気が、もしそんな諦観の末に生まれたものだとすればやるせない。

　窓の外を見やるレイネシアの表情はもちろん美しく儚げだったが、どこかつまらなそうでもあった。エリッサは主人の姿にひとつため息をついた。

　主人を助けたいが、なまなかな忠告では届かないのをエリッサも知っていた。

　怠惰なのと同じくらい頑固で聞き分けがないレイネシアを、優秀な侍女はよく知っていたのだ。
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　別にそういった規則があるわけではないが、〈ロデ研〉の中では、同じようなサブ職を持ち、同じような研究をする者たちが一定のグループを構成し、「部」とか「科」などと呼ばれるコミュニティを形成している。

　たとえば〈料理人〉であるミカカゲたちは、新しい料理法や料理という行為の限界や性能を調べる実験を日々行っているわけだが、それには豊富で綺麗な水、食材や燃料はもとより、キッチン、オーブン、加熱器具、冷蔵、冷凍の機能を持つアイテム、各種ナイフ、さまざまな器、すり鉢やミキサーなどといった設備が必要となる。

　そもそもギルドという集団の価値は、こういった個人ではそろえることが難しい大規模な施設を共同で所有できることにあるのだ。当然、集団で所有するわけだから、ひとりで利用することはできないが、それでもギルドへほんのわずかな献金を納めれば、最高級のキッチンを使用できるというのは魅力だった。その献金でさえ、最近は免除されることが多い。〈第八商店街〉との共同開発のかたちで利益が上がっているせいだ。

〈ロデ研〉には大きさも設備もさまざまなキッチンが十数あるが、それらは料理部メンバー約七〇人くらいで使用することになる。スケジュールや使用する機材の調整などを行うために、同職のメンバー同士がつながっていくのは当然のことだった。




「アーリッ！」

　午後の遅い時間。うっすらとオレンジを溶かしたような、それでもまだ夕焼けには早い光が差し込む小さなキッチンに、能天気な青年が現れた。

　突然の来訪者にびっくりした植物精霊、アルラウネのアリーは小さな身体をびくんと大きく跳ねさせた。その隙を突かれて、ひょいと捕獲されてしまう。

　派手な柄のシャツを三枚も重ねて着ている趣味の悪い〈施療神官クレリツク〉の青年はアオモリだ。〈冒険者〉でありながら甲斐性がないこの同僚も、ミカカゲも〈料理人〉であり、所属でいえば料理部ということになるだろうか。

　両手に一個ずつジャガイモを持ったアリーはびっくりして、そしてじたじたと身をよじり始めた。

「アリーを虐めちゃダメ。アオモリ」

「虐めてないさ。なぁ、アリー？」

　幼稚園に入った女の子くらいの身長しかない精霊は、ミカカゲとそっくりの服を身にまとって暴れる。人見知りの娘なのだ。アリーにしてみればアオモリは「可愛がろうと近寄ってくるけれど、毎回いじわるをする親戚の怖い伯父さん」風味である。ミカカゲとおそろいのマカロンキャップの下の大きな瞳が、じんわりと涙で潤んでいるほどだ。

「ア、オ、モ、リッ」

　ミカカゲが叱ると、アオモリはいつものように「アオモリじゃねぇし。ブルーフォレストだし」とこぼしながらもアリーを降ろす。アリーはジャガイモを持ったままミカカゲの後ろに逃げ込んで、その足にぎゅっとしがみついた。

「なんか食うもの、ある？」

　アオモリは手近な椅子を引き寄せて座ると料理人としてはずいぶんと投げやりな質問をしてきた。ミカカゲは慌てもせずに鍋を指し示す。アオモリはのそのそと鍋に近づくと、うひょおとか、わっふなどという奇き天て烈れつな歓声を上げて皿によそっているようだった。

　ミカカゲはそんなアオモリのことは気にかけず、小さなペティナイフでジャガイモの皮をどんどん剝いてゆく。一個むくたびに、可愛いアリーが次のジャガイモを手渡してくれる。背の低いアリーが専用の台に乗ってキッチンテーブルの上に上半身を乗り出し、耳をぴくぴくさせているのが愛らしい。

　アリーは〈森ド呪ル遣イいド〉であるミカカゲの呪文によって召喚できる精霊だが、その召喚時間は無限大。つまり、帰還を指示するまで永遠だ。この小さな従者をミカカゲは妹のように思っていたし、帰還なんかさせずに寝食を共にしている。アリーが身につけている小さなコックコートやパティシエ帽はミカカゲとおそろいで、わざわざ〈ロデ研〉の服飾部に頼んで作ってもらったのだ。

〈大災害〉後の混乱と動揺の時期を、ミカカゲはアリーをはじめとした小さな従者たちと過ごした。お手伝い妹のアリー。荷物運びのマイコニド。子守歌姫のオーキス。一緒じゃなければくじけてしまっただろう。〈森ド呪ル遣イいド〉でよかったとミカカゲは思う。




「これさー」アオモリの声に、ミカカゲは耳だけそっちへ向けた。

「なんの料理？」

　鍋の中身のことだろう。

　確かそれは……と記憶を探りながらミカカゲは答える。

「〈角笛長毛牛ホルン・ヤクー〉のすね肉とひよこ豆の煮込み。味は塩こしょうとクリームとバターとハーブ何種類か」

「そうか、わけわからねえ」

　素で返してきたアオモリにミカカゲは肩をすくめた。

　そんなことを言われても困ってしまう。そもそもミカカゲは料理が苦手なのだ。

　サブ職〈料理人〉なのになにを言ってるんだと言われるかもしれないが、ミカカゲ本人はあくまで製菓職人のつもりであって、料理人という意識はない。食事用の料理が完全にできないわけではないが、基本的には鍋に任せる。圧力鍋は素敵だ。食材を入れて調味料を入れて加熱すれば、たいていはなにかの料理的なものとなる。偉大な発明だとミカカゲは愛用しているのだ。

「そういえば、チーズ」

「おう？」

　とろりとしたポタージュ風の煮込みを食べていたアオモリが視線を上げて、首をかしげる。重ねてチーズを要求すると、「おお！　そういえば。おう、できてるできてる」と足下の冷蔵キャリーから、不格好な豆腐に似たものを出してきた。

　受け取ったミカカゲはすんすんと匂いを確かめる。確かにリコッタチーズだ。

　これでまた作れるお菓子が広がる。カンノーロでいくか。それともベーシックにクリームケーキか。プリンに合わせるなんていう手もある。どうせならみんなをびっくりさせたい。

「ありがとうね」

「おう」

　アオモリは水を飲みながら答えた。彼もまた普通の料理人ではない。

〈醸造職人〉に乗り換えてさまざまな素材作成を手がけつつ、自前で料理はやらないという変わり者だ。とはいえ、それは当たり前でもある。

　普通に料理して客に振る舞うのならば、〈第八商店街〉に入って店を構えればいいのだ。傘下の零細ギルドとして融資を受けるという手もある。大量生産して市場を狙うというのならば〈海洋機構〉もお薦めだ。給食配給システムを構築中のあそこなら、手広く商売をすることができる。

　ここは〈ロデ研〉なのだ。新しいなにかを研究開発する変わり者が集まる場所だ。

　その意味ではミカカゲもアオモリも大差がない。




「またなにか作るのか？」

「うん」

　ミカカゲはオーブン皿に慎重に馬鈴薯を並べて、ザラメ砂糖をふりかけながら上の空で答える。小麦粉を使うケーキなどと比べて、ジャガイモなどの生素材はその日によって出来が違う。水分や甘みなど、素材の持ち味がより顕著でブレがあるのだ。砂糖による甘み付けは素材の補助。そう考えると慎重にならざるを得ない。

「お土産か」

「うん」

「俺もつれてってくれ」

「だめ」

　ミカカゲはクリームを注ぎながら即答する。アオモリのそれは下心だ。女の子だけのお茶会と聞いてから何十回も同じ申し込みを受けている。アオモリは、それを言うならたいていの男がそうだが、本当にわかってない。ダベる、というのは貴重なのだ。

　かけがえのないほどに。

　ミカカゲは、この世界にきてわかったことがいくつかある。

　そのひとつが友人との時間のありがたみだ。この世界には、テレビがない。携帯もない。映画もなければ、漫画もない。おおよそ娯楽と言えるものがほとんど消え失せたのだ。娯楽と言ってしまえば、それは不必要なものであるかのように響くが、そんなことはないとミカカゲは断言できる。いや〈冒険者〉のほとんどがそうではないだろうか？

〈大災害〉直後のあの惨さん憺たんたる街の空気。不死の肉体を持っていたとしても、あんなしょぼくれた気分で、味のしないご飯だけをもそもそと食はむような生活は「生きている」とは言い難い。人間が生きるというのは、もっと楽しくて、いいものだと思う。そのためには心を慰めるなにかが絶対に必要なのだ。

（お菓子とか。お菓子を食べてくれる友だちとか）

　思えば、友だちと話す放課後は最高だったとミカカゲは思う。

　中学時代、ミカカゲは部活の帰り、毎日のようにハンバーガーショップへと寄っていたことを思い出した。百円のミルクセーキを頼み、バカみたいな笑い話を、辺りが暗くなるまで飽きずに繰り返していたものだ。それが当たり前で、無制限に手に入るものだと、あのときは思っていた。高校生ともなるとそんな友人とも疎遠になり、家にまっすぐ帰るようになった。漫画やゲームがそれらの時間を埋めてはくれたが、この世界にきて人のぬくもりが大事だな、とミカカゲは考え直すようになったのだ。

　ちょっと引っ込み思案なミカカゲだったが、いまではアリーがいる。ミカカゲよりずっと人見知りで、臆病な、小さな相棒だ。アリーと一緒にいると、不思議にミカカゲは積極的になれた。アリーのためにも、進んで人に挨拶しなければならないと思えた。アリーに恥ずかしいところは見せないようにしようとすると、絶世の美少女であるレイネシア姫の前でも緊張しないですむ。緊張しないですむのは、どちらかというと彼女の油断した横顔を知ったからかもしれないけれど。

　それにアリーが喜ぶお菓子はみんなも喜んでくれるのだ。

　新しいお菓子を作り出して、友だちに振る舞うのが、いまのミカカゲの一番の楽しみであり、日々の暮らしの中心であった。幸い生きていく程度の収入は、お菓子を売ったり、レシピの記録を提出したりで、十分にまかなえている。その意味では、〈大災害〉後の時間の中で、いまが一番ミカカゲにとっては充実した日々であった。

　料理部で発見された新しい事実──それはちょっと胸騒ぎを感じるものであったが、その調査もそこそこの実入りになりそうである。聴き取り調査というのも、慣れてみれば楽しいものだ。




「なんだよ、そんなに大事な集まりなのかよー」

　すねたようなアオモリの問いかけにミカカゲは考える。大事に決まっているではないか。

　お菓子を作ること。

　お菓子を食べてもらうこと。

　くだらない話をすること。

　こんなに大切なことはない。男というのはそこに一定の成果を求めるのがよくない。どれも急せかしていいことなどないのだ。適切な加熱、適切な時間。

　ミカカゲは、大きなミトンをはめてオーブンから取り出した、ジャガイモのクリーム焼きをアオモリの前に給仕した。新作の実験だ。アオモリは「うっひょお！」なんて喜びの声を上げているが、試作品だからまだお茶会のみんなに振る舞うことはできない。毒味よりは多少上というレベル。だからアオモリでもよかったわけだ。

「うん。すごく大事だよ。すごくすごく。きっとそれより大事なモノなんてないんだよ」

「え？　俺との仲よりも？」

「そんなのは焦がして失敗したジャム以下だよ」

　落ち込むアオモリを無視したミカカゲは、調理器具の後片付けにかかった。

　どうせアオモリはぐずぐず言いながらもジャガイモを完食するだろうし、人見知りだけどお節介なアリーが慰めてあげるだろう。
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　その青年の来訪が告げられたとき、レイネシアは意外な気持ちを覚えた。

　もちろん顔見知りではあったし重要人物でもあるが、彼が自分を、あるいは誰かを訪ねるところなど想像したこともない自分に気づいたからだ。

　貴族社会において「訪問」とは数日から数ヶ月前に予告して行うものとされているが、良くも悪くもここはアキバの街だったので、レイネシアが住まう水楓の館の使用人たちは「突然の来客」に慣れていた。

　このときも、来客は応接室に通されて、レイネシアは報告を受けたわけである。

　レイネシアはエリッサに手伝ってもらいながら、軽く髪を整えて衣服をあらためた。青年も「こちら側」の人間ではあるが貴族ではないし、何よりもお互いアキバの街に住む〈大地人〉同士である。夜会ほどに着飾る必要はないだろうという判断により、本日は袖の長い、ほっそりとしたワンピースタイプのドレスを選択する。

　淡雪のように霞かすんだピンク色のそれは〈三日月同盟〉のマリエールのお土産で、贈られた中ではおとなしく──レイネシアは秘かに気に入っていたのだ。

　少しだけ急いで駆けつけたレイネシアを、応接室の客は立ち上がって迎えてくれた。




「ご無沙汰しております。レイネシア様」

　丁寧な仕草で頭を下げたのは、一人の青年だった。名前は菫きん星じよう。アキバの街に住まう供く贄にえ一族の若頭領だった。

「お待たせして申し訳ありません」

　レイネシアもしとやかな礼を返す。

　エリッサがお茶の用意をするその間、微妙な沈黙が流れる。

　レイネシアはこの青年について詳しくはない。むしろ、供贄一族の若頭領であることくらいしか知らなかった。供贄一族とは〈大地人〉の中でも一風変わった氏族であり、このヤマトの中でもある意味別格の勢力を持っているといってもよいだろう。

　このヤマトには、大きく分けて五つの領域がある。

　北方の荒れ果てた地に建国された〈エッゾ帝国〉。南の果ての海運商業国家〈ナインテイル自治領〉。すでに滅亡し、いまは怪物の跋ばつ扈こする危険な島となった〈フォーランド公爵領〉。そしてウェストランデ皇王朝の血を引く〈神聖皇国ウェストランデ〉。最後が、レイネシアの祖父が治めるマイハマの都を含む、この東ヤマトに根を張った〈自由都市同盟イースタル〉である。

　これら五つの領域では同じ貨幣が流通している。半ハ金ー貨フ、四分金貨クオーター、正金貨──通常はひとまとめに金貨と呼ばれている通貨だ。これらはヤマトだけではなく、大陸でさえもまったく同じものが使われているとレイネシアは聞いていた。

　古代からずっと使い続けられてきた金貨の流通、すなわち、各地にある『銀行』を支配しているのが、供贄一族なのである。

　彼らは古代アルヴの技術を幾ばくか継承し、都市間ゲートとはまた違った方法で、品物を遠隔地とやりとりすることができるのだ。その技術を用いて、供贄一族は各地にある『銀行』を運営している。

　もっとも、彼らは『銀行』の一族というわけではない。

　古代アルヴ時代の魔法技術を管理するのが、彼らの使命なのだ。

『銀行』がもっとも代表的だが、〈自由都市同盟イースタル〉においては結界都市の防衛用魔法陣の維持をも担っている。〈自由都市同盟イースタル〉におおよそ三〇ある結界都市には、都市そのものの地下に魔力を伝達する古代の施設が建築されているのだ。この魔力によりモンスターの侵入を防ぐとともに、〈動力甲冑ムーバブル・アーマー〉は動いている。

　貴族の反乱を嫌った〈神聖皇国ウェストランデ〉に所属する都市という例外を除いて、ヤマトに存在するほとんどの結界都市は供贄一族により支えられている。

　それだけの重責を担っている一族である。ある意味彼らは、貴族よりもさらにヤマトにとっては重要な一族と言えるだろう。レイネシアもこのアキバに赴任するにあたって、供贄一族については祖父よりちゃんと申し送られている。

　しかし一方で、この供贄一族は、古来から不思議なほどに栄達や権勢を求めない一族としても知られていた。使命を伝承し、その遂行のみを気にかけているというのが、イースタルの貴族が一致して彼らに抱く印象だったのだ。

　総じて、謎めいて不思議だが昔から世界の維持に力をさいてくれる変わり者の〈大地人〉一族、というのが供贄一族に対する一般的な〈大地人〉貴族の、そしてレイネシアの認識であった。

「お茶を、どうぞ」

　だが、それだけになんと声をかければよいかわからないレイネシアは、とりあえずは無難にエリッサのいれてくれたお茶を勧めてみた。低いテーブルの上に置かれたのは、最近買い求めたグリーンティーだ。

　菫星は半眼をそっと伏せると、カップに口をつける。

　青年だとエリッサに聞いていたし、いまこうやって相対していてもそれ以外の表現のしようがないが、スミレ色の瞳に黒髪を持ち立襟の礼服を着たこの男は、じっと見つめていても年齢がはっきりとしない。

　もちろんレイネシアよりは年上だが、妖怪戦士クラステイと比べるとどうだろう？　なめらかな頰のラインはずっと年下だとも思えるし、筋張った手はずっと年上にも思える。レイネシアはここまで年齢のわからない人物を見たことがなかった。

「本日は突然おうかがいして申し訳ありませんでした。重大な事件が持ち上がり、レイネシア様にご説明と謝罪をしにおうかがいした次第です」

　カップをソーサーに戻した菫星はその表情をしかめて言った。

「なんのお話でしょうか？」

「衛士詰所より、ひとそろいの〈動力甲冑〉が盗まれました」

「え──？」

「盗み出したのは、衛士のひとり、我が供贄一族の者だと推測されます」

　普段から、自分が察しの良いほうだとは思っていないレイネシアだが、このときばかりは本気で意味を取りこぼした。

　そして、自分の頭部から血の気が引いていくのをはっきりと自覚する。

　たちの悪いめまいが襲いかかり、目の前が暗くなるようだ。

〈動力甲冑〉とは古代アルヴの遺産のひとつ、特定のゾーンを守護するための特殊な甲冑だ。普通の甲冑との最大の違いは、外部から魔力供給を受けて、着用者の身体能力を大幅に向上させる機能にある。

〈大地人〉の戦闘能力は、この世界の中ではけっして高くない。〈冒険者〉に及ばないことはもちろん、中級以上のモンスターにも歯が立たない。そんな〈大地人〉がこの世界の中で自分たちの生活圏を守れるのは、いくつかの助けがあるからだ。

〈古来種〉と呼ばれる伝説的な〈大地人〉の英雄や、〈冒険者〉といったこの世界の敵を討つ遊撃役の存在もそのひとつであり、大都市や主要幹線道路を魔物から守る結界技術もそのひとつ。

　そして、〈動力甲冑〉を装備とする衛士機構も、それらとならんで重要な要素である。

〈動力甲冑〉により強化を受けた〈大地人〉は、場合によっては高レベル〈冒険者〉をも超える能力を手に入れる。さらには、都市限定ではあるが、転移能力や投獄能力まで持っているのだ。衛士はこの能力を用いて、都市の治安を保持している。

　もちろん、この能力は無制限に使えるものではない。ただ活動するだけでも莫大な魔力を必要とする〈動力甲冑〉は、限定された街でしか使えないはずだ。

「ええ、そのとおりです。〈動力甲冑〉は限られた大都市でしか使えません。都市の地下に構築された巨大魔法陣から常に魔力補給を受けていないと、着用者は身動きすらもままならない状態になるのがあの鎧よろいの特徴です。また、〈動力甲冑〉は都市ごとの魔力波長に同調調整されていますから、アキバの街の外に出ればガラクタ同然になってしまいます」

　呆然としているレイネシアを見つめながら菫星は言葉を続けた。

「と言ってみたところで、事態の深刻さは変わりがありません。外部に持ち出せばハリボテでも、アレはこの街内部においては無類の強さを誇ります」




〈動力甲冑〉は調整によって大きな出力増強が可能となる。このアキバの街にあってはその能力はレベル一〇〇を超える。街中で暴力的な行為を行う〈冒険者〉を取り締まるためだから、当たり前と言えば当たり前かもしれないが、その戦闘能力は、最高レベルの〈冒険者〉をも上回るように設定されている。

　実をいえば、レイネシアが〈冒険者〉の治めるこの街に、女性の身でありながら赴任してこられたのは、〈動力甲冑〉と衛士による安全保証があったればこそ、という側面もあった。もちろん、向こう見ずな発言で領主会議の許可を経ずにザントリーフ会戦を引き起こした責任をとるという建前はあったが、無防備な〈大地人〉の姫を、少々のお付きをつけるだけで〈冒険者〉の都市に駐在させるにあたって、レイネシアの祖父にもその程度の読みはあったわけである。

　しかし、その保証たる戦闘能力が、外部へと流出してしまった。その知らせは、同時にさまざまなことを指し示してもいた。

「それでは、まさか……殺人鬼は」

　蒼白になったレイネシアの問いに、菫星は頷いた。

「はい、あの犯行には、供贄一族が関わっている。恥ずかしながらそう断言せざるを得ません」

　それはまさにレイネシアが凍りつくような不祥事だった。

　供贄一族が、しかも衛士がこのような事態を引き起こすなど、あってはならないこと。それどころか、〈大地人〉が数百年間、一度たりとて想像をしたこともないようなことだ。

　だが、だとすればいくつかの謎に説明がつく。

　アキバの街の衛士システムに、今回の殺人事件が感知されないのも当然のことだ。あの監視網は、〈冒険者〉や〈大地人〉などが、同胞に危害を与えたときに感知するようになっている。衛士が戦闘行為を行うのは、犯罪ではなく、治安活動だ。

　つまり、今回の殺人事件は感知されるわけがないのだ。

〈動力甲冑〉を纏まとった犯人は、〈冒険者〉以上の戦闘能力を手に入れているのだろう。戦う力のないレイネシアには「以上」というのがどれほど上回っているのかはわからなかったが、ここ数日の噂を聞いて少なくない被害者がすでに出ていることは知っている。

　なによりも、供贄一族がこの事件に関与しているというのはふたつの点で致命的だった。

　ひとつめは、一族があまりにも透明で、空気のように自然な存在だということだ。街の治安を守る転移衛士にしろ、ヤマト中に張り巡らされた銀行網にせよ、そのシステムはあまりにも〈大地人〉、〈冒険者〉双方の社会に浸透しすぎている。その利便性や安全は、完全に社会基盤になっているのだ。

　だが、だからこそ、その根底に入った亀裂は恐ろしいのではないか？　専門的な教育を受けていないレイネシアは、それが具体的にどういう災厄を起こすのか想像もできなかったが、黒雲のような不安を感じていた。

　もうひとつはより直接的だ。それは供贄一族という、変わり種だとはいえ〈大地人〉が、〈冒険者〉を殺したということ。

〈冒険者〉は〈大地人〉とはまったく違う存在だ。姿形は似ているが、生物としてのポテンシャルには天地ほどの開きがある。過酷な戦闘を繰り返すたび、飛躍的にその能力を上昇させる〈冒険者〉は、高位になれば、たったひとりで〈大地人〉の騎士団百人と戦えるほどの戦闘能力を持つのだ。

　今までアキバの街の〈冒険者〉たちはレイネシアをかばってくれた。支援もしてくれた。しかし、それはレイネシアたちが弱者であったためではないのか？　それがすべてではないにせよ、理由の一部はそれだとレイネシアは感じている。

　それが崩れたとき、〈冒険者〉と〈大地人〉の関係は致命的な破局を迎えてしまうかもしれない。




（どうしてこんなことに……）

　レイネシアの頭の中は悔恨と怨えん嗟さでいっぱいになる。

　まさにそうとしかいえない気分だ。どうして自分が赴任してきたときだけ、自分が表に立ったときだけ、こんなに無用のトラブルが発生するのだろうか？　こんな事件が起きなくともいいではないか。何百年もの間一回の不祥事も起こしてこなかった供贄一族なのに、よりにもよって、なぜ今になって、この瞬間、しかもレイネシアの住むアキバの街でこんな不始末をしでかしたのか途方に暮れる。

「この事件は我らが不始末です。本当に申し訳ありません」

「その……供贄一族のほうで、つまり……なんとかは、できませんか？」

　レイネシアは尋ねてみた。

　尋ねてみる前から予感はしていたが、聞かないわけにもいかなかったのだ。

「申し訳ありません、レイネシア様。もちろん、魔力供給を停止すれば、〈動力甲冑〉は機能を停止します。しかしその場合、都市の防衛用魔法陣もその能力を失います。再稼働するためには、十年単位の時間がかかるとしか、お答えできません」

　アキバの街を外部のモンスターから守るために停止できない魔法陣。

　その魔法陣が殺人鬼に力を与えているという事実に、レイネシアは打ちのめされるのだった。




　　　▼３




　控え室に通されたアカツキは、神妙な顔で手の中のカップを温めていた。

　別に寒かったわけではないが、他にやれることもなかったからだ。

　どこまでが事故なのか、それともメイドのエリッサの陰謀なのかわからないが、〈追跡者〉の鋭い知覚能力には、隣室での会話がほとんどもれなく聞こえてきてしまっている。

























　しかし、その内容はといえば、どう考えてもアカツキの手に余る話だ。〈西風の旅団〉や〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉のような大手ギルドでないと対処できないような、あるいは〈円卓会議〉が動かなければならないような──アキバの危機ではないか。

　聞かなかったふりをして帰るべきではないかともアカツキは考えた。

　あの月の光にも似た美しい姫も、〈冒険者〉に告げるかどうか悩んでいた。その決心をつける前に自分が殺人鬼事件の謎の一端を聞いてしまうのは、あまりにも事態への影響が大きい気がする。

　だから、顔くらいは見ようと思ったのだが、後で考えれば気まぐれが過ぎたかもしれない。理由は、おそらくシロエに与えられた使命だ。主君の言葉だから、レイネシアの表情くらいは見ておこうと思った。それくらいの意味しかなかった。そもそも、今のアカツキには、他人を気にする余裕なんて少しもなかったのだから。




　控え室の窓からそっとベランダに抜け出す。その姿は、地味な普段着とも相まってまるでにじみ出る影のように見えただろう。三メートル離れた応接室のベランダに飛び移るのは、高レベル〈冒険者〉の身体能力にとって、畳の縁を一またぎするよりも簡単なことだった。

　凝った彫刻の施された窓枠の陰、泡のようなレースのカーテンの向こうには、レイネシアがいた。先ほどまで話していた青年も帰ったのだろう、ひとりっきりの応接室のソファで、大きなクッションに顔を埋めている。

　不思議だな、とアカツキはぼんやりと思った。

　レイネシアはいつも穏やかで、明るくて、素直で、背筋を伸ばした、嫉妬するしかないような美しい少女だった。美しい銀の髪やほっそりとした首筋以上に、いつも控えめで礼儀正しい態度が、〈冒険者〉である自分たちとは決定的に違う雰囲気を醸かもしている。育ちというのは人間をつくるのだなぁと、どんな〈冒険者〉にも納得させてしまう説得力を持っているのが、レイネシアという少女だったのだ。

　そのレイネシアが、力尽きたように前屈みになって、両手で抱きしめた大きなクッションに顔をうずめている。レイネシアらしくない姿だった。




「もうダメです」

　ガラス越しだが、そんな声が聞こえた。

　細い声は銀の鈴のようだったが、そこには投げやりな困惑がこびりついていた。

「ホントにダメです」

　クッションを揺らすたびに、さらさらとした銀の髪が滝のようにこぼれる。

「……なんで、いまなのでしょうか。……なんでわたしですか？」

　レイネシアの身体が、しゅんとしぼんだ気がした。

　長い長い吐息が抜けて、レイネシアは、小さくてか弱い女の子になる。

「ままなりません──」

　アカツキは、冬のベランダで頷いた。その気持ちは、よくわかる。

　世界は難しいことが多すぎて、自分の手は上手にやれることが少なすぎる。それはとても悔しくて、惨めな気持ちだ。

「もう少し、どうにかなりませんか？……サービスしてくれませんか？　手加減──してくれませんかね」

　アカツキだってそれを願ったことはある。

　願わない人がいるだろうか？

　でも叶えられることはない。

　裏切られなかったことがない人などいないのだと思う。願いのすべてはいつだって叶わない。手に入れたと思ったものも、できあがったと思うものも、自分ひとりだけのものも、いずれは色あせて、指先を離れていく。

　あまりにもちっぽけで、もしかしたら望むことそのものが間違っていたのではないかと、ときにはそんなふうに考えたくもなる。世界の主成分はいじわるなのではないかと思いたくなるほどに。




「どうすればよいのでしょう」

　途方に暮れたレイネシアに、だから答えてしまった。

「会議に相談をする？」

「でもそれをしてしまったら〈冒険者〉の方々と争うことになりませんでしょうか？」

「かといって、秘密にもできない。事情が十分わかったとは言い難いけど」

　最小限開けた窓から滑り込み、カーテンを揺らしもせずに、レイネシアの前に立つ。

　少しだけ懐かしい感じがした。こんな姿勢のうつむいた主君を見下ろしたこともある。あのときからずいぶん離れてしまった。いま目の前にいるのは黒髪を持つ主君ではなく、銀の髪の姫君だ。

「やはり言わなければなりませんよね……」

「それはわたしにはわからない」

「あの妖怪はなんでこんなときにいないのでしょうか。──用事がないときはあんなに顔を見せていたくせに、本当に役に立ちませんよ」

「クラスティ殿はゴブリン族の城〈七つ滝城塞セブンスフオール〉へ向かった」

「知っています。でも、だからって……ああ、そうじゃなくて」

「……」

「そうじゃ、なくてっ!?」

　弾かれたようにレイネシアはおもてを上げた。引き結んだ唇の端が震えていて、必死に表情を作ろうとしているけれど、目尻はほんの少し赤かった。

「え、あっ。その」

　慌てて座り直し、背筋を伸ばすレイネシアの前にアカツキは立った。小柄なアカツキが相手なので、レイネシアが座っていても、背筋を伸ばせば視線の高さはさほど変わらない。レイネシアが視線を伏せたのは、居心地が悪かったからかもしれない。そんな気分にさせてしまったことを、アカツキは申し訳なく思う。

　アカツキだって、盗み聞きをするつもりも、こうやって部屋に入るつもりもなかったのだ。

「な、なっ。そのっ……聞いていました……？」上目遣いに窺ってくるレイネシアにアカツキは頷く。レイネシアは「ですよね……」と観念したように語尾を落とした。

　言葉を失ったようなふたりの間に、時が流れた。

　アカツキは仕方なく、バッグの中から昼食にと買ってきたあんぱんを出して、レイネシアに渡す。ソファに並んで腰掛けたふたりの少女は、しばらくの間、小さくちぎった甘さを静かに味わった。

「犯人は、〈大地人〉？」

　アカツキの問いに、レイネシアはぽつぽつと答えだした。

「ええ、そうです……。供贄一族という、街の衛士を司る一族から〈動力甲冑ムーバブル・アーマー〉が盗まれてしまったようです。この〈動力甲冑〉は衛士の装備ですから、街中で事件を起こしても通報されませんし、大きな戦闘能力を得ることもできるそうです。本当に、申し訳、ありません」

「なんで？」

「え？」

「なんで、盗まれたの？　盗んだ人は？」

「盗んだ人も行方不明だそうです。今それを使っている人が盗み出した供贄一族の人かどうかも、わかりません。目的も、潜伏場所も」

「潜伏場所は、下水だと思う」

「下水、ですか？」

　アカツキは思うところを告げた。

「聞く限り、アキバの街の外に隠れていることはないと思う。だったら、まだ探しきれていなくて、人目につかない場所は、下水くらい」

　話を聞く限り、殺人鬼は衛士の力を得ているようだ。

　その話を聞いた瞬間はびっくりしてしまったアカツキだが、それでいくつかの点に得心がいく。

　殺人鬼の戦闘能力は、おそらくレベル一〇〇を超え一一〇に近いだろう。レベルが九〇程度のアキバ冒険者たちが敵かなわないのも当たり前だ。

　と同時に、衛士の力を使っているのならばアキバの街の外に出ることはまずないだろう。外に出てしまえば戦闘能力を失ってしまうのだから。そう考えれば、潜伏場所は限られる。

　しかし捕縛はきわめて困難であることが予想された。

　衛士は街中で起きた犯罪を即座に取り押さえるために〝転移テレポーテーシヨン〟機能を持っている。ＰＫなどを処罰するときは心強い機能だが、犯人が積極的に使えるとなると、逃走手段としてこれほど有用なものはない。

　たとえ大規模ギルドがレイド単位の軍勢で取り囲んだとしても、相手は逃げるだけなら確実に逃げることが可能なのだ。

「そうですか……」

　アカツキは目の前の少女を見た。

　東ヤマト最大の貴族──コーウェン家の娘。

　イースタルにその名をはせる伝説的な美少女。

〈大地人〉と〈冒険者〉の橋渡し、ザントリーフ攻防戦の立役者。

〝銀月の巫女姫〟。

　目の前の少女はそのどれとも違って、普通に見えた。

　憂鬱そうな苦悶の表情で、それでもあんぱんを小さく食べる、どこにでもいる、普通の少女だ。そしてそれはきっと、彼女の瞳の中の自分も同じなのだろうと、アカツキは思った。

「困った？」

「困りました」

　こくりと頷くふたりは、おそらく、それぞれ自分自身の問題で余裕がなかった。少なくともアカツキは、自分自身の姿を、この銀色の美姫の中に見たのだ。




　アカツキの主君は言った。

〈大地人〉の姫、レイネシアを守ってあげるといい、と。

　アカツキはその言葉を護衛任務だと理解していた。しかし、そうではない可能性にいま思い至ったのだ。

（なにを守れって主君は言ったのかな……）

　レイネシアの身を守るためになら、この茶会に参加する必要なんてなかったのではないか？　身を守ってもらうためだけだったら、彼女だって茶会を開く意味などなかったのではないか？　自分はなにか重要なことを見落としているのではないか？　そのことにマリエールやヘンリエッタたちはとっくのとうに気がついていたのではないか？

　アカツキがレイネシアにかけたい言葉は「仕方ない」だ。

　理不尽なことはたくさん起きる。自分の手に負えないことも、叶わない願いもたくさんある。それは、もう、仕方ない。彼女の手元に奇跡を引き寄せてあげるだけの才能はアカツキ自身にない。だから「仕方ない」としか、レイネシアにかけられる言葉はない。

　もう一言付け足せるとしたら「がんばっている」くらいだろうか。

　領主会議において彼女が成した偉業をアカツキは見てきた。シロエが評する言葉も聞いた。そしてここしばらく、彼女の近くに潜んで見守ってきた。だから、「あなたはがんばっている」は、言える。

　でもその言葉をかける資格が自分にあるのか。貴族の娘として、〈大地人〉の代表者として、あるいは〈円卓会議〉の一一ギルドマスターよりも重い責任を担っているこの少女に、自分がかけていい言葉なのかというと不安だ。

　そこまで考えると、アカツキは自分自身がこの銀髪の少女に、ほんの少しだけ敬意を持っていることに気がついた。だから毎日のようにここにきて、その近くで見守ってきたのだ。

　戦闘能力ちからを得たくて死にものぐるいな毎日でも、自分のギルドハウスへは帰りづらく感じているいまでも、気になってしまう程度には。




「見つけてくる」

　アカツキは立ち上がった。

　探す相手が〈大地人〉で、特殊な転移アイテムを所持しているというのならば、それはそれでまた探す方法はある。昼間はおそらく下水に潜み、夜間になれば街全体を見渡せるような場所──しかも普通の〈冒険者〉は立ち入れないような場所に転移で侵入し、街を観察しているのだろう。

「え──？」

「役目を、果たすから。がんばっているの見てたから」

　伸ばされたレイネシアの手は宙をつかむ。

　手がかりを得たアカツキは開け放たれた窓からアキバの街へと再び出撃したのだ。




　　　▼４




　銀の光を一〇の瞳が見つめていた。

　交わされる刃は流星のような尾を引き、弾けて、消える。

　まるで定められたような約束を経て、すれ違い、あるいは打ち合い、金属というよりは水晶の切片のような音を立てて互いを拒絶しあう。

　ナズナとその仲間たちが見守る中で、殺人鬼とソウジロウは死闘を繰り広げていた。

　ソウジロウの繰り出した打刀の攻撃はあまりにもなめらかで威圧的なところが少しもない。しかし、ナズナは、その一撃が、向けられる者にとっては回避不能の恐ろしさを持っていることを知っていた。放たれる斬撃があまりにも優雅なために緩やかに感じられるだけなのだ。相手の回避行動さえ見越して放たれるソウジロウの攻撃は、その見た目とは裏腹に、致死の一撃である。

　そのソウジロウの攻撃を、殺人鬼は異い形ぎようの籠こ手てや具足で弾く。

　まともな剣術ではない。獣の戦闘術に近い本能の動きだ。そしてそれは、明らかに人のみが持つ殺人への愉悦によって彩られている。

　弾いた一撃の火花も消えきらぬうちに、崩れた姿勢から殺人鬼の刀が繰り出される。

　その攻撃はソウジロウのそれとは違い、剣術の理を持たぬ、ある意味乱暴な一撃だった。

　しかしそのでたらめさゆえに速く、予測し難い。

　現にナズナの仲間のキョウコはそれにやられたし、いまナズナが抱えるカワラも大きな傷を受けている。

「局長、スゴイ……」

　腕の中から漏れる呟きは、ナズナの後ろに控えるメンバーすべての呟きでもあったろう。




　本来ならば集団で包囲し闘うべき相手だ。

　エンバート＝ネルレス。

　レベル九四、〈武士サムライ〉。

　ソウジロウよりひとつ上のレベルを持つこの鬼を、ナズナはもはや〈冒険者〉だとは考えていない。〈武士サムライ〉だなんてばかばかしい。

　ナズナだって〈武士ソウジロウ〉を見つめ続けてきた自負がある。確かに〈エルダー・テイル〉における特技システムは多彩で〈武士サムライ〉が習得できる特技は数多い。レベルにより多くの技は上位の技と置換されていくが、その系列はおおよそ四〇。そのすべてを個人の〈武士〉が使いこなすことはないとはいえ、目の前の殺人鬼とソウジロウの用いる技には、違いがありすぎる。

　あれは〈武士サムライ〉ではない。あの戦い方は〈冒険者〉とは違いすぎる。

　それでも最初はパーティーとして対たい峙じしていた。

〈西風の旅団〉調査班のひとつが殺人鬼に遭遇、取り逃がしたことから、本部詰めのソウジロウたち一行が出撃、この狭い路地で殺人鬼との戦闘を開始した直後は、だ。

　しかし包囲殲せん滅めつするというナズナたちの戦闘プランはもろくも崩れ去った。

　廃墟と廃墟の隙間に存在する、この路地において、まともな隊たい伍ごを組むことは不可能だった。そのうえナズナたちの隊には、ソウジロウ以外にあの殺人鬼の奇剣を押さえ込める使い手がいない。

　あっという間に第二前衛のカワラが切り刻まれ、ナズナや魔法使いキヤスターたちにも被害が出たのだ。ソウジロウが一気に前へと詰めて殺人鬼への圧力をかけていなかったなら、今頃一人二人は大神殿へ転送されていただろう。

　ナズナは小さく感謝した。

　ソウジロウに助けてもらったからではない。

　ソウジロウの前で女性を犠牲にせずにすんだ幸運にだ。




　音で人が斬れるのならば、確実にその戦果を上げているだろう一撃が何度も何度も繰り返される。夕刻、冬の風はどんどん乾いてひび割れるような冷たさを備え始める。その空気を切り裂くように殺人鬼の剣が奔はしる。

　息を詰めても漏れる白い呼吸の景色の中で、ソウジロウはそれを弾く。

　ソウジロウの口伝、天てん眼がん通つうだ。

　ナズナも完全に把握しているわけではないが、天眼通は防御のための口伝。空を走る軌跡を見るものだとソウジロウは語っていた。ソウジロウが身につけた新しい力。それを駆使して、ソウジロウは殺人鬼の攻撃をそらし続ける。

　ソウジロウにもいつもの余裕がない。

　普段のソウジロウであれば、攻撃は弾かずに、流すか、躱かわす。

　それができていないということで、殺人鬼の一撃がどれほどに速く、鋭いのかがわかる。

　そして躱しきれない一撃がやってきて、ソウジロウが身に纏う、戦国武者にも似た鎧の大袖がはじけ飛ぶ。

　他の仲間にはわからないだろうが、ナズナはひとり唇を嚙んだ。

　いまの一撃で、ナズナがソウジロウに付与していた防御障壁が消し飛んだのだ。障壁の術はあらかじめかけておくことにより、ＨＰに対する損害を防止する防御呪文だ。いわば、目に見えない追加のＨＰだといえる。水色の鏡のようなエフェクトに波紋が奔り砕け散る。その様は周囲に見えたとしても、それが具体的にどれくらいのダメージを負って剝がれたのかは、術者であるナズナにしかわからない。

　ナズナの使用した〈禊みそぎの障壁〉はソウジロウの総ＨＰのほぼ二割弱に相当する。つまりあの瞬間、防御呪文がなければ、ソウジロウは二割の体力を失っていたのだ。〈大規レ模イ戦闘ド〉のボスに匹敵するその攻撃力にナズナは焦慮を覚える。あの攻撃を立て続けに食らえば、ソウジロウとてもたない。

　もちろんふたたび〈禊ぎの障壁〉を張るために詠唱準備はしているが、〈禊ぎの障壁〉も連発できる術ではない。細かい回復や障壁と組み合わせ、仲間を被害から守りきるのが、ナズナのような〈神祇官カンナギ〉の戦い方なのだ。

　闇雲に障壁にこだわれば、ＭＰを必要以上に失い、やがては戦局を不利に傾けてしまうだろう。そうでなくとも、綱渡りの心境である。こうして防御の術をかけていることが目の前の殺人鬼に察知されれば、その刃が自分自身に向くかもしれないことをナズナは知っている。

　だが、戦いに背を向ければ、ソウジロウを守ることも治癒することもできなくなる。

　こうして見つめながら、己の実力を見極め、障壁がたとえ薄紙のようなものであっても託し続けるしかない。




（なんなんだ、こいつ。こんなギャンブルが、あるものか）

〈神祇官カンナギ〉だからこそわかることもある。

〈西風の旅団〉という、規模こそ他の一流団体に譲るが、〈大規レ模イ戦闘ド〉へ挑戦し続けてきたサーバーのトップギルドのひとつとして、そのメインの回復役ヒーラーとして、だ。

　この戦いは敗色が濃厚だ。

　敵の攻撃を引き受ける壁タンクがソウジロウだからこそいまはぎりぎりの均衡を保っているが、もしソウジロウでなかったならば、蹂じゆう躙りんを受けて終わっていたという確信がナズナにはある。

　そのソウジロウにしてからが、すべての攻撃をいなしきれていない。

　もちろん〈大規レ模イ戦闘ド〉であっても、巨大なドラゴンや殺人ゴーレムの攻撃すべてを無効化するなど無理な話だ。多くの〈大規レ模イ戦闘ド〉は、たったひとりの前衛を最低三人、多いときはおおよそ一〇人の回復役ヒーラーで支えることで戦闘を進めてゆく。そして前衛が強大な敵を抑えている間に、攻撃役アタツカーがそのＨＰを削りきるのだ。

　しかしいまは、十分な回復役も攻撃役もいない。そもそも家具の隙間のようなこの狭い路地では、〈大規レ模イ戦闘ド〉用のフォーメーションを運用することもできない。

　相手が〈冒険者〉ならば、あるいは並のモンスターならば、恐れることはないと考えていたナズナたちだが、殺人鬼がここまでの化け物だとは思わなかったのだ。

　そしてまた──

「くっ!!」

　ソウジロウの攻撃が、すり抜けられる。

　いつの間にかソウジロウの右脇へと移動していた殺人鬼は、その奇怪なシルエットを昆虫のように動かしてソウジロウの臑すねをはらった。その攻撃を跳ねるように躱したソウジロウだが、いつもの舞うような華麗さはない。おそらく、その余裕がないのだ。

　いくつもの攻撃をつなぎ、相手の体勢を崩し、地道に紡ぎ出した好機の一撃を、この殺人鬼は不可思議な体術で無効化する。いまのもそうだ。

　ソウジロウの攻撃をすり抜け、背後を取る。

　おそらく攻撃を当てることさえできれば、いくらなんでも〈大規レ模イ戦闘ド〉級モンスターというわけではないと思うが、その攻撃を当てることができない。ソウジロウがいまの動きを維持できたとしても、このままではナズナのＭＰ切れで戦線は崩壊するだろう。

　そしておそらく、

（わたしたちがいる限り、ソウジロウは逃げないだろうね）

　そう確信できる。




「……ソウ様」

「局長」

「だめだ、見えないっ」

　苦しみを感じさせる呟きが聞こえる。ナズナの仲間たちだ。怪我だらけの彼女たちの治癒は、本来ナズナの役割なのだが、いまはそれさえも満足にはできなかった。彼女たちを治癒するためのわずかなＭＰさえも温存しておきたいのだ。

　焦りゆく心とは別の回路で、ナズナは撤退計画を練る。

　ソウジロウは逃げることができない。それは、仲間の女性をけっして見捨てないということでもあるし、そもそも殺人鬼を抑えているソウジロウが逃げれば、背後からの追撃を許すということになるからだ。

　そしてソウジロウが逃げられないのと同じ意味で、ナズナも逃げることができない。ナズナが逃げれば早くて数秒、遅くても三〇秒で障壁が尽きてしまう。障壁が尽きればソウジロウのＨＰにダメージが行くだろう。ナズナはソウジロウを生かしておくために、つまり追撃を少しでも遅らせるために、逃げ出すことはできない。

　では他の少女たちは？

　カワラやオリーブたちを先へ逃がすことはできるし、それがおそらく唯一の正解だ。

　だがしかし、それにもきっかけは必要だ。いま算さんを乱して逃げ始めれば、あの殺人鬼はソウジロウからターゲットを移して、少女たちを蹂躙するかもしれない。もちろん、それを防ぐのがソウジロウの役割なのだが、防ぎきれるとは確約できない。あの悪鬼はそれほどの手練れだ。

　なにかチャンスがあれば。そう考えつつもじわじわと時間が経ち、どんどんと薄暗くなってゆく。まるで燐光を放つかのように光る殺人鬼の刃が躍る。黄昏たそがれが長く長く引き延ばされる。

　ソウジロウの振るう刀にも、迷いの色が見え隠れする。戦いは拮きつ抗こうしている。ソウジロウとはいえ、精神的な動揺が崩壊のきっかけにならないとはいいきれない。




　そのとき燕が舞い降りた。




　　　▼５




　ギルド庁舎を囲むような古代樹の枝を走り、その先端から身を翻す。

　枝は細いほうがよい。またがって座れそうに太いものは安心感があるけれど、しなりを利用して〝飛ぶ〟にはいささか不都合だ。

　何度も繰り返した動きでアカツキはアキバの街を翔かける。

　地上に道があるように空中にも回廊がある。飛び移りやすい枝や、屋上。ベランダや、壊れかけた看板。古代のビルの遺跡と古代樹が抱き留めた冒険者の街には、空を翔ける者たち専用のルートがあるのだ。

　いつからだろう、そのルートをたどる空中移動を意識せずとも行えるようになったのは。

　ゲーム時代にはあり得なかった選択肢だ。

〈円卓会議〉成立時にはまだできなかったように思う。ザントリーフから帰ってきたときにはもう無意識にやっていた。いつからできるようになったのかは不明だが、アキバの街中を移動するのはいまやこの手法抜きでは考えられない。初めて入ったようなゾーンでも風の流れや建物の配置、あるいは建造物の壁や樹木の位置を無意識に観察している自分を感じる。

　長い髪が空気の層にたなびいた。

　その髪が重ければ、空気が湿って、雨が近い。

　引っ張られるようなら風が強くて、一部の経路は使えない。

　そんな感覚までも身につけたアカツキは、同様に空中回廊を利用する一部の〈冒険者〉の中でも、ずば抜けた体術を身につけ始めていた。

　そんな〝いつもどおり〟をやっているだけなのに、身体の奥が火照り、手足が軽くなる。

　枝の先端に体重がかかる瞬間を見計らい空中に身を投げ出すそのとき、いつもよりもはっきりと自分の身体の動きを意識して、風をとらえる。何十回も繰り返した動きなのに、普段の半分の力で次の枝に着地し、その体重移動を利用した次の跳躍へと意識を飛ばせるのはなぜだろう？




　レイネシアとの短い会話が頭の中をぐるぐると回っていた。

　自分と他人のことを考えるのが苦手なアカツキは、想いを上手くとりまとめることができない。レイネシアの様子。レイネシアの言葉。自分の気持ち。返した言葉。それらが浮かんでくる泡のようにふわふわとアカツキの内側を撫でては、弾けて消える。

　言葉にならないうちに消えてしまうから、アカツキは自分がなにに動かされているかよくわからないのだ。

　レイネシアは、がんばっている。

　そんな言葉だけが胸の中で煙っている。

　報われていいと思うほどに。

　西方へ去りつつある夕日を横目で眺めながら、耳を澄まし、感覚を薄く広げる。何度も繰り返した気配察知の技能に、アキバの街の雑多な呟きが引っかかる。




　ギルドに帰ってオニオンスープを作ろうよ。

　明日の狩り場はどこにする？

　どこかで夕食、一緒にどう？　あ、あの。おごるし！

　俺さ、新しい商売を考えてるんだけどさ。

　まったくうちのサブマスは厳しいったらないよ。

　どうにかしてデートできないかな。

〈冒険者〉さんはおれらの二倍食うよね。

　いや三倍さあ。




　それらは本当に取るに足らない、どうでもいい会話だ。普段だった気にもとめないであろうやりとり。しかし今日に限っては、なぜだかアカツキの耳にはやけにはっきりと聞こえた。

　それらはおそらく彼らの秘密に属するものなのだ。

　みんなが毎日を暮らして、一日の活動を終えた夕刻に、親しい人と夜を過ごすささやかな予定。あるいは、明日をどんな日にするかという、それぞれが自分ひとりのために持っている小さな願い。もちろん聞かれたら困るという意味の秘密ではないけれど、個人の個人に対する気持ちという意味で秘密に属する呟きだ。

　アカツキにはわからないけれど、それぞれの人にとっては、それぞれに重大な呟きなのだろう。今日のアカツキには、その大事さが、よくわかった。

　なにに触れたかもわからぬままに、アカツキはなにか特別で、大きなものに触れた。




　そんなことを考えていたせいか、戦いを見つけた時にはもう飛び込んでいた。

　軋きしるような鍔つば迫ぜり合いの音を耳にとらえ、進路を変更し、無人になった一五階のビルから戦闘を発見するまでに約二分。認識した瞬間、ふわりとビルの狭間に身を投げていた。

　自由落下に任せるだけでなく、加速を求めて左右のビル壁を蹴る。

　腰の後ろにくくりつけられた小太刀の柄に手を当てて、呼吸を止めたまま錐きりもみ状に突撃する。

　魔力を持つ装備が自動的に展開する空気の膜を切り裂く手応えと共に、アカツキはやっと周囲の状況を認識した。




　黒い殺人鬼と闘っているのは、ひとつのパーティー。前衛の〈武士サムライ〉、後衛で機能しているのは回復役が一人だけ。ほとんど半壊状態だ。

　その前衛は、〈円卓会議〉一一ギルドを構成するひとつ〈西風の旅団〉ギルドマスター、ソウジロウ。

　アカツキがやったのは、ＭＭＯにおいて「横殴り」と呼ばれる行為だ。他のパーティーが戦闘中の相手に対して、パーティーメンバー以外の〈冒険者〉が許可なく攻撃を加えることを指す。経験値や財宝を横合いから奪うに近い行為のため、マナー違反だし、いい顔はされない。

　ましてや相手は、アキバの街でも有数の戦闘ギルドのひとつだ。人付き合いの苦手な普段のアカツキだったら、困り果てているし、第一近づきもしない。

　けれど、いまだけは違った。

　朝からの出来事で意識が飽和していたのだ。

　熱に浮かされたような精神状態で、それでも普段より何十倍もクリアな視界の中をアカツキは跳ねた。

　右から薙なぐように〈アクセル・ファング〉。

　届かない。わかっていた。壁を蹴って宙を躍り〈ステルスブレイド〉。

　弾かせて身を翻し〈クイック・アサルト〉。

　最初の突撃で感じたとおりこの殺人鬼は強い。アカツキでは勝てないだろう。

　それでも止まらなかった。

　小さなヒントだけでも得ようと〈ベノム・ストライク〉。

　迫る敵の刀をバックステップで。足りない。〈ガストステップ〉で強引に背後に。それでも足りない。アカツキの防御圏をすり抜けてくる青白い刃に背筋を凍らせながらも、燃えるような冷静さで前に出る。右の前髪が持っていかれたのを気にもとめず〈アクセル・ファング〉。

　浅い。もう一度！　丁寧に軌道を変えて掬すくい上あげるように〈アクセル・ファング〉。

　早く、速く、もっと疾はやく。

　いつの間にか自分の周囲に水色の波紋が揺れているのにアカツキは気がついた。

〈神祇官カンナギ〉の障壁呪文だ。ミノリの放つそれよりもずっと高い強度を持つ高位の呪文だとわかる。おそらく先ほど見た回復役の援護なのだろう。

　だがそれすらほんのわずかな保険にすぎないとアカツキはわかっている。殺人鬼は未だに眼前の〈武士サムライ〉に刃を向けている。だからこそアカツキへの反撃が少なく、だからこそアカツキは未だに生きているのだ。一対一ならば、とっくにアカツキの生命はなくなっている。

　男のくせに長い髪をポニーテールにした丸顔の少年は、悔しいがこのサーバーでも一線級の前衛、〈西風の旅団〉率いるソウジロウ＝セタだ。アカツキとは戦績も名声も比べ物にならないほどの猛も者さだ。そのソウジロウをして、黒い暗殺者を抑えることができていない。

「逃げて！」

　アカツキの叫んだ言葉に、ソウジロウの唇の端が吊り上がるのがわかった。

　強い視線がアカツキを射すくめるように打ち込まれる。年下には見えても、男性の、それも威嚇するような表情に怯えてしまう自分を、アカツキは予感した。しかし現実には、そんな予感を無視した自分が小規模な嵐のように戦っている。

「なぜですっ」

　あまりにも当然のソウジロウの問いに、アカツキは詰まる。

　反射で叫んだだけで、アカツキにだってなんでそんなことを言ってしまったかはわからないのだ。アカツキよりもはるかに強いこの〈大地人〉は、バケモノだ。

　考えてみれば当たり前だろう。〈冒険者〉を上回るレベルを持つ上に、その能力は〈動力甲冑ムーバブル・アーマー〉で増強されているのだ。改めて見てみれば、殺人鬼の手足が肥大化したようなシルエットは、衛士の鎧の一部を無理やり身に纏っているせいだとわかる。発光するダイオードのような部分は魔力が供給されている証なのか、防御膜を形成して、アカツキたちの攻撃を防ぎ続けているのだ。

　アカツキは勝てないだろう。そしておそらく、ソウジロウも勝てない。この殺人鬼を倒すには、こんな狭い路地ではダメだろう。もっと大勢の〈冒険者〉で囲んで圧力をかけるしかないはずだ。でも、だから自分は叫んだのか？　自分自身を囮おとりにしてソウジロウを助けたいのか？

　アカツキの飽和した思考の中には困ったような顔で天を仰ぐシロエがいる。

「なぜですっ」

「倒すのと、解決するのは、違うからっ」

　ソウジロウを切り裂かんと迫る異形の一撃をアカツキは全力で迎撃した。

〈アサシネイト〉。瞬間ダメージにして一万超を叩き出す〈暗殺者アサシン〉最速最強の特技をもってしても、殺人鬼の持つ黒く分厚い巨大な籠手の軌道をそらすことしかできない。

「だから逃げて！」

「そんなことには、頷けませんねっ」

　重ねた警告に、ソウジロウは笑みを深くして、上段に構えた刀を振り下ろす。

　身を躱した殺人鬼が放つ人間離れした蹴りを、ソウジロウは右の前髪に触れさせて外す。アカツキとそっくり同じその場所を失いながら、ソウジロウは交差するように踏み出して振り下ろしたはずの刀を跳ね上げた。

　ソウジロウは強い。おそらくアカツキよりも幾倍も。

　呼吸の数分の一の攻防でもそれがわかる。

　でもだからこそ、ソウジロウはいまこの場所でこのバケモノを仕留められないことがわかっているはずだ。なのになぜ逃げてくれないのか。なんて頑固な少年だろうとアカツキは思った。思えばこの世界には頑固な男しかいない。トウヤやルンデルハウスといった年少組の少年はとりわけ頑固だ。直なお継つぐは頑固というよりバカすぎて行いを改められない。にゃん太老師も見た目よりも頑固だ。きゅうりをサラダに入れるのがその証拠だ。アカツキの意見に耳を傾けてくれるのは主君のシロエくらいしかいない気がする。

「左手っ！」

　そのアカツキが急停止する鼻先を暴力的な金属の塊が駆け抜ける。

　自身がかろうじて回避した横殴りの一撃を、ソウジロウはアカツキを見たまま、軽やかに回避した。

　アカツキはそれを見つめて、その動きに憧れて、不思議な気分になった。

　ソウジロウは相変わらず底冷えのするような笑顔を殺人鬼にもアカツキにも向けている。

　普段のアカツキだったらきっと逃げ帰るほどの圧力を感じているはずだ。

　でも、そうではないのだ。

　ここにもまた、アカツキ自身がよくはわからない、大きなものがある。ソウジロウはアカツキを威嚇したわけではないのだ。アカツキになにかを与えようとして、アカツキはそれに触れたのだ。

　アカツキはその正体がわからないことに申し訳なさを感じたが、でも、わからないなりに、それがとても大事であるということだけは受け取った。




「ナズナさん。一足先に帰ってください」

「──わかった。ギルドホールで待ってる」

　ソウジロウは無力化されてしまった少女たちをかばうために、勝ち目のない殺人鬼との戦闘を続けていたのだと、その言葉でようやくアカツキも得心した。最後の援護とばかりにアカツキとソウジロウに飛ぶ障壁と撤退の気配を感じながらも、アカツキとソウジロウは猛攻に出る。

　ソウジロウの流れるような攻撃も、アカツキの特技を振り絞った攻撃も、殺人鬼には通用しない。何十もの攻撃を重ねる。この殺人鬼を相手にただ二人でこれだけの長期戦を繰り広げられるということ自体が、いままでの猟奇殺人とは一線を画すのだが、アカツキはもちろんそんなことに気がつく余裕はなかった。

　自分の力が及ばぬままに、でもそれでも必死に刀を振るうだけだ。

　ここで身を挺したからといって、大神殿で復活するような〈冒険者軽い生命〉に、なにが変えられるものか、とも思う。ただでさえ、アカツキはちっぽけで察しが悪く、弱いのに。

　でも、レイネシアはがんばっていると思うのだ。

　気がつけば、せっかく援護してもらった障壁はもうなくなっている。辺りを覆う冷気はどうやら冬の風のためだけではなく、目の前の殺人鬼が発する何らかの範囲攻撃でもあるらしい。直接のターゲットでいつづけたソウジロウのＨＰは残り半分ほど。こうして戦っていられる時間にも、限りがある。

「さて。ボクも先輩の後輩にくらい、少しは贈り物をしないと」

　ソウジロウが意味のわからない言葉を漏らして、構えを改めた。

　それは剣道少女だったアカツキから見ても美しい中段──剣術で言えば、青せい眼がんの構えだった。

「といっても、言えることなんてたいしてないんですけどね」

　あっけにとられるアカツキの前で、なめらかに進み出たソウジロウが一刀を振るう。何の変哲もない一撃。そして殺人鬼の反撃は宙を切る。空振りをしたのだ。

「よく見て、よく聞くこと」

　今度は殺人鬼が骨も砕くばかりの勢いで突き出す一撃。それをソウジロウは相打ちに持ち込む。空中で凍りつくソウジロウの赤い血の中で、離れたふたりがまた接触する。

「強く望み、そのために考え続けること。諦めずに、鍛錬を続けること」

　飛び出したアカツキも、必死で小太刀を振るう。

　とても大事なことなのに、アカツキが大事さをわからないから、壊れてしまう。

　それはとてもよくないことだ。悲しみが胸いっぱいに広がる。

「……ほんと情けないくらいなんの説明にもなってないですけど。これが〝口伝〟のすべてです」

　殺人鬼が腰を中心に回転する。それはまさに小規模な破砕嵐ハリケーンだ。

　まだだ、とアカツキは思う。まだわかっていないのだ。なにかに触れたのに。

　もう少しと強く願った。それはアカツキが普段は持たないような無念の感情だった。

　失われてゆくなにかに対する哀惜の思いだ。

　だが、轟音を上げて迫る刀が、その気持ちごと粉砕せんと振り下ろされる。

　なにかに指先が届きそうな希求の心さえ打ち砕くようなその一撃に、想像もしていないほどの痛みを抱えてアカツキたちは〝死んだ〟。
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　なにも、お茶会が毎回、着せ替え大会になるわけではない。

　天気に恵まれなかったその午前、レイネシアの客室は静かな雰囲気だった。

　お茶会の雰囲気はメンバーで決まるといってもよい。マリエールが来ると一気に華やいで賑やかに。ヘンリエッタのみのときは相談会のような雰囲気に。

　そしてリーゼとふたりのときは瀟しよう洒しやで落ち着いた雰囲気になった。

　今日は〈三日月同盟〉や〈ロデリック商会〉のメンバーはこないようだ。小首をかしげたレイネシアに、そのリーゼがそう教えてくれた。教導部隊を率いる〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉の軍師を迎え、昼食をふたりで食べて、そのまま大きなポットで供きようされたグリーンティーを手に取った。

　窓の外には泣き出しそうな曇天が広がっていた。

　小さなソファセットの向かい側に座る金髪の〈冒険者〉は、その窓から遠くを見るような視線を投げている。

　リーゼというこの女性〈冒険者〉とはそれなりの面識がある。礼儀正しくて穏やかなこの少女は、あのクラスティ妖怪と同じ一門の出身だそうだ。

　ふたりの間には会話らしい会話はない。

　もっともレイネシア自身はそのことをあまり気にかけなかった。レイネシアは本来そういうことを気にする性格なので、はじめは気を遣っていろいろ話しかけたりもしたのだが、この金髪の少女がはっきりと無用の気遣いだと言ってくれてから、無理に会話をしようとはしなくなった。

　かといって、気まずいわけでも話せないわけでもない。話題さえあれば、ずいぶん長い話をすることもあるのが、レイネシアとリーゼという少女の現在の関係だ。

　無言が気にかかるレイネシアではあるが、けっして積極的なお喋りが得意なわけではない。いや、むしろ苦手だという自覚がある。だからリーゼとの関係は、レイネシアにとってはありがたいものだった。

　それに、今日に限っては、レイネシアのほうもそれどころではない心境だ。

〈大地人〉、しかも衛士というアキバの街の法を守るべき存在が、堕落し、冒険者を襲っている。すでに何人もの犠牲者が出た。不思議な言葉を残して街へと飛び出していった小さな知己のことを考えると、レイネシアはなんだかとても辛くていたたまれないような気分になる。

　どうしてこうなったのか、なぜ自分なのかという問いが頭から離れない。

　憂鬱な自分をいらだたせようとしているのかとも思える天気に、眉が曇る。

「こちらの東京は冷えますね。今年の冬は寒くなりそう」

「トウキョウ……？」

　リーゼがぽつりと漏らした言葉に、レイネシアは現実に引き戻された。

　それは古代アルヴの言葉で〝東の楽園〟を示す言葉。レイネシアの生まれ育った場所である灰姫城キヤツスル・シンデレラにも、太古の鋼板にはトウキョウの文字があるという。

「ああ、ええと。マイハマとアキバとシブヤの辺り一帯を指す、〈冒険者〉の言葉です」

　その説明に頷く。

　レイネシアの浅い知識ともそれは合致する話だ。

「リーゼ様の故郷は、トウキョウよりも暖かいところだったんですか？」

「東京よりもというかまさに東京なのですけれど……。ええ、そうですね。冬はこんなに寒くありませんでした。もっともわたしたちは寒さに弱かったため、そのころのほうが厚着をして家にこもっていましたけれどね」

（……寒さに弱かった？　家にこもっていた？）

〈冒険者〉の話すことは急によくわからなくなることがままあった。

　小首をかしげるレイネシアとリーゼの視線が合った。

　リーゼは静かにティーカップをテーブルに戻すと、少しの間レイネシアを見つめた。その視線をどう受け止めていいかわからないレイネシアに、リーゼは初めて見るように穏やかで優しい微笑みを浮かべる。

「わたしが生まれたのは、東京の小さな街ですわ」

「アキバ、ではないのですか？」

「ええ。清キヨ瀬セという街で。こちらでいえば……〈ノビドメ・ディストリクト〉の辺りでしょうか。なにかあるようで、なにもない場所ですわね」

「でも……」

　レイネシアの記憶によれば、〈ノビドメ・ディストリクト〉とは水棲モンスターの生息地であるはずだった。そんな場所に街はおろか、村のひとつもありはしない。

　レイネシアは自分がびっくりしたことに驚いていた。

「リーゼ様は、貴族ではいらっしゃらないのですか？」

　それというのも、リーゼはどこかの貴族の、それも有力な一門の子女だと考えていたからだ。〈冒険者〉は誰もが、平民とはみなせないほどの教育を受けている。その中でもリーゼやヘンリエッタなどは、接していて気品と優雅さを感じさせる貴族だ。表面的な礼節の問題ではない。生まれたときから他者に気を遣うことができる環境で育った、本当の貴族だと思う。

　別に、そうでなかったからといってどうということはないし、平民だから、〈冒険者〉だからと区別をするつもりもないレイネシアは、自分がなぜびっくりしたのかを考えて、その答えに辿り着く。

「ええ、違いますわ。小さな普通の家に生まれて、普通の子どもとして育って、普通の学校に行って」

「……」

「学校というのは、こちらでもありますよね。子どもを集めて学ばせる場所です。わたしの生まれた場所では、地域の子どもは全員どこかしらの学校に入るのが義務づけられています」

　自分は、リーゼのことをなにも知らないのだ。

　アカツキのことも、ヘンリエッタのことも、マリエールのことも、セララのことも、ナズナのことも、ミカカゲのことも、ラーニャのことも、小豆あずき子このことも知らない。

　クラスティのことも。

　つまり、〈冒険者〉のことを、本当は、なにも知らない。

　何度も何度も思い知ったのに、また思い知らされる。自分の無知にレイネシアは羞恥と絶望を覚えるほどだ。

「そうですね……。子どものころは、割とおてんばだったと思います。子ども向けのアニメ……はないですよね。おとぎ話、でしょうか。それにあこがれて、男の子に混じって走りまわったり。もっともそれは十になるころには卒業したのですけれど。……そのあとは、そうですねぇ。背伸びをしてレディになろうとして、失敗して、周りに笑われて。勉強は好きでしたし、得意でした。それをやっていれば褒められるので、得意になっていましたね。もっとも、それが当たり前になるのに時間はかからなくて、やがて褒めてもらえなくなったりもしたんですが……」

「あ……」

　それは、レイネシアにも心当たりがあることだった。

　行儀よくにこにこしていることが得意だった。大人びて賢そうに座っていることが苦にならなかった。褒めてもらうのが好きで、それをやっていたのだ。レイネシアは、父や母と、祖父母──家族が大好きだった。

　いまでは習い性になってしまって、それ以外の対応ができないほど身についてしまっているが、最初はそう、大好きな人に笑って欲しかった。幸せでいて欲しかったのだ。

「わたしは学校では優等生でした。大人受けが良くて、勉強が得意だったせいですね。べつにそれも必死に努力をしていたというよりも、そういう生まれつきというだけのことだったのですが。生まれた街は、大きな病院がいくつもあってお年寄りが多かったんです。ですから子どもよりも大人の視線を意識していたんでしょうね。……そういう意味では、ここに来て〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉に入ってよかったと思っていますわ。思い上がっていたわたしを砕いてくれた人がいます。砕けたわたしにそんなことで終わる必要はないって教えてくれた人がいます。──たくさんの──」

「あのっ」

　レイネシアは強い語調でそれを止めた。

　それを聞くわけにはいかない。

　聞く資格がないのだ。




　強い女性だと思っていた。彼女を貴族出身だと思っていたことや、生まれながらの〈冒険者〉であると考えていた自分を、レイネシアは恥じた。それは結局、リーゼというひとりの少女を理解しようとしていなかっただけではないか。

　そう気づいてみれば、自分の知る世界とは、なんとちっぽけで、狭いのか。

　マイハマの姫として育てられたから世間を知らないわけではない。すぐそこにあるものさえも、あえて見ようとしていなかったから、レイネシアの世界は狭いのだ。

　──レイネシアはがんばっている。

　言われた言葉の意味がやっとわかった。

　それは「ちゃんと見ていたよ」という意味だったのではないか。

　そう言われたことすらも理解できないほど、レイネシアは子どもだったのだ。

「わたしは、マイハマの都で生まれました。一応姫なので、小さなころから乳母に育てられまして……あんまり皆さんのするような遊びというのは存じません。おそらく豊かで幸せだったと思います。綺麗な衣服と豊富な食べ物がありました。命の危険を感じたことはありません……」

　レイネシアは小さな声で話し始めた。

「学問は、教師の方が何人か城にはいました。おそらく〈大地人〉としては標準以上の教育を受けたと思うのですが、リーゼさんたちから見たら、それがどこまで胸を張れるものかはわかりません……」

　何をどう話せばいいのかわからないままにレイネシアは言葉を紡いだ。

　それはリーゼから教わったとおりにつたなく繰り返す、幼い儀式だった。




「わたしも、たぶん家族に褒めてもらいたくて、猫をかぶってきました。その……本当は、すごくものぐさなのです。毎日うとうと昼寝をしたり、日向ぼっこをして過ごしたいですし、難しい話は半分もわかってないのです。退屈なときは、あくびを嚙み殺したりもします」

　思慮深いリーゼにそれを告白するのは、かなりの勇気が必要だ。

　しかしレイネシアはリーゼの様子を窺いはしても言葉を止めようとは思わなかった。あの燕のような少女は、おそらく、この先に飛んでいったのだから。

「面倒くさい儀礼から逃げられると思ってこの街へとやってきました。いまでも、商談をしたり、責任を負ったりするのは苦手です。わからないことに直面すると、泣きたくなります。小さなおにぎりを食べてぼんやり過ごすのが一番似合ってると思います。でも、わたしは……。つまり、姫なので──そうはできないですし、してはいけないとも思いますし。本当は、本当にそうなのかもわからないのですが……」

　上手く言葉になってくれなくてレイネシアは恨めしいような気分になる。

　こんな気持ちすらクラスティならば汲んでくれただろう。

　でも、たぶん、それではダメなのだ。

　それではこの金色の少女との間に、あるいは燕に似た少女との間に、紡ぐこともつなぐこともできない、なにかがあるのだ。

　エリッサの諭すような含み笑いが聞こえた気がした。瞬間的にかっとなって、レイネシアは絞り出すように、彼女にしてはいささか乱暴に続ける。




「たぶん、すごく大事なものはどこかにちゃんとあって、それは大事だから、大事にしないといけないと思うのです。だから、わたしは姫をしなければいけないんだと、その、思います。──でも、いつもわたしの力は足りなくて、だからっ」

「ええ」

「リーゼさんのことも、ちゃんとしたいのです。リーゼさんのことだけではなくて、アカツキさんも。マリエールさんも。じゃないと、リーゼさんに親しくしてもらう資格も、このアキバに住む資格も……守るなんて思い上がる資格も、ないと思うのです」

「〝ちゃんとする〟ですか」

　リーゼはその言葉に小さく笑って、でも、すました顔に照れたような口調を隠して、レイネシアの願いを叶えてくれた。




「そうですね。こんなのは、高校生にもなって、その、いささか恥ずかしくはあります。正面からですもの。……それでは最初のアドバイスです。〝ちゃんとする〟なんて言い方は、難しすぎですよ。友だちになりましょう、レイネシア。わたしは〈冒険者〉ですけれど、よろしければ」

　それはぐうたらな姫が思いもかけないところから贈られた、大事なもののひと欠片かけらだった。


































　　　▼１




　背中を突き飛ばされるように列が動き始めた。

　考え事をしていたアカツキは急かすような人の波に押されて動き出す。なにを考えていたかも霧散してしまった。背の低い彼女は巨大な交差点を陰鬱な気持ちで足早に歩く。

　アカツキの両脇や前後を背の高い黒い人影がうねるように進んでゆく。至近距離から車のクラクションが聞こえた。交差点に鼻面を突っ込んだままの商業車両が身動きできなくなって苛立たしげに鳴らしているのだろう。金属的で甲高い音が響き渡るが誰も気にかけていない。

　あの音が鳴るたびに叱責されたような気分で身をすくませてしまうのは自分だけなのだろうか。早く誰かがなんとかしてあげればいいのにと思わないでもないが、解決したことは経験上一度とてない。周囲を流れる人の壁は威圧的だ。サラリーマン。ＯＬ。学生。さまざまな年齢のさまざまな職種の人々が機械的に歩いて行く。

　声こわ高だかに話す人もいる。携帯電話を口元に当ててがなるように商談を繰り広げている。部下に対して怒鳴る声が怖くて、アカツキは首をすくめた。愛想のいいデートの約束の声。甘えるように携帯電話に向かって話す女性が少しも笑みを浮かべていないことを、アカツキは知っている。

　そう、知っているだけだ。周囲の人々の表情は見えない。このような人混みの中では、アカツキが他人の顔を見ることはほとんど不可能だ。空間が不足しすぎていて、見上げてもよく見えないのだ。

　ただこづくように押され、急かされるように歩き、なぜだかわからないが怯えるような、イライラとするような陰鬱な気分で歩き続ける。

　街中にはギザギザした音が溢れていた。遠く響く緊急車両のサイレンの音。自動車のクラクション。不機嫌な獣のような排気音。みんなが勝手に携帯電話に話しかける集合音は背景で海のようにうねり、ネオンや、あらゆるテンポから流れる音楽が混じり合って、味のわからなくなったピザソースのようにそこら中に塗りつけられている。

　うつむいて歩くアカツキには、流れる音楽も会話も内容を理解することができない。混じり合って耳を圧するばかりで、ときに浮き上がってくるワンフレーズや会話の欠片を捉えられそうになるが、雪崩のような量の情報に押し流されてしまう。そう、それは暴力的な洪水だった。アカツキは溺れてはいなかったが、それはただ単に口と耳目を閉ざす方法を心得ていたからでしかなかった。濁流に吞まれて流されていくという点では、溺れている人とさして変わりがない。

　人の波はアカツキを吞み込んだままガード下をめぐりビルの谷間の坂道を登ってゆく。これだけの人ごみがどこに行くのか？　天を射すくめようと林立するガラスとコンクリートの積層体が地表をうめつくし、彼らはそこへと入って行きまた出てくるのだった。異形の巨人が咀そ嚼しやくと排出を同時に行っているような高圧的な姿がこの街のほとんどすべてだった。アカツキたちはビルに吞み込まれるために移動し、ビルから吐き出されたあとは別のビルに吞み込まれるために圧縮済みの街を彷徨さまよう。

　赤茶色の煤をこびりつかせた植え込みの常緑樹は薄汚れた存在だった。まるで「ここは豊かな自然環境になるよう配慮した意識の高い企業のビルですよ」という、アリバイめいた言い訳に使われるためだけに存在する仮かり初そめの植物。とってつけたとしか言いようのない存在。彼らは踏み荒らされこそしないものの、アカツキが今押し流されている人の波の圧力を年間八七六〇時間受け、もはや取り繕うことさえできずうなだれている。

　アカツキはそれをちらりと一瞥しただけで歩ほを進める。周囲の黒い人ごみの速度にけっして遅れないことだけが、この街に暮らすすべての市民の生存戦略なのだ。その歩調を乱すことはドロップアウトとほぼ同じ意味を持っている。

　アカツキの視界の中ではアスファルトが流れてゆく。うつむいて歩くアカツキの視界では、多種多様な靴に殴打されるアスファルトが主役なのだ。昨晩の雨で流されたはずなのに、もはや汚れて疲れきった路上には、コンビニの箸の折れたものや、得体の知れぬチラシ、ポリ袋、へばりついた銀色だった紙、泥水を吸い込み誰に拾われることもなくなったキーホルダーなどが現れる。それらはもちろん今初めて見かけたものであり、認識するまでもなく雑踏に蹂躙され、歩き続けるアカツキにとっては過去へと流れてゆく。しかし同時に、唯一であるそれらは、何度でも、何度でも、路上に現れる。

　ひとつのポリ袋は当然どこかの店で販売された商品を包んでいたのだろうが、路上に現れるゴミとしてはすでにその固有性を失って久しい。いま雑踏に踏みつけられ無残にちぎれたポリ袋と、五分後にでも現れる袋の間には、もはやあらゆる意味で差異性はないのだ。そしてそれは、誰でも。たぶん、アカツキも。

　時間の流れはとてもせわしないとともにカタツムリのように遅い。突然の豪雨のように不定期に挿入される爆音にも似た広告音楽が、アカツキの気持ちとは無関係にアカツキの時間を切り刻む。それらがペースメーカーになってアカツキの生活を支配する。しかし、なにも考えられないほどに忙しいかといえばそんなことはない。一方的に裁断された細切れの時間の中には勉強も遊びも入れるだけのスペースがないから、必然的に短時間でできることを行うことになる。

　周囲の人間にとってそれは携帯電話に向けて大声で喋ることであったり、スマートフォンで無気力な課金を続けることであったりするようだ。そういった行為に興味のないアカツキにとって、切り刻まれた時間は気のめいるような自己認識の牢獄だった。歯を食いしばってその無為に耐えなければならない。怒りにも似た感情はすでに冷え切って自己嫌悪になり果てている。こうして最小単位に分解された生活を過ごす自分は人間とはもはや言えないのではないか。家畜のようだとアカツキは思う。その証拠にこの場所から脱出する方法を自分は持たない。

　列が一斉に止まった。信号だ。数回瞬いて赤く変わったそれは、同時に直角に交わる側の通行を可能にする。猟師に追われるように急ぐ自動車の群れが耳障りな音を立ててアカツキの目の前を通り過ぎてゆく。ここ都心部では次の信号までの距離が五〇メートルもないことをアカツキは知っている。それが青だったとしても、その次かその次でこの車たちはまた止まることになるのだろう。たかがその程度の距離であるのに我慢できないかのように加速をしてガスをまき散らす車たちの意図が理解できない。運転のできないアカツキにはわからない秘密でもあるのだろうか。

　進路上の空白を嫌うかのように突進する車たちを見るともなく見つめているアカツキは、ひとつくしゃみをした。この街に通うようになってから頻繁にするようになった気がして、鼻をこする。こすったあとにはわずかな後悔が残った。この女性らしくない仕草をいつもやめようとしているのだが一向になおらない。いがらっぽいような酸っぱいような車の排気のせいでアカツキの鼻はいつもくしゃみをしてしまうのだ。

　足早に歩き出したアカツキは人波の先頭に乗るように進む。歩き出した、といっても歩幅が狭いアカツキにとってはどちらかといえば小走りに近い。

　ふと疑問がわいたのは、自分がどこへ向かっていたかだった。こんな苦痛を押して向かっているからには行き先があるはずだ。しかも、待ち合わせか、定刻か、なんらかのスケジュールでそこへと向かっているはずだ。そう──へと向かっていたはずだ。学校。そこは学習施設だったように思う。たぶん大学だ。だがそれがなぜかアカツキの中から消え失せていた。

　混乱するよりも先に失望が襲ってくる。このベルトコンベアーのラインじみた街の中で行く場所がない不安感に押しつぶされそうになる。笑い声。射幸心をあおるようなパレードの電子音。車のブレーキの悲鳴。そして響く山手線の通過音。喉が詰まったように痛み、視界がぼやける。立ち止まりたい気持ちが溢れるのに、他人に迷惑をかけないようにアカツキは必死に歩いた。点滅する信号を渡り、コンビニの前を通り過ぎ、銀行の角を曲がり、見慣れた人混みの中を先へ先へ。ここではないどこかへ。もしかしたらあのポリ袋と同じようにここにいる全員が行き先など持っていないのかもしれない。置換可能なアカツキにも。しかしアカツキにとってアカツキは唯一のアカツキであり唯一のアカツキである証が必要だった。それがたとえどこにもなかったとしても。

　気がつけばアカツキはコンクリートの階段を二段飛ばしで上っていた。寒々とした非常階段はどこかの団地のさびれた風景を思い出させた。非常に馴染みのあるよく見知った光景ではあったが、それは具体性に乏しく、アカツキはそこがどこだかよくわからなかった。重要なのはアカツキが階段を駆け上っていて、それは少しも心躍るモノではなく、逃走の過程であるということだけだった。

　なにから逃げているのかは具体的ではなかったが、それは具体的な想像を行った瞬間追いつかれてしまうことをアカツキが知っているからだ。いってみればポリ袋だ。雑踏に蹂躙され、濡れたようにへばりつき、破れかけたポリ袋が、アカツキの背中に、いや、階段を蹴る足の裏にべっとりと張り付いて、かさかさと音を立てている気がした。耳を澄ましてもそんな音は聞こえない。張り付いているのは間違いだ。しかし、なぜかアカツキは自分の足を見るという、たったそれだけのこともできずに走り続けている。気持ちの悪い切迫感が背骨の上を冷たい針のように撫で回している。

　酸素が少ないかのように呼吸がままならず、息が切れる。間違っていると思うが正解がわからないために間違いである証明もできない。コンクリートの階段を上り、踊り場に飛び出し、慣性を振り切るように身体を傾けて折り返しさらに階段を上る。その繰り返しにはまるでネズミが回し車の中を駆け続けるように徒労の滑稽さがあった。どこからか響くコンクリート掘くつ削さく音おんに追い立てられたアカツキは必死に逃げている。まるでコンクリートの階段そのものが耐えきれないとでもいうかのように。でも、逃げるためにその階段を駆けなければならない。その連鎖はどこまで行けば終わるのか。

　何十個目か、あるいは何百個目かもわからない踊り場に辿り着いたアカツキは、とうとうそれが踊り場などではないということに気がついた。足下がクリーム状の灰色に埋まり、踏み外し、アカツキは排ガスにまみれた雑踏を引き連れて落下した。自動車のクラクション。けたたましいパレード。理解できない話し声。無限に落ち続ける悲鳴と烈風の中で、アカツキは確かにあのポリ袋を再び見たように思った。




　　　▼２




　白い浜だった。

　澄み切った空がつづいている。

　水彩絵の具を軽やかに載せたようなセルリアンの無窮はさざ波に充ちていた。

　アカツキはその浜をひとり歩いた。

　冬の渚特有の人気のない広大な空間にひとりだった。




　さくりともろく崩れる砂にアカツキは畏おそれを覚えた。

　うつむけば自分の小さなつま先がまた一歩。

　穢けがれない純白の中にまたひとつ足跡をつけた。

　遠く遠くで飛ぶ小さな影を見た。海鳥だろうか。




　さくり、さくり。

　耳に入るのは、その小さな足音と、浜を洗うセルリアンの潮しお騒さいだけだった。

　肌寒さにコートをしっかり抱きしめ、アカツキは歩いた。

　ゆっくりと、急かされることなく。

　顔を上げれば水面がキラキラと乱反射をしていた。

　冬の光は熱を持たずただまぶしかった。

　小さな足音と、小さな足跡が、砂浜に細い鎖のように続いた。

　素足がセルリアンにふれるたびに光の粒子が弾けて消える。




　アカツキにはここがどこだかはわからなかったが、先ほどまでの焦燥感はなかった。

　ここは目的地ではないけれど、安全な場所ではあると思った。

　静かな浜辺を散歩するのは心落ち着く楽しい体験だった。

　どれほど歩いただろう。

　水辺に近寄って素足のつま先をセルリアンにふれさせてみたり、くるりと一回転してみたり。

　足跡を蜜蜂のダンスのようにもつれさせてみたり。

　たった一人だったので、真面目な顔をしてアカツキはそんなことをしてみた。

　少し面白くて小さく笑った。

　アカツキに忠実な足跡はどこまでもアカツキを慕ってついてきた。

　それさえも綴られる日記のように楽しかった。




　遠くを見るためには目を細めなければならなかったが、その視界に人影が映った。

　少し困ったように身体を揺らし海を見つめている長身の影だった。

　アカツキは身体が軽いことに驚き、そのあとに自分が走り出したことを知った。

　遠いと思えた距離を驚くほど少ない歩数で駆け寄って、速度を緩めた。

　体当たりをして抱きつけるような自分ではないのだ。

　しかし、それでも慕わしい気持ちに誘われて人影を見上げた。




　アカツキに気がついたシロエは、にこりと顔をほころばせた。

　普段は狷けん介かいな表情をしているシロエが、そんなふうに笑うのを見るとアカツキはいつもとても満足な気持ちになった。

　照れたような、まぶしそうな、ばつの悪そうな。

　目を細めて笑ったシロエは少し迷ったあと、アカツキに向かって目で尋ねて、浜を歩き始めた。

　アカツキは、そのコートの裾を追いかけるように共に歩き始めた。

　シロエは意識的にゆっくりと歩を進めてくれているようだった。

　言葉を発しないその隣を歩くアカツキも同じだった。

　大気の緩く動く音と潮騒だけが響く浜辺には気品のようなものがあった。

　ふたりともその静けさを壊すことをためらった。




（主君の手は大きいなあ）

　二、三度頭をかいて、眼鏡をなおす仕草を見てそう思う。

　その手が白いコートのポケットに入れられるのを見送って、歩調を速める。

　いや、遅いほうがいいのか。

　少し遅れたくらいのほうが、あのコートの裾をつかむ口実になるかもしれない。

　アカツキはそんなことを考えて、口をへの字にした。

　少しも不機嫌な顔を作れていない。

　アカツキは顔を隠すように渚でくるりと舞う。

　キャメルブラウンのコートの裾をふわりと広げる自分はきっと微笑んでいる。

　シロエはそんなアカツキを振り返って少し待ってくれた。

　ふたりは砂糖細工のような砂浜を再びさくり、さくりと歩き始めた。もろい砂が足の裏で姿を変えるのがわかる。やや冷たい風が頰を撫でるがもはやそれは少しも気にならなかった。身体の中心部に確かな暖かさがある。

　アカツキにとってはすべてが物珍しく、楽しかった。シロエの大きな靴がざくりと砂を嚙む。自分より深いその足跡も楽しかった。ときおり訪れる少しだけ強い風に、シロエのコートの裾がはためくのは可愛らしいと思った。

　アカツキのそれと比べれば五倍は大きそうなシロエのポケットに手を入れてみたいとも思ったが、それはさすがにできなかった。その代わり振り返り、シロエと自分の足跡が砂浜の上に続くのを見て満足した。




　アカツキの小さな鼻の上にひんやりしたものがふれて目を丸くした。

　音もなくはらはらと舞い散るのは白い雪。

　少しの冷たさも感じさせないそれは、指先でふれると淡く消えた。

　雪が降ってきた。

　シロエにそう伝えようと見上げたアカツキは、穏やかな笑顔で頷かれて、報告の必要がなくなったことを知った。

　シロエに引き上げてもらったダッフルのフードをかぶり、さらに歩いた。

　疲れは感じなかったがずいぶんな距離を進んだと思う。

　ターコイズの空はますます透明度を増して深い藍色に染まり、天空は宝珠のような輝きを浮かべた。

　きらめきを映す水面はなにもかもを透き通らせ、雪を受け止めて白く揺らめいていた。

「こんなに静かな所だとは思わなかったよ」

　呟いたシロエは足を止めた。

　いつの間にかふたりは小さな入り江に辿り着いていたのだ。

「うん」

　アカツキはいらえを返した。

　本当はもっと気の利いた、もしくは女性らしい答えをしたかったのだが、思いつかなかったのだ。シロエはそれでも機嫌を悪くした様子も見せずに、夜になったはずの海を見つめていた。

　こおん。

　こおん。

　大きなクリスタルをそっと弾いたかのような音が聞こえた気がした。

　巨大な海原のその果てから遠い信号が響いているようだった。

　突然、アカツキの脳裏に新しい認識が生まれたが、それは確認の一瞬の間に霧散した。

　アカツキの中をアカツキではない、透明ななにかが吹き抜けていったのだ。

　自分自身ではないものなのに、その喪失にアカツキの気持ちは悲哀で満たされた。

　そっと励ますように自分の肩にふれた大きな手に、アカツキはシロエも同じなにかを感じたのだということを知った。その表情は険しくはなかったが厳しかった。

　シロエはどこからか取り出したカッターナイフの刃をちきちきと伸ばすと、不器用そうに、自分の前髪の一部を切った。砂色のような不思議な光沢をした黒い髪は一房というよりもずいぶん少ない量だった。

　アカツキはシロエからカッターを受け取ると、自分のポニーテールの先端をやはり同様に切り取った。なぜそんなことをしているかはまったくわからなかったが、それが必要な行為だということはわかったのだ。




　ふたりは、その髪をセルリアンに足下を濡らす海原に投げ入れた。

　どこかで了承するようなクリスタルが響き、はらはらと冷気を持たない雪が踊った。




　それでこの淡い砕片はみんなの思い出なのだとアカツキはようやく理解した。

　死が人の記憶を奪うわけではなく、わたしたちはここに記憶を捧げて再び立ち上がる機会を得るのだと。たとえそれを思い出せなかったとしても、望んで再び立ち上がるのだと、アカツキは思い至った。

「すごいね」

　シロエの漏らした言葉はそのままアカツキの感想だった。

　はらはらと舞い落ちる雪はどれほどの思いなのか。

　どれだけの人がこの浜で決意を新たにしたのか。

　その膨大な数と重さにアカツキはめまいを覚えた。

　そしてそれは約束された正当な権利ではなく信じられないほど貴重な幸運なのだと、わけもなく確信した。

　隣にシロエがいることも。

「アカツキは倒れちゃったの？」

　シロエの言葉にしばらく考え込んでいたアカツキは、やっと頷いた。

　そうだ。

　自分は死んだのだ。

　殺人鬼の刃にかかって。

　それは、いい。

　大神殿で復活できるからというわけではないが、それは、まだいい。アカツキが望んで戦い、そして倒れたのだ。そこに後悔は、ない。

　だが、自身が死んだという認識はアカツキの記憶を呼び覚ました。それはレイネシアの屋敷を飛び出して空を翔けた記憶であり、ソウジロウが示した巨大ななにかであり、彼を守る〈神祇官カンナギ〉のひたむきな横顔であり、リーゼの、ヘンリエッタの、そのほかあの茶会に集まっていた女の子たちの華やいだ、でも真剣ななにかであり……。

　──それで終わりだった。

　なにかとはなんなのか？

　アカツキはそれを〝なにか〟としか言えない自分を知った。

　あの戦いを経て、自分は少しも前へと進んでいないのだ。

　わからないことが悔しくて、申し訳なくて、ただただ泣くことしかできなかった。

　自分はその大事ななにかにふれた。やっと気がついた。でも、それがなんなのか、どうすればいいのかはまったくわかっていない。それがどんなに貴重で重要かはわかっていながら、活かすことができなかった。あれは贈り物だったというのに。

　シロエに説明したかった。

　自分はなにかとてもキレイで、素晴らしいものを見つけたのだと、伝えたかった。

　大事なものがあそこにはあったのだ。確信はできないながらも、それは差し出されたモノでもあったように思う。

　でもそれが具体的には説明できない。言葉にならない。

　締め付けるような後悔に、アカツキはぼろぼろとみっともなく泣いた。

　伝えられないという事実が、大事ななにかを傷つけるような気さえして、アカツキには耐えられなかった。自分が不甲斐ないばかりに、あのギフトの価値さえもくすませるのではないかと恐怖を覚えた。

　あそこには、確かになにかがあったのに。

　レイネシアの瞳の中に。

　ソウジロウの不敵な微笑みの中に。

　死んだことが失敗なのではない。指先がふれたのに手に入れられなかったことが、アカツキの失敗なのだ。

　いいや。もしかしたらそれは、最初から目の前にあったのかもしれないとさえ、アカツキは思った。だとしたらそれを見つけられなかった自分は、無数の失敗を重ねてきたことになる。誰に言われるともなく、アカツキはそれが真相なのだろうと納得した。

　不甲斐なさに再び涙が出た。こんなことだから、なにもできずに死ぬのだ。




「そっか。僕もなんだよね。死んじゃった」

　頭に置かれた手にアカツキが見上げると、シロエは、困ったような、優しそうな笑みを浮かべていた。心配してくれているのだとアカツキはわかった。自嘲するかのように控えめな笑みは、アカツキのギルドマスターが話しかけてくれるときの顔だった。

「主君もか」

「うん」

　そのあと、沈黙が流れた。

　シロエは困ったようにアカツキの頭に載せた手を動かしたが、きっとそれはなにかを喋ろうとして思いつかなかったせいなのだろうとアカツキは思った。シロエはそういう不器用なところがある。アカツキはちっともかまわないのに気を遣ってくれようとしているのだろう。

「失敗した。見込みが甘かった。──信じ切れなかった」

　それは弱音というよりは、自戒のようなセリフだった。

「わたしはわかっていない」

　だからアカツキも弱音を吐かないように応じた。

「不思議だなあ。ここでアカツキに会えるだなんて思わなかったよ」

　低い答えの続きは、無数の雪が落ちてからもたらされた。

　シロエの言葉の意味を考えて、アカツキはびっくりした。

　確かにそれはとても不思議だ。もうシロエにはずいぶんと会えてない。

　そういえば、シロエに会いたかった。

　とても会いたかったのだ。

　シロエに頭を撫でてもらいたかった。

　褒めてもらいたかったことも思い出した。

　それだけにこの邂逅は不思議だった。

　こんな場所で出会えるなんて。

　たったいままで、そんなことにも気が回らなかった。

　シロエと出会えた不思議に。

　アカツキはわからないながらもここが普通の場所ではないと感じている。その奇跡のような偶然に感謝した。

「うん。主君。不思議だ」

　歩いてきたまっしろな砂浜とセルリアンの海を思い出した。

　漂白されたように輝かしい光景の中で、こちらを振り向いたシロエがいた。

　駆け寄って見上げると、大きな手が額を撫でた。

　ただの偶然だ。

　でも、その偶然がアカツキを祝福してくれた。

　他に望むようなことは、なにもない。

　アカツキが届かなかったものは、きっとまだふれたままの場所で眠っているのだろう。

　それどころか、それらは無数にあるはずなのだ。アカツキの見つけられなかった物陰に。いままで探そうともしなかったせいで見過ごしてきた微笑みの中に。

　手に入れてしまった幸運を傲慢にも当然と思っていた。手に入らなかった幸運を存在しないと思い込んでいた。幸運も出会いも助力も、おそらくは世界のあらゆる場所でアカツキに見つけられるのを待っているのに。

「だから、もう一度やろうと思う」

「僕ももう一度かな。──みんなに教えられた」

　アカツキは、シロエのコートをぎゅっとつかんだ。

　足の下でもろく崩れてゆく砂の感触に似て、この記憶は残らないという予感があった。

　だからこそ、コートにしわが残ってしまうかもしれないと思いながらも、強く強く握りしめた。

　おそらくシロエとはまた離ればなれになるのだから、そのコートを握りしめていたかったのだ。だがその願いも虚しく、パウダースノーのような果てのない砂丘は輝きを強めていった。

　汐のひいてゆく音はアカツキが捧げた一房の髪きおくを含んで淡い。

　次第に混交していく群青の天空へとアカツキは落ちていった。




　　　▼３




　大丈夫。

　アカツキは己の手の平に残る感触に頰を緩ませてゆっくりと意識を浮上させていった。

　大丈夫。

　手の平の中には、少しごわごわとした布の感触が残っている。

　大丈夫。

　しかし、うっすらと目を開けたとき、アカツキは自分の小さな手が、目の前でなにかを握りしめるような形で固まっているのを見た。

　さらさらと記憶がほどけていくのがアカツキにはわかった。硬い寝台に横たわったまま、頰を流れる細い涙と一緒に、たったいままでその中にいたはずの夢の記憶が失せてゆく。

　浅い眠りの中に置き去りにしてきたような罪悪感と寂しさを振り切るように、アカツキは固まっていた手の平を拳へと変えて涙をぬぐった。

　アカツキは起き上がり、大理石造りの簡素な寝台に腰を下ろした。

　なぜだか、とても不思議な場所を通り抜けてきた気がする。

　静かで、寂しくて、優しくて、透明な場所だった。

　そこでアカツキは旅をして、出会い、気がついて、立ち上がった。

　なにか大事な話をしたような気がする。できれば一緒に持ち帰りたかった。

　いまでも手の平に感触がするようだ。おそらく。握りしめた布地の。わずかな暖かさと共にそれは急速に薄れていった。夢につきものの記憶の蒸発をアカツキはせき止めようとしたが、それが無駄な努力であることはわかっていた。

　水晶の鐘の音が遠ざかる。

　しかし、大事なものをひとつだけは持ち帰れた。

　おそらく一番大事なものだけは、あそこから持って帰ってくることができたのだ。




　アカツキは身体を探るとすべての装備が失われていないことを確認した。

　寝台から降りて慎重に動いてみる。

〈大災害〉以降、死んだのは初めてなのだ。

〈エルダー・テイル〉の常識から、また〈大災害〉以降の人の噂から、〈復活〉は幾ばくかの経験点ロストと記憶の喪失を伴うとアカツキは知っている。記憶の喪失のほうは今すぐに思い当たることはなかった。

〈記録の地平線ギルド〉のことも、シロエのことも、みんなのことも覚えている。元の世界の記憶だって、家族や学校のこと、子どものころからの思い出、ざっとした部分については失われていないようだ。細かく調べれば忘れたこともあるのかもしれないと思うが、それには多少時間がかかるだろう。

　経験点ロストのほうも、身体に違和感はさほどない。レベルが低下するほどのこともない経験点の喪失は、〈大災害〉以降、身体に倦怠感を残すといわれている。だが、いまのアカツキの実感では、それが経験点ロストによるものなのか、大理石の寝台で寝て身体がこわばったせいなのかは判別が難しかった。つまり、言い換えてみれば、その程度にすぎないということだ。

　改めて周囲を見渡せば、そこは〈大神殿〉の中だった。

　白大理石の部屋にはいくつもの寝台が置かれ、壁は控えめな彫刻で飾られている。

　ここはアキバの街の〈大神殿〉だった。さほど多くはないがゲーム時代もこの光景の中で蘇生したことはあった。アカツキは小太刀の位置を直しながら歩き始める。

　やるべきことはたくさんあった。

　回廊からちらりと空を見上げれば冬の太陽が曇天の向こうにのぼっていた。

　角度からいって昼すぎのようだった。戦い始めたときは夜半だったはずだが、蘇生には半日ほどかかったのか。いや、そんなことはないだろう。おそらく蘇生されたと同時に緊張の糸が途切れて眠ってしまったというところだろうか。だとすれば、身体のあちこちが痛むのもわかる気がする。

　見た目よりも大きな〈大神殿〉のゾーンをアカツキは進んで行く。

　やるべきことがある。

　やらなければならないことがある。

　一度負けたからといって諦めるわけにはいかない。アカツキはいまや自分がどんなに怠惰だったかを思い知ったのだ。全身で戦っていたと思っていた。誰よりも必死だと思い込もうとしていた。そんなのは欺ぎ瞞まんだ。言い訳にすぎない。できることはたくさんあった。本当にしなければならないことをアカツキは遠ざけていた。自分が好きなことだけを必死にやって、それを努力だと思い込もうとしていた。

　ステンドグラスの照らす礼拝堂を抜けてアカツキは決然と進んだ。

　アカツキから見れば広い階段を下りればあっという間にアキバの街のはずだ。

　だが、そこで待っていたのは、アカツキが予想もしていない光景だった。




「大丈夫ですか？　怪我なんて残っていませんか？」

　油断していたせいであっさりと抱きつかれたアカツキは目を白黒させる。そんなアカツキの様子に「かわいぃ～」ととろけるヘンリエッタは頰ずりをしながら振り回した。いくら小柄とはいえ、女子ひとりをあっさり抱き上げるのは〈冒険者〉の腕力だからなのだが、ヘンリエッタはまったくそのことには気がついていないようだ。

「そろそろ起きるのじゃないかと思っていました」

　石造りのスロープの手すりに寄りかかっていたリーゼが声をかけてくれ、その後ろに、もこもこと着ぶくれしたレイネシアが申し訳なさそうに頭を下げているのが見えた。その後ろで腕を組んで不敵に微笑んでいるキツネ耳の女性は、深夜の戦闘で見かけた〈西風の旅団〉の〈神祇官カンナギ〉だ。

「……」

　アカツキは口を引き結んだ。

　どんどん自分の顔が暗く、険しくなっていくのがわかる。

　別にみんなが嫌いなわけではない。

　すべては身から出た錆。いままで同世代、同性の親しい友人を作ってこなかったせいで、話しかける方法がよくわからないだけだ。

　でもやらなければいけないことはわかっている。アカツキは喪うしなわれた夢の中から、それだけは持ち帰ったのだ。だから、自分を腹の上に抱き上げるヘンリエッタの手をきゅっと握った。びっくりしたように口を閉じたヘンリエッタを、リーゼを、キツネ耳の女性を、そして誰よりも困ったような表情のレイネシアを見た。

　地面に降ろされたアカツキはただ単純に頭を下げた。

「ぶしつけなお願いだとは思うが、皆様にすがりたい。〝口伝〟を教えてくれないだろうか。あの殺人鬼を、取り押さえたい」

　びっくりしたような表情をするキツネ耳の女性、そして背後でヘンリエッタが息を吞むのもわかる。レイネシアは沈痛な表情だ。

「〝口伝〟ならばソウジロウ様も使えたでしょう？　ナズナさん」

「ああ。そうだ」

「でも、それでも及ばなかった」

「そうなる」

　リーゼの問いに、キツネ耳の女性、ナズナと呼ばれた大人っぽい容姿の美女はそう答える。

「それでも〝口伝〟を求めるのは、なぜです？」

　リーゼはそのまま話をアカツキへと向けた。

　アカツキは唇を嚙んだ。

　上手く説明できなかった。おそらく、口伝が欲しいがための身勝手なわがままだと思われてしまったのだろう。後悔が胸一杯にひろがるが、他の言い方など、アカツキには思い浮かばなかったのだ。

「アカツキさん」

　でも、そのとき、リーゼと視線が合った。

　おそらくほとんど同年代の彼女は、涼やかな表情でアカツキを見つめていた。

　アカツキには想像もできないような巨大なギルドの一部としてしっかり立っている少女だ。ナズナと呼ばれた女性も、レイネシアも、ヘンリエッタだって、それぞれの居場所で、自分自身が役割をこなす以上に他の人とつながっている。

　アカツキは決意を思い出した。ここで引いてしまったら、いままでとまったく同じだ。自分の全力でぶつかり、失敗し、でも自分は一生懸命努力したと自分を慰めてきたいままでと。それでも、どうしても勝ちたい勝負が、負けたくない一戦が、人生の中にはあるのだとアカツキは知った。誰に強ね請だってでも、みっともなく懇願してでも、越えたい壁があるのだ。

「あの殺人鬼を終わらせたい」

　アカツキは必死に訴えた。でも悲しいかな、口は上手に回ってくれない。

「〝口伝〟だけではない。あいつを止める方法があれば、なんでも教えて欲しい。すがらせていただけないだろうか」

「勝てると思ってるのかい？」

　ぶっきらぼうな問いかけをしたのはナズナだった。〈西風の旅団〉であのソウジロウを最後まで支援していた回復役ヒーラー。長い黒髪と、着崩した和装の〈神祇官カンナギ〉。その問いかけにアカツキはほとんど無策のままに答える。

「わからない。でも、勝っても、討っても終わらない。終わらせるなにかをしなければ終わらない……のだと、思う。終わらせようとしなければダメだ」

　アカツキは伝わらないもどかしさを振り切るように必死に続けた。

　自分の不器用さが恨めしい。

「それにたぶん、主君なら、できる。……から、しなきゃならない」

　疑問を抱いた視線がアカツキに刺さる。

　シロエならできるという言葉にだ。

　もうすでに決心していたとはいえ、アカツキの言葉はのろのろと重かった。

「……主君は、いない。このアキバに」

　それがアカツキと〈記録の地平線〉が守ってきた秘密。

　シロエはいない。〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉が離れたいま、〈円卓会議〉を守るために膨大な作業に埋もれているというのは噓なのだ。シロエはたぶん、シロエにできることをしにいった。それがなんなのかはわからない。わからないけれど、アカツキは留守を頼まれたのだ。

　だから、シロエが守れるはずの災厄からは、この街を守らなければならない。

　約束したのだ。

「ナズナさんはできるのか？　とご質問ですよ」

　リーゼの言葉にアカツキはびくんと怯えてしまう。

　そんな約束はできない。

　保証なんてできない。

　そんなものを求めないで欲しい。

「……一人じゃできないんだ。だから助けて欲しい。助けて、ください」
















　それはアカツキにとっては耐え難い痛みだった。子どもであるということや無力であることを認めるのは身を切られるように辛かった。この小さな身体には所詮その程度の実力しか宿らぬのかと呪いにも似た気持ちが芽生えた。

　でも、アカツキの目の前で、シロエはそれと同じ願いを口にしたのだ。




　ぎゅっと抱きしめられたヘンリエッタの腕の温かさにびっくりするアカツキに、ナズナは毒気が抜けたと言わんばかりのだらけた笑みを浮かべた。

「だいたいそんな話になりそうだって思っていたのさ。ソウジが手を引くって言ったときからね。シロエのところは、意地っ張りばっかりだ。類は友を呼ぶのかねえ」

「半分だけ、合格というところでしょうね。教導部隊基準でいえば、重ねて演習の必要有り、です。現在、我が〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉において確認されている検証過程にある〝口伝〟は八つ──ミロードの許可はすでに得ています。アカツキさんに伝承するように、と」

　金色の髪の少女は穏やかに告げる。

「わたしにも、やらなければならないことがあります」

　押し黙ったままのレイネシアが青ざめた顔で頷いた。

「……本当に、こんなところセルデシアまできて、中学生をやり直すなんて」

　リーゼの小さなため息を合図に、小さくてささやかな討伐隊が組織された。

　しかしアカツキにとっては、とても大きな一歩だった。




　　　▼４




　ミカカゲは小さくおにぎりにかぶりついた。

「おにぎり屋えんむすび」から出前されてくるこのお弁当は〈ロデ研〉では非常にポピュラーな食事である。きちんと統計をとったことはないが、このギルドにおけるランチの半分以上が「えんむすび」から供給されているともっぱらの噂だった。




　ミカカゲの後ろでは、三角巾をつけた愛想のいい〈大地人〉少女が注文札をつけたおにぎりをひとつずつ配っていた。艶のある黒髪が肩の上で切りそろえられ、ころころ変わる表情は可愛らしい。かえでという少女だったか。

「おにぎり屋えんむすび」は二十数名の〈大地人〉で経営されているはずで、その中でも五人ほどの可愛らしい少女はアイドルのような扱いを受けている。〈ロデ研〉ではとくに人気が高くファンクラブも存在するのだ。その少女、かえではクゥデリャとともに人気トップを争っているはずの少女で、理科棟のポスターで見た覚えがあった。

（いや、そうじゃないだろう。いまはそうじゃないってば）

　ミカカゲは眉根を寄せておにぎりにかぶりついた。

　さすがに今日はのんきに可愛いお弁当娘ランキングに思いをはせる気にはならない。

　ミカカゲもこの騒ぎの一端をになっているからだ。もちろん、責任があるわけではない。ミカカゲはいま現在の調査でわかった部分と、その可能性を報告しただけで、事件そのものの責任は、まったくない。だがだからといって心の中のもやもやが晴れることはなかった。

　ミカカゲは、足下から膝の上によじ登ってきた相棒の植物精霊、アルラウネのアリーに小ぶりなおにぎりを渡した。アルラウネは両手でまん丸としたそれを持つと、はむっとかぶりつく。その姿に癒されながらも、ミカカゲは周囲を見回した。




　半円を描くすり鉢状のこの巨大なホールは〝講義室〟という通称で呼ばれている。

　いまはおおよそ八分の入りだ。

　とりあえずランチということになって大半の参加者は荷物から弁当を取り出したり、配達されてきたおにぎりの包みを開けたりしている。

　本来であれば、食堂や外部へ出かける人がもっと多くてもよいのだが、今日は内容面からもその種の動きは鈍い。

　会議は午前も午後もあるのだが、午前の部は会議というよりも、それぞれの研究科の発表会の様相を呈していた。午後もそうだろう。

〈ロデ研〉は大学のようなギルドだ。だから、会議といえば、どうしても研究成果の報告といった様相を呈してしまう。

　階段教室のなかは曰いわく言いい難がたい雰囲気であった。

　けっして明るくはない。落ち込んでいるといってもよいだろう。しかし、ただ単純に失意を抱いているというよりも、その底に動揺と興奮を押し隠してざわめいている感じだ。現にあちらでもこちらでも、同じ専攻のメンバー同士が集まって低い声で話し合っている。

　中には専攻を越えて低い声で議論を続けているグループもあった。

　午前中の発表の中にはそれほどにショッキングなモノもあったのだ。

「いいこともあるじゃんね」

　同じようにオニギリを頰張っている同僚のアオモリが隣から話しかけてきた。

「いいことっていうのかな」

「んー。たぶん？」

　アオモリの生返事を聞いて、少し困ったミカカゲは曖昧に頷く。

　確かに、悪いことだとは断言できない。




　午前中、ミカカゲは発表を行った。

〈ロデ研〉はその組織上、毎月多くの発表会を行う。それはミカカゲの所属する料理部会も例外ではない。しかし、美味しいモノを作り出すという料理部会では発表会は試食会という形式になるのがほとんどだ。ミカカゲは、午前中の発表でエネルギーを使い果たしていた。

　普段資料を使った発表や、口頭での長い論述を行わない〈料理人〉であるミカカゲにとっては、荷が重かったのだ。押しつけてくれた同僚に対して恨み言が渦巻く。

　アオモリを蹴飛ばして、そのお弁当から唐揚げを奪ったミカカゲは、素早くアリーに与えた。

「なにすんだよっ？」

「アリー、おいしい？」

　内気なアリーは、その問いかけに答えず、ミカカゲに隠れるようにはむはむと唐揚げを食べている。その様子が可愛らしくてミカカゲはほっとする。




　サブ職〈料理人〉を持っていない〈冒険者〉でも、少しずつ調理が可能になっていっている。

　ミカカゲが行った報告はそれだ。

　現在この世界における料理法は二種類ある。

　まずは「メニュー法」だ。自分が「記憶」しているレシピに記載された材料を所持し、キッチン設備の近辺で、操作メニューを開く。操作メニューから狙いの料理を選択すれば、料理は完成する。

　どんな料理であれ、製作時間は基本的に一〇秒だ。

　この手法には大きな利点がある。まずその所要時間は明らかな利点だろう。時間のかかる煮込み料理であろうが、発酵食品であろうが、一〇秒しかかからない。

　また、消費される素材の少なさも利点だ。レシピには最大でも五種類程度の素材しか記載されていない。それも調味料を含めてだ。たとえば「肉じゃが」を作る場合、必要なのは、ジャガイモ×３、牛肉×１、濃口醬油×１、の三種類だけである。タマネギもニンジンも必要ないし、みりんも必要ない。もちろん完成品においてそれらは使用されたように見える。無から材料が補給されたかのように。

　もちろん、巨大な──巨大すぎるデメリットもある。それは完成した食品の味が、たとえそれがどのような素材を使い、どのようなレシピで作られたとしても、ふすまのポリッジのような味になってしまうことだ。味がしない味とでもいおうか。食感ももそもそしたエネルギーバーのようで、とても食欲をそそるモノではない。

　もうひとつの方法は「手料理法」といわれているものだ。

　こちらは現実世界と同じように料理する必要がある。レシピという制限は存在せず、味は調理者がその料理の調理法を知っているかどうかにかかっている。材料はすべてそろえなければならず、無から湧いてくることもない。また、素材の鮮度や状態が完成度に影響する。つまりは現実世界の料理とほぼ同じだ。

　どちらの場合も、現実世界と圧倒的に違うのは、調理者がサブ職業〈料理人〉でなければならないことに尽きる。そして、メニュー法であれ手料理法であれ、〈料理人〉のレベルによって制限を受けることが特徴だ。

　メニュー法の場合はレシピに定められたレベルに〈料理人〉のレベルが達していない場合、調理成功の確率が下がっていく。

　手料理法の場合、具体的に必要な〈料理人〉のレベルを見ることはできないが、蒸したり揚げたりといった複雑な技法や、工程数の多い調理は、失敗してしまう確率が高い。

　どちらも失敗すればゲーム時代と同じく「焼け焦げた残骸」か「でろでろした残骸」が残るだけだ。

　サブ職〈料理人〉を持っていない〈冒険者〉は、あらゆる料理に失敗する。たとえ地球においてどんなに料理上手であったところで、サラダを作ることさえできない。それが〈大災害〉以降の常識であったはずだ。




　それが徐々に崩れてきている。

　サブ職〈料理人〉を持っていない〈冒険者〉であっても、いまは簡単な調味や、素材の切断加工が可能だ。いまは、サラダ程度なら作れる。




　なにが起きているのか？　わからない。

　そもそも〈大災害〉すらわからないのだ。この変化の意味などわかるわけがない。

　だがその波及範囲は広大であろうことは予測に難くない。

　いつの間にこんな変化が起きたのか、ミカカゲたち〈料理人〉でさえも断言できない状況にあった。アキバと〈円卓会議〉では、早い時期にサブ職業によるアイテム作成制限に気がついていた。そもそも〈円卓会議〉成立のきっかけがそれだったのだ。

〈ロデ研〉において同種のサブ職同士が部を結成しているのもその発見を基盤にしているといってよい。つまり、ミカカゲの周囲には〈料理人〉しかいないのだ。それもミカカゲを含め全員が高レベルである。また、その常識が知れ渡ったアキバでは、食事というものはギルドの〈料理人〉に作ってもらったり、あるいは〈料理人〉が販売している総菜を購入してくるものであるという認識がすっかり浸透していた。

　だから、この現象がいつ始まったか気がつかなかったのだ。

　ミカカゲたち〈ロデ研〉料理部の最近の調査によれば、ほぼ半数の〈冒険者〉がサラダ程度の調理なら悪くない確率で成功をおさめられるようになっている。失敗した〈冒険者〉であっても、以前とは別の手応えを感じているようだ。

　現象の発生は確認できた。

　しかし、それが各人の意識していない努力の結果、つまり〈冒険者〉の能力が増大した結果なのか、それともゲーム的なプロテクトのほころびなのかはまだ不明だ。同様の現象が〈大地人〉に起きているのは確認した。なにせ、植物精霊のアリーですら可能だったのだ。




　さらに恐ろしいのは、この現象が料理に限らないということである。

　たとえば建築であればサブ職業〈大工〉が、家具製作であればサブ職業〈木工職人〉がそれらのアイテム作成を占有していた。それがこの世界エルダー・テイルであったはずだ。

　しかし、午前中の報告会では、ミカカゲの行った〈料理人〉と同様の報告が散見した。

　建築や鍛冶などは現代人にとって料理ほどなじみのある技術ではないから、調査をするにしてもサンプル数が少なくてはっきりとした確証は得られていないようだが、いくつかの事例から、いままでの経験則が揺らいでいるというはっきりした報告がなされた。

　ミカカゲだけが動揺しているわけではない。

　アオモリだって、会場の仲間だって、〈ロデ研〉の全員がなにかの予兆を感じているのだ。




　ふと静かになってミカカゲは視線を上げた。

　周囲のメンバーも注目するその先に登壇したのはロデリックだった。まだ昼食時間の最中なので、周辺でおにぎりやサンドイッチを頰張る仲間たちが、疑問符を浮かべた表情でロデリックを見つめている。

　白衣を着崩した彼は、普段の穏やかでひょうひょうとした顔に疲れを浮かべて頭を搔くと話し始めた。

「あー。メシ食ってるところをなんだが、待ってた調査の知らせが入ったし、午後からはギアを替えていかなきゃならんっぽいので割り込ませてもらいたい。ランチの時間は一時間延長する。なお、ギアを替えるってのは対策への移行ってことだ」

　対策への移行という言葉にざわめきが走った。

　対策が必要なレベルか、という驚きが半分。どちらかといえば慎重なロデリック自らが積極的な関与を決定したというのが半分だ。

「食べながらでいいから聞いてもらいたい。報告しなければならない事案は三つだ。まず最初に、〈外観再決定ポーション〉およびゲーム時代との性差の件。少なからぬ事例により……というか、ほぼすべての事例により、人格が肉体に影響を受けているという報告は以前したが、どうも、声も影響を受けているようだ。声帯に機構的な役割があるのかないのか不明だけれど、現在女性の身体を持つ〈冒険者〉であれば、その声は、徐々に女性になっていく。たとえプレイしていたのが男性プレイヤーであっても、だ」

　いやに大きな音を立てて、ペンが転がった。

　講義堂はもはやしわぶきひとつ聞こえない静寂の中にあったのだ。

「次は光学観測だ。……あー。この件は、じつは確証がない。改めて測量するがまだ不確定だ。とはいえ、わたしとしては事実だと考えている。アキバの街と富士の間の距離が、増大しているようだ。というか、任意の二地点の間がわずかではあるが離れつつある」

　この報告は、会場の大勢にとって寝耳に水であったようだ。

「すいません……」

　気弱そうなひとりの〈鍛冶師〉が手を挙げる。ロデリックの許可を得てした質問は、その他全員の疑問の代弁だった。

「それは、どこでも、でしょうか？　つまりヤマトが広くなっている……ということですか？」

「そうだと考えている」

　ロデリックの答えに、会場は息を吞む。

「最後の件は、外部から持ち込まれた調査案件の結果だが共有すべきだと考える。……アイテムに設定されたフレーバーテキストについてなのだが、一部のアイテムについては、それが効果を持っていることが確認された」

　ミカカゲは目を丸くした。

　フレーバーテキストが効果を持つ？　どういう意味だろう？

　たとえば、ある魔法の武器があるとする。「ダメージ＋五％、追加火炎ダメージ一八〇～二一六ポイント、【ＳＴＲ】増強＋一五」。これが魔法の力だ。通常の武器の性能に加えて、特殊な効果が付随し武器を強化している。

　それと比べて、フレーバーテキストはこのような文章を指す。「この武器、〈烈れつ火かの豪ごう槍そう〉は古代ウェストランド正規軍が優秀な騎士に与えた槍である。火竜の牙で飾られ炎の力を秘めている。古いにしえのロガ＝ザリはこの槍で部下の勇気を鼓舞したという」といった具合だ。つまりは、アイテムの説明文であり、出自や特徴の解説だ。アイテム鑑定の結果読むことができる情報ではあるが、ゲーム的にはなんの意味もない。雰囲気を盛り上げるためのテキストだ。

　そもそもフレーバーテキストのフレーバーとは香り付けという程度の意味だ。

　効果はない。効果がないからこそフレーバーだ。そのはずだ。

　それに、効果がある？

　ミカカゲは、瞬間的に、それにどういう意味があるかよくわからなかった。

　わからないので、アオモリを見た。

　アオモリもわからないで、不安そうにミカカゲを見返してくる。

　そしてそれは、多くの仲間達も同じようだった。

　ロデリックは一旦目をつぶって深く息を吐き出した。その様子に、いよいよこれは面倒事が起きたのだと、メンバーは覚悟を決める。




「これらは個別の現象だと思わない。この時期こんな現象が無関係に偶然重なるなんて思えないな。つまり一連の事案であると考える。現在、この世界は、継続中の大規模な変化の途中にあると考える。〈大災害〉は終わっていない。この件に関して、最大規模の情報収集をすべきだと提案したい」

　ロデリックの言葉はあっけにとられた講堂の中で反応もないままに転がった。

　アキバの街のほとんどすべての住民は、まだこの変化を知らなかった。




　　　▼５




　アカツキとレイネシアは慌ただしい執務室の中でそろって正座をしていた。

　目の前にはリーゼとヘンリエッタ。周辺では多くのメイドたちがばたばたと動き回り、なぜかナズナが苺いちご大だい福ふくを食べながらくつろいでいる。

　大神殿から直接連行されてきたアカツキはとりあえずという言葉と共に朝食兼昼食を食べさせられたあと、詳しい事情を聞くという流れになったのだった。

　詳しい事情と言われても困ると思ったアカツキが、レイネシアにチラチラ視線を向けていると、ヘンリエッタに促されたレイネシアもアカツキの隣にちょこんと座ったのだ。

　豪華なカーペットの毛足は長くふわふわしているために足が痛いなどということはないし、アカツキは普段から和室暮らしなので正座にはまったく抵抗がない。しかし、レイネシアはどうだろう？　正座にはまったく慣れていないようで、ただ生真面目な表情をしてアカツキを真似ただけのようだった。




「大まかな部分はすでに聞きました。殺人鬼の正体は〈大地人〉。しかも供贄一族。あの戦闘能力は〈動力甲冑〉によるものだということですね。都市防衛用魔法陣が魔力供給を行い、小規模レイドボス並みの戦闘能力を得ている」

　リーゼの言葉に、レイネシアは頭を垂れている。

　どうやら、レイネシアは茶会に集まっている女性冒険者に事情を説明したらしい。

　アカツキはそれにびっくりした。

〈大地人〉が〈冒険者〉を殺す。

　その事態の発覚を恐れたレイネシアはあれほど怯え悩んでいたはずなのに。しかし、アカツキの隣で正座をしながらリーゼとヘンリエッタを見るレイネシアは決意の表情であり、しょぼくれてはいなかった。

　しかしそれも当然かもしれない。アカツキが応援したいと思った〈大地人〉の姫は、考えてみれば、ザントリーフ包囲戦の勇士を募るためにグリフォンの背に乗り大空を翔けたのだ。

「──この事件が発覚すれば、アキバの街の〈冒険者〉と〈大地人〉の関係は悪化する。供贄一族への疑念が高まれば都市生活そのものにひびが入るかもしれない。おふたりはそう考えた。アカツキさんはその事態を憂慮して、殺人鬼の殺害ではなく事件解決を行おうとした。そうですね？」

　アカツキは座ったまま少し考え、こくりと頷いた。

　たぶん、言葉にすればそうなるのだろう。

　深く考えることもなく夜の街に飛び出してしまったのだとアカツキは自覚している。アカツキはただ、レイネシアは間違っていないと誰かに伝えたかっただけだ。殺人鬼を止めれば、それが伝わると感じた。いや、後から考えているからそのように理解できるだけで、あのときのことを正直に思い出せばただの八つ当たりだったのかもしれない。自分やレイネシアのことを理解しようとしない世界に苛立ちをぶちまけただけのようにも思える。

　でも、それを言葉にするのははばかられて、アカツキは黙ったままリーゼを見つめた。

「その考えは理解できます。隠しおおせる事件だとは思いませんが、それでも速やかな解決は騒ぎを鎮める大きな要素になりますから」

「こんだけ被害者でちゃってるしねえ」

　荷物から甘酒を取り出したナズナが、講師然としたリーゼの言葉を混ぜっ返す。

「……〈西風の旅団〉はこの件を公表すると？」

「いんや。ソウジロウは手を引くって言った。うちらは公表も復讐もしない。ギルド内部で言いたいことはあるだろうけど、それはソウジロウがなんとかするよ。うちらはそういうギルドだ。あたしはその尻拭いさ。それもこれも、二人次第だけどね」

「それは……」

「回りくどい確認をせずにとっとと説教すればいいのさ」

　ナズナの言葉に、リーゼとヘンリエッタがため息をついた。

　相手をしていられないというよりは、もう少し手順を踏めとでも言いたげな雰囲気だが、ナズナは一向に気にしていないようだった。見ようによってはだらしなくもある放ほう埒らつな和装の胸元から鎖くさり帷子かたびらに包まれた白い肌をはみ出させ、ソファに寝そべる姿は、きつねというよりも、大きな猫を彷ほう彿ふつとさせる。

　戦闘中の厳しく張り詰めた雰囲気とは一致しない姿だった。だがアカツキから見て、自然な様子に見える。こちらの姿が、本当なのかもしれない。

（でも、本当は〝本当の姿〟なんてないのかも……）

　アカツキの頭を撫でてくれるシロエが本当の主君だと思う。

　でも、書類に頭を抱えているのも主君だし、戦場で増援の手配をするのも本当の主君だ。

　わずかな痛みが胸に走るけれど、ミノリを褒めるのだって、マリエールに微笑むのだって本当の主君なのだ。

　隣にいるレイネシアが、いつもの優雅で儚い様子でもなく、疲れてぐったりした様子でもなく、決意を秘めて真剣な表情でいるように。

　どれが噓ということも本来はないのだろう。

　少しだけ広くて鮮やかになった世界の中で、アカツキは初めてそのことに気がついた。

　本当とは、たくさんあるのだ。

「つまりこういうことですか？」

　ヘンリエッタはアカツキとレイネシアの前で腕を組むと静かに声をかけた。

「自分たちだけでやれると思って見栄を張ったと。本当は相談すべきだとわかってたんじゃありませんか？　アカツキちゃんもレイネシア様も、少しのぼせていませんか？　周囲を、馬鹿にしてはいませんか？」

　ヘンリエッタの瞳はいつものような茶目っ気を宿してはいなかった。

　本当に真剣な表情をしていた。

　アカツキは返す言葉もなかった。そのとおりだったのだ。

　今回の件はまだいい。頭に血が上って飛び出したと言い訳もできる。

　でもいままでずっとシロエの陰に隠れていたのは、言い訳のしようがない。

　結局面倒くさがったり、必要ないと切り捨てたりして、他人と関わろうとしなかった。にゃん太老師や直なお継つぐはともかく、ミノリやトウヤたちといった同じギルドの年少組にすら、言葉を惜しんではこなかったか？

　もちろんその活動をサポートはした。ひっそりとした護衛や、素材の提供。偵察して狩り場を選定するなどだ。しかし直接話し合ったり、一緒に行動したりするのは避けてきた。別にたいした理由があるわけでもなくだ。

　それは自分の役割ではないから、という逃げの言葉を使って。

　うすうすはわかっていた気づきがアカツキを苦しめた。

「いつまで一人でいるつもりですか？　シロエ様さえいればいいなんて甘えだとは思いませんか？」

　責めるようなヘンリエッタの声に、アカツキはうなだれる。

　言葉もない。そのとおりなのだから。

　主君に頼り切っていたから、主君がいなくなったとたんに、なにもできなくなってしまったのだ。主君の頼みくらいはこなしたかったがそれさえもできなかったのだ。シロエが、アカツキにだけ託してくれた使命だったのに。

「この館に通っていたのは、警護のつもりだったんですか？」

　自分の考えていたことに返事をされたような気がして、アカツキは視線を上げる。

「水楓の館に通って、警備体制の一助となるのは、アカツキちゃんだけに与えられた仕事じゃないんですよ。わたしもそうですし、リーゼさんもそうですわ」

　今度こそアカツキは羞恥心と苦しさで真っ赤になる。

　考えてみれば当たり前だ。レイネシアという、いまやアキバの街でも一、二を争うほど重要になった少女に対して、アカツキひとりを護衛とするわけがない。レイネシアのお茶会はシロエの指示だったのだ。そんなもの、少し考えればわかるはずだろうに。

　シロエに頼られていたというのさえ思い上がりだった。

　それが悲しくて悔しくてじわりと涙がにじむ。

　でもいまは泣くべき時ではない。アカツキは確かにレイネシアを守ろうと思った。しかしそれは護衛としてその命だけを守ろうと思ったわけではない。あの日、あのとき、〈大地人〉の代表者として重い責任を担っているこの少女の、その願いと高潔さを守ろうと思ったのだ。

「アカツキさんは、その……。と、とっ」

　なんとも言いづらそうな口調でレイネシアが割り込んでくる。

　しかしそれはリーゼに止められてしまう。

「でも力を借りたい。借りなきゃいけない」

　アカツキは必死に言葉をつないだ。

「ええ、もちろんです。わたしも、リーゼさんも助力します。さっき約束したように。でも、それは、誰に言う言葉ですか？」

　それはアカツキにはあまりにも難しい質問だった。

　誰に？　ヘンリエッタやリーゼに。ナズナに？　ここにはいないミカカゲたちに？

　でもそれは誰なのだろうか。誰に頼ればいいのだろうか。誰かに頼るべき権利など自分にあるのだろうか？

　でも、確かに、そこにはなにかがあるのだ。

　アカツキにはぴったりとした言葉を見つけられないだけで、ギフトがあるのだ。

　アカツキは、あの無くしてしまった夢の中でそれに気がついたはずなのだ。

　夜明けの薄明の中でこぼれてしまったそれがアカツキを苦しめる。

　シロエのコートと一緒に握りしめていたはずなのに、目が覚めれば手の中は空だった。

　夢から持ち帰ることができなかった。

　胸の中にたまらないもどかしさがあった。

　本当は持っていたはずの言葉が出てこなかった。

　胸の中にしっかりとあるはずのそれをみんなに示せなかった。

　アカツキが大事だと、本当に大事だと思っているその想いや願いをみんなに示せるのならば、アカツキは自分の胸を裂いてもかまわないと本気で思った。

　でも胸を裂いてもそれが見えることなんてない。

　不器用な自分の不甲斐なさに、アカツキの表情は歪み、涙がこぼれそうになった。




「アカツキさんは、友だちですっ」

　リーゼの拘束を振り切ったレイネシアが怒ったような表情で言い切るのを、アカツキはきょとんとした表情で見つめた。

　アカツキの中で、なにかが埋まる。

　それは握りしめ損なった言葉であり、アカツキが気がつかないふりをしていた扉であり、その扉の鍵だった。

　絶対にそれを口にしないだろうと思われた銀色の姫からもたらされたその言葉が、アカツキを温めて、強くした。

「レイネシアは、がんばってる。から、助けたい。みんなを……みんなで。その……友だちだから……」

　上手く言葉にならなかった。

　恥ずかしさと、無力感と、沈鬱な気持ちが身体中に溢れている。

　それでもやらなければならないという強い意志もまた、ある。

　そのもどかしさを打ち破るように、アカツキは半歩を踏み出した。

　一歩とはとても言えないような小さな前進をした。

〝友だち〟という言葉は、口の中で躊躇いと共にかすれそうだった。

　アカツキの中で緩やかな理解がつながった。

　穏やかな笑みを浮かべてどこか遠いところにいるようなレイネシアも本物だが、アカツキの隣で怒っているレイネシアも本物なのだ。いつもアカツキをオモチャにするヘンリエッタも本物だが、アカツキをしかりつけているヘンリエッタも本物なのだ。〈大地人〉の着るドレスを念入りに検分しているリーゼも、戦闘指揮官の横顔を見せるリーゼも本物なのだ。

　ちゃんと正面から見れば、アカツキの周りには、アカツキを気にかけてくれる人がたくさんいるではないか。

　アカツキが格好悪くなってもニセモノにはならない。アカツキが許せないアカツキも、やはり本物のアカツキなのだ。

　失敗して凶刃に倒れたアカツキを、心配してくれた人がこんなにいる。

　リーゼが中学生と言ったのもわかる気がする。まさに中学生レベルだ。こんなことを今更学ぶなんて、ミノリ以下だとアカツキは思う。でも、そこに肺はい腑ふをこがすような焦りはない。ミノリ以下なのはおそらく本当だ。それに、いまは目の前に心配してくれた人がいる。




「わかりました。では、策があります。この事件を終わらせるための。〈円卓会議〉に要請して夜間外出禁止を取りつけました。三日後、あの殺人鬼を、仕留めましょう」

　リーゼの言葉でアカツキは胸が緩むのを感じた。今度こそ、間違わない。




　　　▼６




　ヘンリエッタは階段の踊り場からアキバの街を眺めた。

　街の木々の多くは落葉樹だが中には常緑樹もある。灰色の廃墟に緑のアクセントが目に優しい。〈三日月同盟〉の本拠地はこのギルド会館の中にあるので、景色そのものは見慣れたものだ。しかし、いまはその高度が違う。

〈三日月同盟ギルドホーム〉は会館の五階にある。この踊り場は一〇階。同じビルの上層部、つまり〈円卓〉を目指しているのだ。

　ヘンリエッタはそのまま歩を進めた。エレベーターの死に絶えた高層ビルを毎回昇り降りするなんて現実世界で考えれば苦行そのものだが、〈冒険者〉の肉体は高性能だ。木箱を抱えたままでも、苦もなくその往復をこなす。

　コンクリートが剝き出しになった階段の寒々しさもたいした問題にはならないままに、目的のフロアまで辿り着いた。

　ヘンリエッタは顔見知りの〈大地人〉の娘に挨拶して〈事務局〉に入る。ここは〈円卓会議〉の中枢だ。真の〈円卓会議〉は、アキバを代表する一一のギルドの長による会議を指すが、そこで決定された計画を管理するのはこの〈事務局〉である。

　一応曲がりなりにもアキバの方針決定に与あずかる一一のギルドにそのためのスペースも与えないのはまずいだろうという声が大きく、〈事務局〉の中には、一一ギルドのそれぞれにひとつずつの執務室も与えられている。もっとも、一一ギルドのほとんどはアキバを代表してもおかしくないほどの大型ギルドだ。ほとんどのギルドマスターは自分たちの本拠地内部に執務室を持っているし、そこでさまざまな作業を行っているはずである。それは中堅ギルド〈三日月同盟〉も同じで、マリエールの趣味を反映したファンシーな執務室を持っている。

　そのため〈事務局〉に用意されたほうの執務室には留守番を置いて連絡場所とするといった使用方法が一般的だ。が、あいにく〈三日月同盟〉にそこまでの人員はいない。そこでヘンリエッタが定期的に訪れ、溜まった資料や信書を整理しているというわけだ。

〈事務局〉では多数の〈大地人〉スタッフが働いている。

　単純な事務作業を委託するという目的もあるし、一緒の職場で働けるかどうかの運用試験という目的もあった。彼らに連絡役も頼めばいいのかもしれないが、現在は見送られている。そんな仕事を振らなくても、アキバに存在する数百のギルドに対する連絡や交渉など、〈大地人〉スタッフの仕事はいくらでもあるのだ。

　彼らに挨拶したヘンリエッタは執務室に辿り着いて、うめき声を上げる。書き付けがまたもや執務机から溢れていた。いつものことだが、見ただけで滅入ってしまう。十一ギルドの中でも比較的楽をさせてもらっている〈三日月同盟〉でさえこれなのだ。他のギルドのことは考えたくない。




　ヘンリエッタは手早く書類を分類しながら運んできた木箱に流し込んでゆく。莫大な分量に見えるが、ほとんどは報告と確認書類だ。ギルドハウスに持ち帰るまでもないようなものは、確認済みのサインだけをして備え付けの決裁箱に放り込む。

　そんな単純作業をしながらここ数日を振り返った。

　あの日からの動きは早かった。

　めざましかったのはリーゼの指揮ぶりだったが、他の参加者も負けてはいなかった。考えてみれば、ナズナやキョウコ、小豆あずき子こといった人たちは、女性ながらも〈大災害〉以前は大規レ模イ戦闘ドに参加してきているのだ。組織的な行動はお手の物だったろう。

　レイネシアの居間は臨時の作戦本部となり、リーゼがギルドから持ち込んだ執務机が設置された。あちらだって、ここに劣らない修羅場になっている。膨大な書き付けのメモが修正、清書される過程で溢れ出すのだ。現代地球のペーパーレス環境で育ったヘンリエッタをはじめとする〈冒険者〉には頭の痛い光景だった。

　対殺人鬼の作戦は参加者たちによって「捕縛作戦」「奪還作戦」などと呼ばれている。

　レイネシアの館を作戦本部とする性質上、参加人員はレイネシアの茶会に招かれた女性だけであった。ヘンリエッタやマリエールももちろん参加している。




　中心人物は二人。アカツキとレイネシアだ。そしてその中心人物は二人が二人とも、こういう運動には不慣れであるばかりか向いてもいないようだった。初めての出来事の連続に目を丸くして右往左往している。発起人として中心にいるふたりだが、集団行動という意味では頼ることができない。そこで実際の管理実務は、リーゼとヘンリエッタが取り仕切っている。

　そうせねばならなかったのだ。

　整理に嫌気が差したヘンリエッタは革張りの一人掛けに座ると天井を見上げた。執務室には呼ばない限り〈三日月同盟〉以外のスタッフは入ってこない。普段の彼女からすれば気の抜けた姿勢になるのも仕方がないだろう。

　ギルドにいてはマリエールをはじめとした明るくも騒々しいメンバーに囲まれて考え事も満足にできない。ヘンリエッタは眼鏡をそっと押し上げると、静かにため息をついて、愛用の小型パスケースから一枚のカードを取り出した。

　飾り気のない書体で数行の文字が書かれただけの素っ気ないカード。

　このカードは銀行口座だ。

　ギルド会館にも併設されている〈エルダー・テイル〉唯一の銀行組織の口座を示すカード。いままでは存在しなかったアクセスカードである。

〈大災害〉以前、〈エルダー・テイル〉はゲームだった。そこで言う「銀行」とは地球世界のそれとは違う、プレイヤーの現金やアイテムを預かるための非営利組織である。いや、非営利組織ですらない。それは「ゲームの機能のひとつ」だった。

　ゲームのキャラクターは、キャラクターとして生まれた瞬間、つまりゲームを始めた瞬間に自動的に「銀行」の口座を持つ。開設手続きなどは不要だ。ギルドも同じく、結成された瞬間にひとつの口座を持つ。それは自動的なプロセスであり、開設に手間がかかることもない代わりに拒否することもできない。それはそういうものなのだ。当然カードも通帳もありはしない。ゲームシステムはそんなものなしに個人を絶対の精度で識別し、管理を行えるのだから。

　しかし目の前にあるカードは違う。

〈円卓会議〉に存在する三つの委員会が所持権を持つ予定の三枚のカード。そのうちの一枚。それは個人でもギルドでもない口座を表している。おそらくこのヤマトにおいて〈冒険者〉が考えもしなかった可能性である。

「……これのために静かにしていたい時期なんですけれどね」

　ヘンリエッタはカードをくるくると指先で回し、目をつぶった。

　シロエがアキバにいないことに、ヘンリエッタはうすうす感づいていた。はっきり告げられたわけではないが、彼女がシロエから頼まれた依頼──このカードの管理を考えれば予想はつく。

　このカードはまだなんの意味も持ってはいない。その口座に現金は入っていないし、どのようなアクションとも結びつけられていないからだ。現在は設定されたひとつのアカウントにすぎない。

　しかしその将来における可能性は目もくらむばかりである。

　そのことがヘンリエッタにはわかる。どのように使うのかを考えただけでうっすらと寒気さえ覚えるほどだ。

　この口座の件がおおっぴらになっていないのは、このカードが現在のところはまだ無意味だからである。つまりは可能性を検証する段階であり発表時期ではないということだ。少なくとも、ヘンリエッタはそう説明を受けている。その一方で説明されていない事情もヘンリエッタは察していた。

　シロエはおそらく情報漏ろう洩えいを念頭に置いて発表を避けた。

　彼がアキバにいないということを隠していたアカツキの行動もそれを裏付ける。

　クラスティやシロエ、ミチタカは、「今後発生する可能性がある問題」を考えている。そしてその問題の中にはおそらく「敵の存在」がある。悪いことにそれは〈円卓会議〉の内側をも想定しなければならないと、彼らは考えているのだ。

〈PlantHwyadenプラント・フロウデン〉が西にあってアキバを観察しているのをヘンリエッタは感じている。少数派ではあるけれどその名を耳にするようになってきた〈望郷派オデツセイア〉も不気味だ。

（十分なだけ死ねば地球に戻れるだなんて……）

　彼らの訳のわからない主張にヘンリエッタはため息をつく。中小ギルドの会計係には重すぎる悩みだ。背負えるわけがない。しかし、では誰が背負えるというのだろう？　シロエなら背負える、と任せるのは簡単だ。しかしそれでいいのだろうか？　ヘンリエッタから見れば、シロエは年下なのだ。

（そう。年下なのですわ。あの真っ黒様は。まったく）

　シロエは別にヘンリエッタに個人的な興味はないだろう。彼がなにをしているにせよ、それはヘンリエッタのためにやっていることではない。でも、いまそれを「シロエなら背負えるから」と他人事のように切り離してはいけない気がする。それはシロエを諦めることに他ならないと感じるのだ。

　そう考えている自分は、やはり殺人鬼の件にも関わる必要があるのだとヘンリエッタは納得した。

　リーゼが戦闘面でアカツキを補佐するのならば、ヘンリエッタは別の角度からこの件に関わるべきなのだろう。強情なシロエに援護射撃を送る。そのために一肌脱ぐのは悪くないとヘンリエッタは思った。

　氷の宮廷でシロエと踊ったあの舞踏会から、自分はシロエの援護をするのが嫌いではないのだなあ、そうヘンリエッタは思う。それは自分に似合っている。アカツキやシロエを陰から応援することが。

　リーゼはアカツキの鍛錬とメンバーの連携訓練を行っている。

　夕暮れまでは〝口伝〟の修練。アカツキだけではなく数名の希望者も一緒だから、〝口伝〟に関する情報も少しは広まるだろう。

　そのあと夕食をとってから合流して打ち合わせた後、アカツキやリーゼたち戦闘組はアキバの街に散る。広域を監視して殺人鬼を捕捉するためだ。

　アカツキとナズナから詳しい状況を聞いたリーゼは、「殺人鬼は数日の間は出ない」と判断したようだ。ヘンリエッタもそれには同感だったし、その時間はありがたいことだった。ソウジロウとアカツキによる猛攻を受けた殺人鬼はいままでにないダメージを受けているとのことだった。その怪我を癒すためには多少の時間がかかるだろう。〈冒険者〉でない以上、その時間は一晩というわけにはいかないはずだ。

　ヘンリエッタは〈円卓会議〉にかけあって、アキバの街の夜間外出禁止令を取りつけた。

　被害を遮断し、犯人を釣り上げるため──リーゼと話して決めた策略だ。警戒をするアカツキたちは明け方までのパトロールを続け、日の出と共に短い眠りにつく生活を送っている。

　ヘンリエッタも仕事をするべき時期なのだろう。

　説得しなければならない人物のリストを頭で組み立てながらヘンリエッタは立ち上がった。執務机の上の書類は分別もせずにざっくりと木箱に流し込み、念話で飛ひ燕えんを呼び出す。

　まずはミチタカ。カラシン、次いで一一ギルドの面々。この説得作業はシロエの作戦に対する煙幕にさえなるだろう。どこまでシロエが予想しているかわからないが、ヘンリエッタは少しだけいじわるな気持ちになって微笑んだ。




「シロエ様の予想どおりにいくとは限りませんものね。とくに──女の子たちの決心は」
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　粘着質な闇の中でひとりの男が身じろぎをした。

　軋む身体を泥濘ぬかるみの中からゆっくりと引き上げる。

　どこからかちょろちょろと汚水の流れる音がした。下水道とはいえ、それは地球世界の現代東京のそれとは違う。男がねぐらとしたこの周辺は、指の幅よりも細い汚水があちこちを走る地下迷宮にすぎない。

〈冒険者〉から奪った古着を乱雑にまとめただけの寝床から起き上がった男は、腹部に指を這わせる。ざらりと指にまとわりつく錆のようなものは乾いた血液だ。ズタズタに裂けた漆黒の外套の中で、熱を持った傷口はすでにふさがっている。

　──どうやら傷は癒えたらしい。

　仮面にも似た鉄兜の内装が淡く光る。暗視能力を与える魔法効果だ。

〈動力甲冑ムーバブル・アーマー〉は上じよう古この時代より続く不破の魔法具。魔法の品マジツクアイテム、魔法文明の遺物アーテイフアクトという言葉さえなまぬるい、幻想の忘れ形見フアンタズマルである。

　その能力はいま現在の〈大地人〉文明や〈冒険者〉の魔法文明、いや供く贄にえ一族のそれさえも凌りよう駕がする、失われた技術の結晶だ。

　淡い緑の視界の中で男は自らの身体を検あらためる。

　傷は癒えた。

　男の身体能力は高い。〈動力甲冑〉は全身の運動機能を飛躍的に向上させるが、その中でも体力に関しては群を抜いている。ＨＰという言葉にすれば、未装備時の三倍以上に達するだろう。しかしその一方で回復能力はそこまで強化されないという特徴があった。そもそもダメージを負うという状況は前提に入っていないのだ。〈動力甲冑〉の防御能力ならばほとんどの攻撃を無効化できる。ダメージを負わないのであれば回復能力はいらない。今回の負傷は〈動力甲冑〉の意外な弱点を露呈させた出来事だといえる。それは男にとって小さくない屈辱であった。

　だがいまや男の武力は〈動力甲冑〉のみではない。

　長身の男の手にあってはやや小ぶりにさえ見える〈霰せん刀とう・白魔丸びやくまる〉が手の中でカタカタと鞘を鳴らす。

　氷壁の英雄ルグリウスが用いたというこの霊刀は、持ち主に英雄の資質を授けるのだ。その力は、白魔丸に血を吸わせれば吸わせるほどに身体に馴染んでくるようだ。優に二回りほど太くなった腕の筋肉がそれを物語っている。鞘を鳴らすこの霊刀はさらなる贄にえを求めているのだ。




　男は闇の中で低く唸ると、ねぐらを振り返りもせずに離れる。

　そもそも男にとって、この下水道が本拠地であるとか拠点であるという意識は薄い。ほどほどに身を隠せて雑音がなければそれでいいのだ。この地下空洞は崩落した階層の先にある空間だ。空気の流れはあるから地上とどこかではつながっているのだろうが、男の知るかぎり、人の出入りができるほどの通路はもはや残ってはいない。転移を使用できる男にとっては不便ではないが、普通の〈大地人〉や〈冒険者〉が侵入しようとすれば大規模な土木工事が必要となるだろう。

　男は脳裏にアキバの街を思い浮かべた。長い間守護してきた街だ。その構造は頭に入っている。最近では〈冒険者〉によるビルの改築や拡張が相次いでいるが、街路の基本は変わらない。

　記憶していた転移先のひとつに男は跳んだ。

　途端に男の周囲を吹き抜ける大気が包む。

　男の身体を凍りつかせようと冬の夜風が叩くが、〈動力甲冑〉の冷気耐性レジスト・コールドに阻はばまれて、それはまったく痛つう痒ようをもたらさなかった。むしろこれからの宴を予感させる上等の食前酒であった。

　今にも崩れ落ちそうな廃墟から、男は人気のない路上商店の群れを見下ろす。

　闇の底に灯るいくつかの明かり。儚はかなく頼りないその明かりを見ると、男は笑みを抑えることができないのだった。歓喜に身をわななかせた男は猫背の身体を最大限に乗り出して舌なめずりをする。

　昼の光と騒がしさが去ると、アキバの街は静まり、闇の底にじっと身を横たえる少女の姿を見せる。昼間はやたらに意地を張った高慢な女だが、夜の闇の中では兎のように怯おびえた娘にすぎない。




　瘦せた男は刀を鞘から引き抜いた。

　凍えるような冬の冷気が彼の周りで渦巻き、ぬるくなる。

　自分の魂が結晶化していくような苦痛と歓喜の中で、男は歪んだ笑い声を上げた。

　冬とは男のことだった。

　凍てつく冷気が男そのものだった。荒れ狂う吹雪が寒さを感じないように、男は夜の闇の中で黒い外套を脱ぎ捨てた。

　はるか足下に広がるアキバの街の灯を受けてうっすらと浮かび上がる男のシルエットはアンバランスな形状をしていた。瘦せた身体は引き締まっているが、筋肉らしい筋肉が浮かんでいるわけでもない。その身体に張り付くような黒いタンクトップと、革製のズボンをつけた男は、膝と肘から先にだけ金属製の鎧──籠こ手てと具足をつけている。まるで他人の物のようにサイズ違いなそのパーツ。黒い怪け鳥ちようのように街に落ちてゆく穢けがれた外套を脱ぎ捨てた男は、凶悪に鍛え上げられた兵器だった。

　巨大な金属の殻の中には魔力蓄積と衝撃緩和を兼ねた、茶灰色の繊維がみっしりと詰まっている。魔力繊維は魔法陣からの魔力供給を受けて音もなく駆動を開始した。男の手足にいくつもの障壁が発生して、身体の外部に力りき場ばを展開させる。

　北国の凍てつく平原で巨人と戦った記憶が男の中でよみがえる。

　それは男の、アキバの〈大地人〉の記憶ではない。

　英雄ルグリウスの記憶だ。

〈古来種〉として、〈イズモ騎士団〉として、ルグリウスは戦った。ススキノの人々の笑顔を守るために一〇〇年にわたり邪悪な巨人を退けた。オウウの深山にある〈翡翠の庭園ジエイド・ガーデン〉へと彼らを追いやり、封印まであと一歩にこぎ着けたのは、エッゾの英雄であるルグリウスの手柄である。

　その強烈な自負心が、荒れ狂う氷雪のように男の中で吹きすさんでいる。

〝春はる楡にれの娘〟ストゥイナウが裏切りさえしなければ、彼女が卑劣な毒を用いてルグリウスを謀殺さえしなければ、彼は〈古来種〉たる不老をもって未だに北の地で英雄としてまつられていたはずだ。あの儚げな娘の裏切りさえなければ。

　すべてを凍てつかせるような憤怒が荒れ狂うと、刀の鯉こい口ぐちから雪片を含んだ風が漏れる。霊刀が男の怒りに呼応して呪じゆ氷ひようの魔力を振るいたがっているのだ。

　多くの民たみ草くさを集め、跪ひざまずかせ、その生命を我が物にしたいと、ルグリウスの怨念は叫ぶ。




　男は頭を振った。

　ルグリウスは自分ではない。

　自分は〈大地人〉、供贄一族。アキバを守る誇り高い守護者。しかしその栄誉を与えられぬまま、人モドキの自動機械として蔑さげすまれた者だ。〈冒険者〉をも超える能力を持ちながらも、その地位はよくて警備装置、実質は街の付属品程度にしか扱われぬ、狗いぬの一族。まさに贄に捧げられた奴隷の一族の戦士。

　男は自らの境遇を辿り、そこに燃え上がるどす黒い怨えん嗟さを見た。その怨嗟が純白に凍てつく憤怒と絡み合う。そのとおりだ。だからこそ己はルグリウスに選ばれたのだと男は思った。

　自分を裏切った人間を、春楡の娘を壊し尽くしてやるために。




　ためらいも見せずにビルから落下した男は、特になんの工夫もなく足から地面に激突した。男が身に纏う障壁はたかだか六階程度の落下では揺るぎもしなかった。ましてやアキバの街路のほとんどは石畳ですらない。苔むした根の這う柔らかい黒土だ。捻ひねくれた枝や木の根を砕くように着地した男は、気配が希薄なことに気がついた。

　獲物がいないのだ。

　殺人鬼は胡う乱ろんに思った。逃げたのか、とも考えた。

　卓越した戦闘能力を持つ殺人鬼だったが万能なわけではない。不得手なことは無数にあり、そのひとつが索敵であった。そもそも一族の〈衛士〉は保安施設に常駐するのが通常の勤務形態である。保安施設が街中の犯罪を感知した時点で、〈動力甲冑〉をまとった〈衛士〉が現場へ急行し、犯罪者の捕縛を行うのだ。

　感知や索敵は保安施設の持つ能力であり、〈衛士〉個人が備えているものではない。当然上古の魔法装備である〈動力甲冑〉にもそれらを強化する能力はなかった。

　それゆえアキバ全域を把握できるほどの感知能力を持たない男ではあったが、だからといってこの夜は人気がなさすぎた。日が暮れるとともに就寝するのがこの世界の常識ではあるが、アキバでは趣が違う。その戦闘能力の高さからか、〈冒険者〉は〈大地人〉に比べて就寝時間が遅い傾向にある。夜行性の怪物に対する自衛能力が彼らにはあるからだ。

　そのためか〈冒険者〉の街アキバでは夜遅くなっても〈冒険者〉の姿が完全に路上から消えることは稀だ。男が今まで霊刀の贄としてささげてきた輩もそのような者たちであった。

　しかし今は、その気配がない。




　男は苛立たしげに白魔丸を振った。渦旋状の吹雪が放出され、茨の茂みを凍てつかせる。それを蹴りで砕きながら男は犠牲者を求めて、中央通りを北上した。

〈動力甲冑〉の転移能力はあくまでアキバの街というゾーンに対応したものである。

　街の地下に構築されているとされる古代の魔法陣が鎧に転移の魔力を授けているのだ。だからもしアキバの〈冒険者〉たちが街の外へと避難しているのならば、街の外まで追ってゆくわけにはいかない。

　また、この転移にはゾーンを越境する能力はない。

　隔離された閉鎖空間は時にゾーンと呼ばれる小型の結界を形成する。たとえば宿屋の部屋などがそれだ。ベッドをふたつも置けば精一杯の狭い空間は、扉の存在により「個別の空間」となり、呪術により外界と断絶される。アキバの街の中にありながら、アキバの街であるとはみなされないのだ。

〈冒険者〉たちが利用するギルドホールという魔術設備も同様だ。黒曜石のようなビルの中にある数多の本拠地は、そのすべてが個別の空間として機能するという。〈冒険者〉が建て直したビルの多くも、今では個別のゾーンとして利用されている。

　このような空間に対して、男は転移をもって侵入することができない。直接足を運んでも、ゾーンの呪術は出入り可能な人物を厳密に識別、排除する。

　ゾーンに立てこもった獲物を狩ることはそれゆえ難しいのだ。

　男は片手で己の喉を押さえるようにつかみながら、くつくつと笑い声を立てた。

　つまりは籠ろう城じようではないか。

　英雄たる男の武威に怯えた〈冒険者〉どもがとうとう音ねを上げて引きこもったのだ。男は笑い声を漏らしながらも獲物を求めて彷徨さまよった。路地を覗き、看板を砕き、手に持った霊刀を振るうのが楽しくてならないように。それは本人は決して認めないだろうが、まさしく血に酔った殺人鬼の行動だった。




　男はさほど待たされはしなかった。

　進路を遮るように小柄な影があらわれたのだ。

　瘦身の口が三日月型に歪む。

　なんて小さな、柔らかそうな肉だろう。

　椿つばき油あぶらのほのかな香りをたなびかせて自分に向かってくる影を殺人鬼は迎撃した。氷雪の刀がうなりを上げて生け贄を求める。英雄の憤怒と飢餓をこの街に叩きつけるのだ。
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　打ち合わせた手応えにアカツキは気を引き締めた。

　相手は怪物だ。微塵の油断もできない。いや油断もなにも、自分が敗北する可能性のほうが高いことをアカツキは深く理解していた。

　そもそもアカツキは敵の攻撃を引き受けることに特化した戦タ士ン職クではなく、ダメージを与えることに特化した武ア器タ攻ツ撃カ職ーなのである。

　今回の作戦においてもアカツキがこのポジションに入る優先順位は三位である。つまり、アカツキよりも直接交戦に向いた人材があと二人、上にいるのだ。

　にもかかわらずアカツキがこうして殺人鬼と直接刃を合わせることになったのは、半分は偶然だ。アキバの街は二キロメートル四方の面積を持っている。広くはないが、決して狭くもない。ましてや、どこに現れるかわからないこの殺人鬼に対して警戒網を構築するには、ひとつの部隊では少なすぎる。しかし大量の人員を投入できない事情もあった。

　そこでレイドリーダーたるリーゼが選んだ作戦は、小隊による哨戒だ。三～六名程度のメンバーによる分散行動により、薄いが広い網を張る。

　もうひとつの理由はアカツキのサブ職と交戦経験にある。アカツキのサブ職〈追跡者〉には気配探知や索敵など、広範囲の状況を探る特技が何種か存在する。アカツキひとりの探知できる範囲は、小隊四つに匹敵する。アカツキが殺人鬼を発見できたのは偶然だが、それだけというわけでもない。




　無言のままにアカツキは左から刃を放つ。

　夜を上下に両断するような銀光を放ち〈クイック・アサルト〉。その程度の攻撃でヤツを仕留められないことがわかっているアカツキは、切りつけた余勢を駆って身を投げ出す。〈クイック・アサルト〉の特性により上昇した脚力と敏捷性で殺人鬼の脇に安全地帯を見いだすためだ。

　だが背中に跳ね上げた小太刀にぞっとするほどの冷気と衝撃が弾ける。

　わかっていたとはいえ苦いうめきを漏らしたアカツキは前方に回転しながら身を起こした。

　相手の死角に飛び込んだと思ったのに、そこから強引に追い出されてしまったのだ。

「アカツ……ひゃっ」

　冷気の暴風に晒されて顔を覆うマリエール。それでもアカツキの背中にはわずかにきらめく回復のエフェクトが揺らめいた。それは反応起動回復。〈森ド呪ル使イいド〉の脈動回復や、〈神祇官カンナギ〉のダメージ遮断と同様、回復三職を特徴付けるクラス特殊回復と呼ばれる呪文のエフェクトだ。

　マリエールの温かな手の平のようなその回復の波動を感じながらアカツキは前に出る。襲い来る刃の切っ先を左右に振った小柄な身体で躱かわして、前へ、前へ。




　目の前にはあの日敵かなわなかった異形の殺人鬼がいる。

　打倒しなければならない事件の中心だ。

　アカツキの突撃を、男は薄笑いを浮かべて待ち構える。男の装備するまがまがしい鎧は〈動力甲冑〉である。──少なくともそのパーツの一部であると、アカツキたちはもはや知っている。その防御能力は幻想級の魔法鎧にさえ匹敵するだろう。しかし、アカツキは臆さない。

　深夜のアキバの大通りは、あっという間に吹雪が吹き荒れる凍土と化した。

　通りの反対側を見ればそこには常と変わらぬビルの壁面がある。戦いながらもアカツキは必死に考える。吹雪の射程は五メートルか、最大でも一〇メートルといったところだろう。殺人鬼の振るう日本刀を起点に冷気が噴き出している。

　前回の戦いでは受けなかった新たな攻撃を躱しながら、アカツキは対応策を巡らせる。アカツキがリーゼから受けた最初の教えがそれだ。相手を見極めること。なにができて、なにができないかを観察して、明確にしてゆくこと。どんな苦しい戦いの最中でもそれを諦めてはいけない。アカツキは唇を嚙んでその教えを守る。

　かといって守勢に回るわけにもいかなかった。いま、アカツキの背後にはマリエールがいるのだ。輝くような笑顔を持つ〈三日月同盟〉のリーダー。主君の友人。彼女を傷つけさせるわけにはいかなかった。忍びとしても、ひとりのゲーマーとしても。

　彼女は回復役だ。回復役の仕事を全うしてもらうためには、前衛が敵を引きつける必要がある。専任の戦タ士ン職クではないとしても、いま、その役割を全うすべきなのはアカツキしかいないのだ。だから殺人鬼の敵ヘ愾イ心トを一身に集めなければならない。

　焦る気持ちは四肢を引きちぎるほどに強い。

　大声を上げたくなるようなそれを自制してアカツキは刃を振るう。

　ひとつ。〈アクセルファング〉を放り込む。届かないのはわかっている。

　その反動を利用してさらに〈アクセルファング〉。わずかに相手の籠手をこする。金属に切りつけた耳障りな音と焦げるような臭い。ほとんど同じ軌道を描いたふたつの〈アクセルファング〉を見せ技にして、アカツキはまるで地面を抱きしめるかのように身体を沈める。

　以前のアカツキならば飛び上がっていただろう。

　攻撃に威力を乗せようと必死で、相手より少しでも高い位置にいたいと思っていたのだ。でも今度は違う。アカツキのただでさえ小さな身体が伏せるように回転すれば、相手は自らの四肢がブラインドとなってアカツキを見失う。自分のコンプレックスを逆手に取るような攻撃方法は過去のアカツキにはなかったものだ。

　全部が全部、みんながアカツキにくれたもの。

　こじ開けるように〈デス・スティンガー〉。膝の裏に叩きつけた一撃は、残念ながら継続ダメージの追加効果を与えなかった。だがしかし、その一撃でわずかに重心を崩した殺人鬼の力任せな一撃に、アカツキは〈窯変天目刀チエンジインキルン〉を叩きつける。




　アキバの夜に鋼はがねを打ち鳴らす音が高く響いた。

　勢いに逆らわず五メートルほども飛び退いたアカツキはすでに汗を浮かべている。殺人鬼から噴き付ける冷気よりも、一連の攻防の運動と緊張感がアカツキの体温を跳ね上げているのだ。両腕が痛い。相手の一撃に合わせるタイミングで、普段は左手で構える小太刀に右手を添えた。そうしないと凌しのぎきれないと察したからだ。

　しかし現実には、両手を添えてなお大きなダメージを受けた。

　それも無理はない。タイミングが精緻に合致すれば、攻撃に相そう殺さい効果が起きるのは〈エルダー・テイル〉の仕様だが、かといって通常狙ってできるモノでもないし、発生したからといってダメージがゼロになるという類たぐいの効果でもない。ただ、自らの攻撃をもって相手の攻撃の幾ばくかを減少できるだけだ。威力の高い攻撃は、相殺を超えて直接相手の身体を傷つける。ちょうどこの殺人鬼の攻撃が、桁外れの威力でアカツキの相殺を貫通したように。




　アカツキは、それでも小さな笑みを唇に浮かべた。

　炎症を起こしたようにはれぼったく感じる両腕を、金色の砂のようなきらめきが包み回復する。反応起動回復は、敵から与えられたダメージに反応して自動的なＨＰ回復を行う呪文だ。五回～一〇回程度の攻撃は、このように癒しの力でサポートしてくれる。敵の攻撃のたびに自動回復をしてくれるこの呪文の効果は絶大だ。呪文を事前に投げかけておけるという精神的な余裕は、大規レ模イ戦闘ド初心者のアカツキとマリエールにとっては代え難いメリットである。

　だが、弱点もないではない。ダメージを受けた後、つまり事後的に行われる回復では致命傷を避けることはできない。一撃で腕を切り飛ばしてくるような強力な攻撃には対応できないのだ。それに、マリエールの反応起動回復は、たとえば〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉に所属する〈施療神官クレリツク〉が操るそれと比べて熟練段階が劣る。実際回復をしていても、アカツキのＨＰは全回復にはほど遠い状況だった。

　だが。

　アカツキは走った。

　転がるように突撃して、〈トリックステップ〉。右足を強引にひねり、半回転。幻惑するような動きで相手の脇を駆け抜けざまに〈パラライジングブロウ〉。

　なぜならアカツキは死んでいないからだ。

「アカツキちゃんっ！」

　またもや殺人鬼の攻撃がアカツキをかすめる。鎧を切り裂いてゆくのがわかった。いまの一撃はアカツキの心臓の上を通り過ぎていく死の暴風だった。

　でもアカツキは生きている。

　アカツキの闘志は燃えさかる。一週間前はソウジロウの背後にこそこそ隠れなければ戦えなかった。状況は確かに悪いだろう。反応起動回復に通常のヒール呪文を重ねても、アカツキのＨＰは減少を続けている。でもそんなことは当たり前なのだ。相手は殺人鬼。明らかに大規レ模イ戦闘ドクラスのエネミーである。アカツキのようなにわか訓練の弱小ギルドメンバーが相あい手て取どれるような化け物ではない。その証拠に〈西風の旅団〉を率いるソウジロウでさえその攻撃に沈んでいったではないか。その殺人鬼を、時間制限付きとはいえ相手取れるには理由がある。その理由がアカツキを奮い立たせる。




　突き出した右腕に巻かれているのは〈明星摑み〉。製作級のこの籠手は〈桃色賽子ラツキーダイス〉の姉妹がつくってくれたものだ。つや消しのブレイサーは力場を発生して、見た目よりも大きな防御力を持っている。その右腕の守りが吹雪にけずられても、今度は〈墨羽の装束〉がほのかな魔法の輝きをともして、アカツキが身をひねるわずかな時間の隙間を強引に作り出す。

　持ち前の俊敏さを生かして、その隙間に身を滑り込ませるアカツキは、新しい防具たちに感謝する。ふわりと広がるシルエットは以前より数倍大きな属性防御と能力上昇をもたらしつつも、重量はほとんど増えていない。すべてあの茶会に集まる少女たちの贈り物だった。




　──こういうの、使うかな？

　──サイズ合ってないじゃーん。あたし直したげるよ。

　──そこの苺食べておいていいよ。みんなの分だから。

　──いーい材料があるんだよう。いしし。




　にこにこと笑う彼女たちは、まるで、妹ができたかのように、アカツキにかまってくれた。半分以上からかうようにだったかもしれないが、アカツキに惜しみない援助をしてくれたのだ。

　いまアカツキを守っている装備品の大半は彼女たちからの贈り物である。

　古い装備は、あの殺人鬼との戦いで耐久度があまりにも低下していたし、それらがアカツキの新しい戦いについてこられないのは明白だったのだ。

　アカツキは彼女たちの顔のすべてを覚えていたが、半分程度は話したこともない女性ばかりだった。彼女たちはアカツキが説明した殺人鬼の話や、アキバの危機に関する事情を聞いているのかいないのか、励ましの言葉をかけてくれたり、甘いものをくれたりする。

　それらはイライラする昔なじみの感情をアカツキの中に巻き起こした。子ども扱いして欲しくないという条件反射だ。でも、その一方で、いままでにはなかった心地良さも感じていた。

　アカツキは頭を下げてみんなの協力にすがった。だから、ある意味、子ども扱いされても仕方がないのだ。反発を諦めてアカツキは思う。実力がないせいなのだから、と。みんなにすがるというのは負けを認めるということなのだ。

　でもきっと、実力がないことも、負けることも、無意味ではない。

　弱さを認めることでしかわからないものもあるのだと思う。

　そのひとつがこの胸の穏やかさだろう。

　そうして落ち着いて思い返してみれば、アカツキに声をかけてくれた大勢が別になんの悪気も抱いていないことはすぐにわかった。彼女たちは純粋に好意で接してくれているだけだ。

　アカツキが拒絶して牙を剝いてきた人たちの大半は、別にアカツキを小馬鹿にしようだなんて少しも思っていなかったのに。

　もちろんそれはとてもくすぐったい経験ではあったけれど、受け入れられないことなど、なにもない。

　不思議とアカツキの剣けん戟げきは[image: 冱]えた。

　じりじりと目に見えて減少するＨＰバーも気にならなかった。

　攻撃をさらに放り込み、できる限りの行動低下デバフ効果を殺人鬼に与える。それはアカツキ自身の延命のためというよりは、確認された戦術への信頼表明だった。

「あと一〇……、五っ！」

　叫ぶようなマリエールの声に、アカツキは小さな微笑みを浮かべる。

　そういえば、マリエールも初めてだと言っていた。

　いま、アカツキたちは、生まれて初めての大規レ模イ戦闘ドを戦っているのだ。




　　　▼３




　念話による連絡を受けたリーゼはすぐさま内容を他の班長へと転送した。

「目標捕捉っ。中央通りを旧小川町方面へ徒歩で移動っ。第一接触はアカツキさんの部隊。回復は一枚、二人組ツーマンセル。Ｄ班は移動、それ以外は待機っ」

　叫ぶように念話を回送しながらリーゼは自らも走り出す。

　とうとう大規レ模イ戦闘ドが始まった。

　リーゼは次々と念話を送る。今現在アキバの街に存在する〈冒険者〉は二四名。パーティー編成のセオリーからすれば六人の小隊を四編制だ。それらは結合すれば二四名のフルレイドとなる。しかし今回、その編制は採用できなかった。四組の小隊ではアキバの全域を哨戒することはできないのだ。手分けが、すなわちより少人数での編制が必要になる。発表はしていなかったが、今現在リーゼ麾き下かの二三人は二人、もしくは三人の変則小隊に分かれている。その数、十余り。

　リーゼ自身も仲間を一人ともなっていた。背後に引き連れているのはキョウコ。レベル九〇の〈守護戦士ガーデイアン〉。今回の事件の被害者のひとりだ。リーゼ自身は〈妖術師ソーサラー〉である。

　あまりにも[image: 脃]ぜい弱じやくな編制だ。連絡したＤ班を合流させたとしてもアカツキたちは四人。とてもではないが、大規模クラスのエネミーを抑えることなどできない。




　用水路方面にいたリーゼとキョウコはガードの下を走りながら、中央通りへと急ぐ。不運にも現場は遠かった。アキバを斜めに突っ切らなければならない。その距離はおそらく一キロメートル弱。しかし強[image: 靫]な〈冒険者〉の身体であれば、目的地までは二分といったところだろう。

　朽ち果てた広告の骨組を迂回し、緑の下した生ばえに覆われた小道を疾走する。

「アカツキさんですか」

「ええ。キョウコちゃんは平気？」

「もちろんですよ。あいつのことは、正直、コワイです。でもソウジロウ様の前に立たせるくらいなら、あたしがもう一回戦やります。伊達に体育会系じゃないですから！」

「その意気です！」

「絶対勝ちますよ！」

　リーゼはその言葉に声を出さず、それでも強く頷きながら走る。アキバの有志が露天を快適にするために整地した駅前広場を幅跳びのような歩幅で横切ったふたりは、ギルド会館へと駆け込み、コンクリートの階段を羽が生えたかのように上った。

　リーゼは唇を嚙みしめて、今回の作戦をおさらいする。

　おおよその謎は解けた。仕掛けもほとんどわかったといえるだろう。




　敵は死戦士ルグリウス。

　いや、ルグリウスに似たなにかだ。

　それは一〇番目の拡張パック〈夢幻の心臓〉で実装された〈朽ちた勲いさおし〉におけるレイド・エネミーであり、クエストボスである。〈朽ちた勲〉はフルレイドコンテンツであるため、二四人でのプレイを前提としているが、難易度そのものはさほど高くない。情報が不十分だった初期はともかく、その後はまったく苦戦した覚えのない戦闘コンテンツだった。いや、そもそも〈朽ちた勲〉というそのクエストは、より大きなクエストである〈ヘイロースの九大監獄〉へのつなぎとして機能する導入部分なのだ。そんなに難易度が高くていいわけがない。

　エッゾ帝国で死んだはずの死戦士ルグリウス、レイドボスとしてさえ北海道に出没するそのエネミーが、今なぜアキバの街に襲いかかってきたのかリーゼは知らない。悩むこともない。理由に悩むような趣味はないのだ。リーゼの考えによれば理由が意味を持つのは対処方法考察の段階においてのみであり、事ここにいたっては武断的対応のみが状況を好転させる。

　リーゼはいままで殺人鬼に襲われたすべての被害者から綿密な聴き取り調査を行った。その結果、犯人をルグリウス、ないしルグリウスに似た性向と力を持つ者だと推測した。時間がかかったのは、殺人鬼が当初は自らの能力を十全に発揮できていなかった、もしくは隠そうとしていたからだ。

　また、殺人鬼がただ単純にレイドモンスター・ルグリウスであっただけではなく、〈動力甲冑〉の戦力をも持ち合わせたためである。やつは異なる二種の力を操る怪物だが、事件発生当時は、その二種類の力が互いに互いをカモフラージュしていたというわけだ。




　真相解明の決定的なヒントは殺人鬼の持つ武器が〈霰せん刀とう・白魔丸びやくまる〉であったことだ。

　最後に殺人鬼と戦ったアカツキは、そう断言した。

　小太刀はどちらかといえば小ぶりで見分けのつきにくい武器である。リーゼは装備されたそれを見て、名前までを当てる自信はない。しかし、同じ小太刀遣いの少女が断言をしたということは、確信があるのだとリーゼは判断した。

　そのあとは早かった。〈霰刀・白魔丸〉の名前は、それを愛刀としてエッゾのために戦った英雄ルグリウスの物語と、闇に堕ちた彼を討伐するクエストをリーゼに思い出させたからだ。




　呪われた武器。

　馬鹿らしいが、〈霰刀・白魔丸〉はそれなのだ。

　フレーバーテキストの侵食という事態があると、リーゼはミカカゲから届けられたレポートでそれを知った。無念のうちに死んだ英雄は自らの愛刀の説明文章に憤怒と怨嗟の想いを書き綴った。その呪いの文章が、実体化し、持ち主に襲いかかったのだ。

（ばかげてるっ）

　リーゼは何百回目になるかわからないいらだちの発作とともに唇を嚙む。フレーバーテキストが実体化して、人に襲いかかる。

　それはまるで悪夢が夢の領域からぬっと現れて、夢見た主を引き裂こうとでもするかのような、生理的恐怖を呼び覚ます事態であった。

　しかし、そのおぞましさとは別の領域で、〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉教導部隊を預かる頭脳は戦術を巡らせる。もし殺人鬼がルグリウスの能力を持っているのならば、その能力は大きく分けて三つ。

　ひとつはＨＰの大幅上昇。ルグリウスは、ゾーンに存在する人数によってその最大ＨＰが大きく変わる。〈朽ちた勲〉の地下墓地で彼と対峙するクエストにおいて、彼にさらわれた〈大地人〉五〇人あまりが同じゾーンにいた。それだけでルグリウスのＨＰは最低時の三倍にまでふくれあがっていたのだ。

　もしアキバの街が平時の賑やかさを保っているのならば、彼のＨＰは通常時の数百倍ではきかない容量となるだろう。そのようなモンスターは誰にも打倒することはできない。たとえ〈西風の旅団〉であろうと、〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉であろうと、だ。

　そのためにリーゼは一計を案じた。今はここにいないヘンリエッタと共同で、夜間外出禁止令を取りつけたのだ。かつてのレイドクエストで〈大地人〉をゾーン外へと避難させたように、アキバの街を自分たちしかいない戦闘の区域とする。それがルグリウスと戦うための最低条件だ。

　ふたつめは近距離に存在する人数に応じた全能力の増強だ。ルグリウスは五〇メートル以内に存在する〈冒険者〉の数に応じて攻撃力、回避力、防御力、命中率──すべての能力を増大させる。それがソウジロウでさえ[image: ほふ]ほふったルグリウスの秘密の一端だ。そしてリーゼがフルレイドを最少人数にまで分割した理由でもある。

〈朽ちた勲〉のクエストでもそうだった。最強の六人だけを残し、残りの一八人はルグリウスの怨念に呼び寄せられた怨霊を退けながら〈大地人〉を避難させていたのだ。そうして初めてルグリウスは打倒できる程度のエネミーへと弱体化できる。

　最後のひとつは氷を操る範囲攻撃。ルグリウスの前方は吹雪となり視界が悪化する。冷気ダメージだってあるはずだ。それ自体は単純な能力だが、単純ゆえ、属性防御のついた装備で対応するしか手段がない。

「周囲に生者が多ければ多いほどその能力を増大させる」。「生きとし生けるものを凍りつかせる」。これらの能力は、恨みを吞んで死んだルグリウスの背景設定を表現するための能力だ。

　ダンジョンやフィールドをうろつく有象無象のモンスターではない、レイドクエストのボスとしてドラマ背景を与えられたがゆえの特異な能力である。




　この三つの能力がルグリウスの秘密にして今回の戦いを絶望的な難易度に押し上げる要因だ。九〇レベルのレイドコンテンツとしては腕試し程度の仕掛けギミツクが、人間の溢れるアキバという街においては最悪の能力となっている。

　特に〈動力甲冑〉の転移能力との組み合わせが致命的だった。

　ルグリウスはいつでも逃げ出すことができるし、このアキバの街で人が多い場所や時間を狙うことができるのだ。殺人鬼はいまのところ夜を選んでアキバを襲っているが、それだっていつまで続くかわからない。元のクエストの戦闘時間が夜だったからという理由かもしれないし、殺人鬼の好みかもしれない。偶然である可能性すらあるのだ。




　リーゼの考える最悪はさらにある。

　それは、ルグリウスの能力を持つ殺人鬼は、もはやエネミーＮＰＣとは言い切れないのではないか？　という懸念だ。目撃証言によれば、殺人鬼はエンバート＝ネルレス、〈武士サムライ〉であるという。だとすれば、彼は呪われていると同時に人間の頭脳を持っているということになる。つまりそれは学習能力を持っているということだ。

　──レイドクエストはゲームのコンテンツだ。確かに何回も全滅するほど高難易度に作られているが、それはやがて攻略したときの達成感を楽しませるために、運営がそのように用意しているからにすぎない。ヤマトサーバーで最大のレイドギルドに所属しているリーゼだからこそわかる。過酷な大規レ模イ戦闘ドを楽しむプレイヤーと運営の間には、目に見えない、しかし好敵手めいた信頼感があったことを。

　しかしここはもはや〈エルダー・テイル〉のゲームではないし、リーゼたちはゲームキャラクターではない。この大規レ模イ戦闘ドは「いずれは攻略可能になるように」作られてはいない可能性がある。むしろ、そうである可能性のほうが大きいのだ。

　そしてその可能性は、今後どんどん高くなっていくのではないか？　リーゼたちの作戦も一度戦えば殺人鬼の知るところとなるだろう。殺人鬼はアキバの街に対してより狡こう猾かつな、より致命的な攻撃を仕掛けることも可能なのだ。転移能力とルグリウスの怨嗟はあまりにも相性がよすぎた。その結合の先に、リーゼは地獄しか想像ができない。




　もちろん対策は考えた。リーゼなりの勝算はある。

　しかしそれでも、確証はない。

　もはやゲームという確実性を失った〈大災害〉後の世界において、すべての計画はなんら達成保証を持たないのだ。その気づきにリーゼはぶるりと身を震わせる。当たり前のことを気持ちの中で言葉にしただけで、急にリーゼの背筋は氷の悪魔に捕えられたかのようだった。止まらない悪お寒かんがリーゼをブルブルと震わせる。

　作戦指揮官という肩書きも、教導部隊隊長という誇りも、なんの役にも立たなかった。

　むしろそれらはリーゼの恐怖がいや増すきっかけでしかなかった。そんな肩書きのあるリーゼは、他人の生命を道連れにするような失敗すらも可能なのだから。

　リーゼは奇妙に力の入らない両膝を叱咤して歩を進めた。

　恐ろしいことだ。〝他人を巻き込んで、その責任を取ることができない〟という、その恐ろしさにリーゼはやっと到達した。そんな恐ろしさを生まれたときから知っていたのかと、リーゼは銀髪の姫君を思いやった。その恐ろしさを知ってなお、領主会議の席に飛び込み、ミロードとグリフォンに乗ったのかと畏怖に近い感情さえ覚えた。

　大したものだ。あの姫は。

　そしてクラスティも。シロエも。一一人のギルドマスターも。アカツキも。

　成功の保証がないにもかかわらず、物事を変えようとするのは、なんと恐ろしいことだろう。中学生日記だなどと揶や揄ゆしていた自分が恥ずかしい。安全だと思い込んでいた場所から、上から目線でご高説を垂れていただけではないか。

　自らの醜悪さをリーゼは恥じた。だがしかし、だからこそひくわけにはゆかない。

　今回用意した作戦の詰み筋は九種。臨機応変だなどとみんなには説明してみたが、ひとつに絞り切れないのは軍師としての無能の証。

　しかし、それでも──負けるよりはいい。




「ついたっ」

　キョウコが叩き壊すようにして開けた鋼鉄スチールのドアは、月の照らす宙空へと続いていた。眼下に広がるのは砕けたコンクリートの梁はり、視界の半ばを覆いつくす常緑の梢の遙か下にアキバの駅前広場が見える。

　轟ごう々ごうと風の鳴るそこはアキバの誇る黒曜石の砦とりで、ギルド会館の一五階。巨人の一撃で粉砕されたかのようなかつての高層ビルディングの、砕け散った最上階。

「気をつけて、リーゼさんっ」

　澄み切ったがゆえに凍えるように冷たい風が、リーゼのマントを攫さらおうと大きく膨らませる。とっさに身を固くしたリーゼのベルトをキョウコの手がしっかりと握りしめ、ふたりは柱の陰に身を潜めた。

　再び念話のメニューを開きながら、リーゼとキョウコもさらなる戦いの最中へと身を投じたのだ。
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　その同じギルド会館のどことも知れぬ地下の一室で、また別種の戦いがその決着を迎えようとしていた。

　色あせた藍色の壁紙は、薄暗い間接照明と相まって夜の海底のような雰囲気を部屋に与えていた。この応接室へ至るまでの迷路を思い出して、レイネシアはごくりと喉を鳴らす。姫としては無作法だが、心の中には止めどなく怯きよう懦だが湧き上がり、止めようがないのだ。

　今までもさまざまな貴族と会見をしてきた。

　面倒くさいと思うのは毎回だったが、ここまで不安感を覚えたことはなかった。話す内容にではなく、雰囲気に吞まれるとはこういうことなのかと、初めて思い知らされた。祖父セルジアッドや妖怪変化のクラスティに覚える畏怖とはまったく違う、不気味な雰囲気に吞み込まれそうな感覚だ。

　膝の上でハンカチを握りしめる両手の力を抜こうと意識する。

　意識しないとそんな薄布にさえしがみついてしまいそうなのだ。

　そんなレイネシアの肩に、温かい手がそっと置かれた。ヘンリエッタ嬢だ。アキバの誇る才媛のひとり。ほっとするようなその感触に思わず振り向いて感謝を述べそうになるレイネシアだが、意志の力でそれを押さえ込んだ。

　今は目の前の、向かい合わせのソファに座った男、菫きん星じようとの会話を優先しなければならない。

　供贄一族の若頭領は、あるかないかの微笑みを浮かべていた。レイネシアの住まう水すい楓ふうの館を訪ねてきたとき、しおらしい表情で謝罪を述べていたのはすべて気のせいだったのかと思い直したくなるほどに、それは余裕のある態度だった。

　不敵というのとも違う。挑発的であるというのとも違う。

　それはこの男の素の表情だろうとレイネシアは確信した。もしかしたら前回の会見では猫をかぶっていたのかもしれない。いつも同じことをエリッサに指摘されているレイネシアは、それを指摘するつもりにはなれなかったが、それでも気を引き締め直した。




「本当に魔法陣から〈動力甲冑〉への魔力経路を遮断してよろしいのですね？」

「はい」

　レイネシアはそう答える。

　そのことはアキバにおける供贄一族の本拠地、この地下の館とでもいうべき場所を訪ねてきたそのときから繰り返している。菫星もその要求を容いれ、すでに了承をしたのだ。黒い上着をきた供贄の従者たちはすでに遮断作業へと向かったはずだ。

　この質問は、最終確認なのだろう。

「魔力供給を停止すれば、都市防衛用魔法陣もその能力を失います。再稼働には十年単位の時間がかかる」

　尋ねるようなその視線にレイネシアははっきりと頷く。

「はい。承知しております」

「アキバを守る衛士システムは停止する」

「そうです」

「この都市は無防備になる」

「ええ」

　よどみなくレイネシアは答える。

　迷っているなんてことは──絶対にある。

　当たり前だ。平静を装っている今この瞬間も、後悔と恐ろしさで泣き出しそうだ。

　なんで自分が、と思う。

　どうしてこんなことに、とも思う。

　逃げ出せるならどんな謝罪をしてでも逃げ出したい。

　そんなことは当たり前だ。当然だ。

　でも決めたのだ。そう依頼すると決断したのだ。

　いま思い出せばわかる。あの日、この菫星が自分になにをしたのか。

　この青年はレイネシアに決断を委ねにやってきたのだ。その荷物をまるごとレイネシアの元に降ろして帰ったのだ。おそらくこのわずかな笑みを浮かべて。それはおそらく計算ずくだったのだろう。

　卑怯だ、ふざけないで欲しいとレイネシアは思った。今回の不始末は、供贄一族が起こしたものだ。供贄一族が決断し、供贄一族が責任を負えばいいではないか。他ならぬ供贄一族が、すぐさま事件を解決し被害も弁済すればいいではないかと思った。

　そんな都合のいい解決方法はないというのであれば、せめて菫星が勝手に魔力供給を停止すればいいではないか。責任者として。そしていざそれが問題視されたときには、アキバのすべての民から石をぶつけられればいいではないか──そうも思った。




　しかしそれは、考えてみれば、レイネシアがまさにしようと考えていた行動だった。

　レイネシアはこの一件を知ったとき、たとえば祖父セルジアッド公に連絡をしようと思ったのだ。あるいはクラスティに泣きつこうと考えた。それは彼らへ決断責任を丸投げすることではなかったか？　いままでそんなことはしたことがないと、レイネシアには言えない。いいや、レイネシアは、いままでそんなことばかりをやってきたのだ。

　菫星は、レイネシアにそっくりだった。




　そして黒衣の少女が街へ飛び出した。

　あのとき、レイネシアは思ったのだ。

　ああ、都合がいい、と。

　もちろん今回の事件が〈冒険者〉の歴々に知られてしまったら、〈大地人〉と〈冒険者〉の間に深刻な対立が起きるおそれはある。それはコーウェンの娘として、ヤマトの貴族として絶対に阻止しなければならない。でもその一方で、いつものようにうなだれていたら、〈冒険者〉の少女が勝手に事件に飛び込んで行ってくれた、都合良く解決の糸口が現れた。しかも盗み聞きで、レイネシアが決断するまでもなく事態が進んでくれた。

　そんなふうに一瞬考えたのも、本当のことなのだ。

　だからこそレイネシアは気づいてしまった。菫星がレイネシアにまんまと押し付けた責任は、レイネシアが生まれてから今までの間、絶えることなく周囲に押し付けてきた責任なのだ。目の前の青年に感じる苛立ちは、そのままそっくりレイネシアが自分に向けるべき感情なのだ。




　もちろん今回の件はリーゼやヘンリエッタに相談した。彼女たちを通じて〈円卓会議〉へも報告がなされているはずだ。しかし決断したのはレイネシアだ。菫星から押し付けられた責任を〈円卓会議〉へとそのまま押し付けるわけにはいかない。自分がされて不愉快だったという理由だけではない。

　どんなに言い繕おうと、菫星は〈大地人〉であり、レイネシアも〈大地人〉だからだ。それを〈冒険者〉にただ押し付けるわけにはいかないではないか。

〈冒険者〉と〈大地人〉は別種の存在だ。

　言葉を飾らずに言えば、〈大地人〉は〈冒険者〉より力の弱い存在だ。だがだからこそ譲れない一線がある。力が弱いからといってすべてを委ねてしまえば、それは力が弱いだけではなく、劣っていると認めてしまうことになる。それでは手を取り合うことができなくなるのだ。──友だちには、なれなくなる。

　エリッサの言葉が耳によみがえる。

　レイネシアは自分を偽るのをやめて、菫星を睨みつけた。




「今回の件は供贄一族のみならず〈大地人〉全体が犯した失策です。十分な警備が行えなかった失態です。それははっきり認めなければならない。その上で今できる最善の策は、魔力供給の停止だと判断しました」

「……」

「〈冒険者〉のみなさんにお詫びするためには、私たちができることは私たちがしなければなりません。今回それは、魔法陣の停止なのです」

「より大きな迷惑をかけるかもしれない」

　その指摘でレイネシアは言葉に詰まる。

　当たり前だ。レイネシア個人に、この事件をきっかけとしたすべての影響の責任を負う力などない。いや、そんな責任を負える存在などいるのだろうか？　かけがえのない人命をいくつも賭け金とするような決断の責任を。レイネシアは神なんて言葉を口の中で呟いてみた。つまらなくて、寂しい言葉だ。

　でも、負えない責任を負うのが貴族である。

　たとえその身が磔はりつけにされようとも勇気を示すのが貴族である。

　レイネシアは尊敬する祖父からその薫くん陶とうを受けてきたのだ。

　その教えは神への信仰と同様実体を持たなかったが、レイネシアの中では確固として手触りのある真実なのだ。レイネシアは油の切れたような首を動かして、数回頷いた。みっともない仕草だった。

「ご心配には及びません」

　しかし、そんなレイネシアを励ますように、背後に立つヘンリエッタは声をかけた。〈円卓会議〉の正使を表す制服にケープを纏った彼女ははっきりとした声で告げる。

「今回の一件はすでに〈円卓〉も知るところです。魔法陣の停止にはわたしたちの同意もあるとお考えください」

「〈円卓会議〉の後ろ盾もある、と」

「後ろ盾ではありません。アキバの街に暮らす同居人として事態収拾へ向けて協力をしているだけです。そしてその同居人には供贄一族も含まれていると考えていますが──その認識に誤りがあるでしょうか？」

「そのレトリックはシロエ殿から？」

「いいえ」

　最後のやりとりで、ヘンリエッタの声がこわばるのがわかる。

　どんな意味のあるやりとりだかわからなかったが、レイネシアは一歩も退かないという覚悟で、ずっと菫星を睨みつけていた。




「……わかりました。今回の一件、原因はあれども供贄一族が警備に失敗したことは確かです。わたしたちが誇る、魔法陣運用と防衛の数百年にわたる歴史に汚点を残してしまった。大陸からやってきた天の災いに気を取られ、西の脅威を過小評価してきた罪は、すべてわたしにあります」

「……菫星様？」

　俯いた目の前の青年が語り始めた言葉のほとんどはレイネシアには意味をはかりかねた。言葉は謎めいていて、なにかを予感させたが、そのほとんどはレイネシアの指先をすり抜けていった。

（だって、この人……供贄一族って〈大地人わたしたち〉と何かが違う……）

「確かにおっしゃるとおり。わたしたちもわたしたちにできる何かをしなければならないのでしょうね。拒絶ではなく、新しい一歩を。前回は試すようなことをして申し訳ありません。そしてこの一件は借りとさせていただきたい、レイネシア様」

　顔を上げた菫星は真摯な表情を見せる。それはレイネシアが初めて見るものだった。しかし彼は、意味のつかめないあの笑顔に変わると、「もっとも借りは別の方へ返すことにしたいと思いますが」とうそぶく。

　どうやら菫星は彼女を試したらしい。

　レイネシアはやっとそのことに思い至った。前回の会見は、菫星がレイネシアに課した試験なのだ。その目的も結果もわからぬままに、レイネシアはそう理解した。それはとても困ることだった。レイネシアはさっぱり向いていないにもかかわらず、この菫星も、妖怪心のぞきも、白い眼鏡の悪魔も、レイネシアに重い荷物を背負わせようと画策するのだ。




「用意ができたようです」

　一族の若者が菫星へ耳打ちをすると、彼はレイネシアに告げた。

　レイネシアはそれに答えを返すため、初めて肩越しに振り返りヘンリエッタを見上げる。蜂蜜色の髪を揺らした眼鏡の才女は遠くを見つめる独特の表情をした。小さな声で単語をいくつか呟く。

「あと一〇……、五……。わかりましたわ。一分で」

　おそらく念話から醒めたのだろう、頷くヘンリエッタを確認して、レイネシアははっきりした声で告げた。




「ええ。正式な依頼を行います。このアキバを守る都市防御用魔法陣、その魔力供給経路を遮断してください」

　一分後、アキバの街には巨人が漏らしたささやかなため息のようなさざ波が広がった。

　絶対無敵を誇った〈衛士〉システムが停止したのである。
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「一〇メートル……、五メートル……接触エンゲージ！」

　可愛らしい声が路上に響いた。

　突然現れた石造りの巨体を、アカツキはまるで知っていたかのように回避する。灰色の花か崗こう岩で造られた機関車にも似た〈巨ゴ石ー兵レ士ム〉は、自動車にも匹敵するサイズの豪腕を振り下ろした。

　さすがの殺人鬼もその攻撃を受け止めるという判断はできなかったようだ。鮮やかに回避をする。そもそも〈巨石兵士〉の攻撃は範囲が広く貫通力はあるものの、速度そのものはさほどでもない。回避をすることはたやすいのだ。

　しかし、それもアカツキの計算のうちだった。

〈巨石兵士〉の攻撃を回避した殺人鬼の脇腹を狙って〈フェイタルアンブッシュ〉。待ち伏せの名を冠したこの技は、発動時間、通称タメ時間が長い。速度の速い相手に当てるには苦労する攻撃特技だ。その攻撃を〈巨石兵士〉を目隠しに使ったコンビネーションで死角から発動させる。

　難しい攻撃を決めた報酬は殺人鬼へのダメージという形で報われた。

　怒り狂う鍔鳴りと吹雪をアカツキは身をよじって躱す。わずか数十センチの回避。とてもではないが吹雪という範囲攻撃を躱すには足りないそれを補ったのは、やはり〈巨石兵士〉だった。アカツキはその巨大な陰に入ることで冷気をやり過ごす。

　しかしその代償として〈巨石兵士〉がひび割れるような音を発して凍り付いてゆく。

　巨体を誇る〈巨石兵士〉はそのイメージどおり大きなＨＰを持っている。しかし、大きな、というのはあくまで〈召サ喚モ術ナ師ー〉が召喚する従者ミニオンの中では大きい、という意味である。これら従者クラスの召喚生物は、同レベルの〈冒険者〉の三分の一程度の戦闘能力しか持たない。つまりそれはＨＰも三分の一であることを意味する。〈巨石兵士〉が防御とタフネスに偏っていたとしても、そのＨＰはアカツキにすら届かない。

　だが、殺人鬼の攻撃に五秒耐えることは可能だし、五秒あればアカツキたちは次の行動に移れる。




「〈ハートビート・ヒーリング〉……。ほいっ」

　箒にも似たロッドを構えたミカカゲが、朽ち果てた軽自動車の残骸のボンネットから〈森ド呪ル遣イいド〉固有の特殊回復呪文、脈動回復をアカツキに付与する。鮮やかな緑色の輝きがアカツキの心臓部分で、とくんとくんと守護を開始する。アカツキの体力がそのリズムに合わせて徐々に回復してゆくのだ。

　ミカカゲの足下で、ミカカゲそっくりの身振り手振りをする小さな少女、アリーからも魔力が放たれている。植物精霊アルラウネは、他の従者召喚と同じように戦闘の補助を行う能力も持つが、それ以上に召喚主の回復呪文の効果を上げる特殊能力を持つ。内気なアリーは目をぎゅっとつぶって小さなオタマを振り上げる。それは恐怖からではなく、主を必死に助けようとするけなげな姿だ。

　脈動回復呪文に加えて、範囲回復呪文、即時回復呪文──ミカカゲはさらなる回復呪文をアカツキに連続投射する。いくつもの回復呪文を組み合わせる〈森ド呪ル遣イいド〉特有のヒールワークで、激戦に傷ついていたアカツキを癒そうとするのだ。残りのＭＰを顧みない献身的な行動が、アカツキのＨＰを八割程度まで回復させた。

　アカツキは感謝を述べない。述べる余裕もない。

　いまアカツキが負っている任務は殺人鬼の攻撃を一身に集め、中央通りを疾走することだった。その任務を完璧に果たすことが唯一の感謝の道なのだ。かつてないほど集中した精神の中で、アカツキはそれを十分に理解していた。

　アカツキの知覚範囲は広がり、水面のように[image: 冱]え渡り、周囲の状況を把握している。

　後ろを併走しているマリエールは、反応起動回復を途切れさせないように唱え続けてくれている。遊撃を務める〈武モ闘ン家ク〉の少女と相棒の〈施療神官クレリツク〉は、〈西風の旅団〉からの参加者だ。




　ちりりと肌を焼く感触に、アカツキは〈武モ闘ン家ク〉の少女と逆方向へと跳ねた。

　先ほど〈巨石兵士〉を召喚して隙を作り出してくれた〈召サ喚モ術ナ師ー〉の白びやつ虹こうが、巨大な魔法陣から〈神槍の乙女ランスデイーシル〉を呼び出したのだ。純白の乙女鎧ドレスアーマーをつけた精霊が、七つに分裂した輝く槍を投げつける。〈戦技召喚・ソードプリンセス〉の亜種呪文だったはずだ。〈召サ喚モ術ナ師ー〉の最大攻撃呪文は、しかし殺人鬼に致命的なダメージは与えられない。それは当然だ。いくら強力であっても個人の攻撃呪文で片をつけられるほど大規レ模イ戦闘ドは甘くない。しかし途切れぬ攻撃は、岩をも穿うがつ。

　立て続けに攻撃呪文と回復呪文を放つ二人組、ミカカゲと白虹のエリアをアカツキたち一行は駆け抜けた。足を止めるわけにはいかない。アカツキたちには殺人鬼を目的の場所へ誘導するという役目があったし、ミカカゲと白虹だってあんな勢いで呪文を投射していては二分たらずですべてのＭＰを使い切ってしまうからだ。




「がんばって!!」

　死闘の場にふさわしくない、明るい声援が届く。悪鬼の形相を浮かべ迫り来る殺人鬼の肩越しに、ちぎれそうなほど手をふるミカカゲの姿があった。アカツキの胸が温かくなる。それはきっと〈ハートビート・ヒーリング〉のせいだけではない。

「更新っ。あと一〇メートルっ」

　マリエールがサポートしてくれる声を背中に受けて、アカツキは月を切り取るように宙で舞う。〝ミカカゲと白虹のエリア〟は通過した。次のエリアまではあと一〇メートル。それはいくつものアトラクションを巡る冬のパレードのようだった。ルグリウスは五〇メートル以内に存在する〈冒険者〉の数に応じて能力を増大させる。それゆえ、五〇メートル範囲には少人数しか配置できない。

　しかし、戦闘時間が長引けば、その少人数はＭＰを消費して疲弊してゆく。また少人数ではダメージ出力が足りず、戦闘時間が必然的に延びるだろう。それゆえ余計に消耗が加速する。それは悪循環だ。

　それを打開するためにリーゼが考えたのが今回の大規レ模イ戦闘ド戦術だった。互いに重複しないように、半径五〇メートルの球状のエリアを、アキバの街に複数設置する。そのエリア内で、アカツキを中心とした小部隊が殺人鬼を引きずり回し、エリアに配置されたメンバーの火力と回復能力で補給と攻撃を同時に行う。

　残りのエリアを考えながらアカツキは走る。

　朝までだって走り続けると誓う。

　マリエールの励ましが、さっきから少なくなってきているのはわかる。攻撃職のアカツキは残りのＭＰに応じて特技を出し惜しみしながら戦える。ダメージそのものは下がるだろうが、それは戦闘が長引くだけだ。しかし回復職のマリエールは違う。マリエールが回復呪文の出し惜しみをすれば、それはそのままアカツキの死に直結する。

　だからこそ、その重責を任せているからこそ、アカツキはみんなを守りたい。負けたくない。アカツキの身を包む装備も、アカツキを支える保護魔法も、アカツキを回復するさまざまな術法も、すべてアカツキのものではないのだから。

　貸してもらった宝物を返すために、アカツキは前に、前に突き進んだ。

　もっと鋭い踏み込みを、もっと疾い一閃を求めて。




　アカツキの中で何かが嚙み合った。

　心持ち身体を沈めるような姿勢で呼吸をわずかに止める。その体勢をきっかけにしてよみがえるイメージがトリガーとなって特技を発動させる。〈追跡者〉の持つ〈隠行術ハイド・シヤドウ〉だ。通常コマンドメニューからしか起動できない特殊技能を、アカツキは体術に条件付けて発動可能なまでに修練していた。

　墨色の衣装に包まれた身体から、まるで生気が抜けるかのように、存在感が拡散してゆく。アカツキが薄くなる。

　アカツキ自身も自分がどこにいるのかわからなくなる。固定された視界の中には躍りくる妖刀の攻撃がくっきりと見える。命中する攻撃の前に身を晒すアカツキ。しかし、別の場所からそれを眺めるアカツキもいるのだ。〈隠行術〉は〈影[image: 遁]シヤドウ・ラーク〉にまで到達し、分離した生気が戦場を直線的に移動する。

　凍えるような吹雪を撒まき散ちらす殺人鬼の攻撃の中を、アカツキが駆け抜けてゆく。

「アカツキに見える影」と「アカツキの主観」は別の場所に存在するのだ。

　その証拠に、チラリチラリと明滅を繰り返すアカツキの影は、吹雪にかき消されるようにその姿をぶれさせて、まるで幻影のようにあらゆる攻撃を無効化している。

　圧倒的な加速感の中、アカツキは殺人鬼の背後に辿り着いた。
















　この状態は長時間維持することができない。

　アカツキが呼吸を停止させ心を凍てつかせているわずかな間だけ起動される特殊技能なのだ。通常は潜入工作やモンスターの知覚を逃れるために用いる技能を、戦闘中に強引に発動させる技術。それがアカツキの得た〝口く伝でん〟。

　──くだらない。

　アカツキは飛ひ燕えんの速度で小太刀を振るう。

　背後から突然振るわれた攻撃は殺人鬼の首筋を浅く傷つけた。多重幻惑からの急所攻撃を受けても、致命傷を回避することができるなんて。殺人鬼の能力は底知れない。でも。

　──くだらない。

　アカツキの心に口伝を得た歓喜はない。

　再び呼吸を詰めて〈影[image: 遁]シヤドウ・ラーク〉を起動する。即座にあらわれる影身をめくらましに妖刀の三連突きから飛びすさる。

　その突きとともに噴きつける大粒の氷塊を受け流し、アカツキはなお加速して、殺人鬼の刃の上で舞う。




　手に入れた口伝は、あの妖刀と同じだ。

〈エルダー・テイル〉を超えた外法の理ことわりで駆動する技。

　アカツキが願っていた力は、あの吹雪に狂った鬼と同じモノなのだ。それに憧れた幼い無邪気が今はなんとも恥ずかしく思える。

　アカツキの胸には緑の鼓動が宿り、その身体を金色の鱗りん粉ぷんが包む。

　両手にはめた籠手に力がこもり、まとった黒い衣装がアカツキを守る。

　なによりちぎれそうなほど振ってくれた手が──。かけてくれた言葉が。小さな頷きが、アカツキを暖める。

　口伝とは〈エルダー・テイル〉におけるシステムを理解し、〈大災害〉の変化を越えたその先で、個人が努力によっていたるひとつの境地だ。それは些細な工夫でもあるし、修練の結果でもある。結局アカツキは、リーゼの伝授してくれた〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉の把握している八つの口伝のひとつすら覚えることが出来なかった。たとえばにゃん太の料理が、にゃん太のサブ職〈料理人〉とにゃん太本人の実際の技量の結合であるように、あらゆる口伝は気づきと本人の研けん鑽さんで完成する。

　誰かから口先で解説を受ければ使えるようになるというようなモノではない。

　ゲームシステムから許可されればレベルアップのように一瞬で身につく、そんなものではないのだ。

　口伝は、口伝を得ようとは思わず、ただひたすらに悩み、己を鍛えたその先にある。

〝口伝をくだらないと言えることが本当に口伝だぁね〟とナズナは言った。その言葉がアカツキに刻まれる。それはこれで上級の〈冒険者〉だなどといたずらに誇るための力ではなく、もっと大事な、あの日に触れたなにかの欠片なのだ。




　それを示すためアカツキは駆けた。力を願った己の甘さを[image: 〓]るべく、アカツキは小太刀を鞘走らせた。たとえこの身が引き裂かれようと、あの妖刀を砕かずには済まさない。

　アカツキの口伝〈影[image: 遁]シヤドウ・ラーク〉の正体はサブ職〈追跡者〉の〈隠行術ハイド・シヤドウ〉である。戦闘中には起動できないはずのそれを〈大災害〉後のリアルになった世界において強引に起動し、〈幻惑歩方ロードミラージユ〉や〈鬼門変幻トリツクステツプ〉と組み合わせて分身を作り出す特殊な移動方法。アカツキが作り出した、アカツキだけの翼。

　弾けるような音を立てて刃が嚙み合う。

　あれだけの補助魔法を受け、これだけの支援をもらって、なおアカツキの力は殺人鬼に遠く及ばない。血の香りに狂った吐息を浴びせかけられながら、鍔迫り合いはアカツキにのしかかる殺人鬼によって押し切られる。

　──距離を取って一撃離脱をしなければ。

　作戦を再確認したアカツキは、目の前の瘦身を回避するために貫通力増大ピンポイントからの〈ステルスブレイド〉を放つ。何度も見せたその技を殺人鬼は左半身で回避、その隙にアカツキは距離を取るはずだった。しかし。




「こうか？　なあ、こうか？」

　無防備に脇腹を貫かせた殺人鬼は歓喜に耐えかねた表情で笑う。ＨＰを失ってまで間合いをつめた悪鬼から地獄のような冷気がしみ出してきた。吹雪は瞬間的に凝固する氷となり、アカツキの愛刀ごと殺人鬼は己の傷口を凍てつかせた。

　アカツキは唯一の武器を失い、振り払った男の腕に轢ひかれて打ち据えられた。




　　　▼６




「大丈夫」

　アカツキは立ち上がった。

　一瞬の油断でＨＰは瀕死状態。もう残り五％もない。でも、まだ生きている。

　駆け寄ってくるマリエールの回復魔法も今ひとつ効果が薄い。もうＭＰが苦しいのだ。

「ごめんしてな。ほんと……ごめんして」

　苦しそうなマリエールの声に胸が痛む。マリエールが悪いことなんてなにひとつない。初めての大規レ模イ戦闘ドなのに、アカツキと組んだばかりに第一ヒーラーの役割を押しつけられてしまっただけではないか。アカツキはマリエールを慰めたかったが、上手い言葉が見つからなかった。だからありったけの気持ちを込めて繰り返した。

「大丈夫」

　それは強がりの言葉ではあったけれど、それだけではなかった。好きな人を安心させたいというまごころから出た言葉だった。虚勢ではなく、アカツキはマリエールに感謝を伝えたかったのだ。伝わったかどうかさえ確認のしようもない短いやりとりを振り切って駆け出そうとするアカツキに、回転する短い棒状のものが投げつけられた。

「ちょうどいいから、持ってけ」

　工房から顔を出した二五人目の少女は、ゴーグルをずり上げながらアカツキに言った。

　受け取った鞘が、まだ温かい。ともすれば吹雪の中でかじかみそうになるアカツキの両手の中で、まるで生まれたばかりのように熱気をほとばしらせている。

「──〈鳴めい刀とう・喰鉄虫はがねむし〉」

「じゃない……。〈喰鉄虫・多た々た良ら〉。打ち直し」

　よく見れば長さが違う。握りが違う。アカツキに、合わせてある。なによりも、アイテム鑑定で表示される、来歴フレーバーテキストが違う。

「こんなの、払えないっ」「勝って」

　泣きそうになるアカツキに、〈アメノマ〉の刀匠・多々良はかぶせるように言った。いつものぼんやりした眠いような声ではなく、強い響きだった。

「わたしの刀で、あれを倒して」

　彼女の指さすその先では、遊撃を務めていた〈西風の旅団〉のカワラが戦っている。

　氷雪の乱舞を受けて切り刻まれ、鮮血にまみれながらもその咆ほう哮こうは雄々しく、勇戦している。殺人鬼の第一ターゲットはアカツキだ。いまでもその視線はアカツキへと向かっている。だがその殺人鬼から倒れたアカツキを守るために、少女は〈武モ闘ン家ク〉の技を駆使しているのだ。

「アカツキやん。準備、できた」

　アカツキに回復呪文をかけ続けていたマリエールは頷いた。時間がきたのだ。

　もはや、言葉はいらない。




　アカツキは弓から弾かれた矢のように一直線に地を駆けた。〈影[image: 遁]シヤドウ・ラーク〉の分身を飛ばして一撃。持ち替えた新しい小太刀を振るって〈アクセルファング〉。殺人鬼が受け太刀に使った〈霰刀・白魔丸〉と〈喰鉄虫・多々良〉がせめぎあう。まるで嚙みちぎるような音を立てて削り合う鋼の嵐の下で、アカツキは、ぶれて、消える。

　その背後から現れたアカツキが殺人鬼の頭部めがけて〈ヴェノムストライク〉。毒を与える一撃を側頭部ではじき返した男は、強引に身体を割り込ませて空中にあるアカツキに必殺の剣をほとばしらせる。

　致命傷にしかなり得ないその攻撃を、アカツキはまるで足場ででもあるかのように難なく回避する。助すけっ人とが現れたのだ。

「詰めが甘いのはシロエそっくりだよっ」

　弾丸のように飛び込んできたのはナズナだった。

　高下駄を履いたままとは思えないほど華麗な動きで半身を回転させると、そのまま宙に舞い上がった。柔らかい身体を丸めると、殺人鬼の刀を蹴り上げて距離を取りアカツキと併走を始める。グラマラスな身体に視線を感じたのか表情を歪めるが、その視線は油断がない。




「さぁって。シロエの後輩ならあたしの後輩みたいなもんでもある。ソウジロウに心配かけないように、こっからは一肌脱ごうか」

　アカツキは頷いた。

　殺人鬼が戦車のような迫力で追ってくる中央通りを曲がると、両脇の煉れん瓦がが迫ってくるようなビルの狭間だった。狭い空間で圧縮された吹雪をナズナの障壁呪文で散らしながら、アカツキとキツネ耳の美女は疾走する。

「どうしたんだい？」

　化け物に追われている状況だとは思えないほど優しい言葉に、アカツキはナズナを見上げた。悪戯でもしそうな、そして優しい笑顔に「泣いてるじゃないか」と言われて、アカツキは目尻をぬぐう。なんでもない、とは言えなかった。アカツキは嬉しかったのだ。

　あんなにも死に迫ったのに、今だって恐ろしい敵が迫っているのに、もう、なにかが失われてしまいそうな恐怖はアカツキから去っていた。大勢の知己に囲まれて、アカツキはいままさに大規レ模イ戦闘ドを戦っていた。生まれて初めて、肩を並べる戦友の温かさを感じていた。

　今アキバの夜は一個の戦場であった。

　アカツキとレイネシアたち水楓の乙女の舞台だった。

　そしてそれはシロエに対する思慕さえも更新するほどの衝撃だった。アカツキはいままでもちろん自らの主と定めた、あの優しくて聡明な青年が大好きだったけれど、いまはもっと深く彼を思える自信があった。他の誰かの居場所を用意するというのは尊いことなのだ。誰かが笑って過ごせる場所を作るというのは、とても難しい。そしてその難しさと大切さを知っていたアカツキの主人は、アカツキが思いを寄せるに足る相手だった。




「接触エンゲージ！」

　その叫び声で、ナズナとアカツキは同時に飛び上がった。狭い通路の正面から、電撃を纏った無数の矢が殺人鬼に突き刺さる。狙撃を専門にした〈暗殺者〉の〈アサシネイト〉は、アカツキのような隠密からの攻撃と手数を中心としたそれとは規模の違うダメージを与えたようだった。

　狂ったように吼ほえ猛たける追っ手を引き離すようにナズナとアカツキは空中を走る。足下には五センチメートル四方の薄い水色の板がいくつも浮かんでいる。それは〈天てん足そく通つう〉と呼ばれるナズナの口伝だった。

〈神祇官カンナギ〉が用いる基本呪文〈禊ぎの障壁〉を、自由な空間に配置する技だ。ダメージ遮断呪文というバリア障壁は、ナズナの指定により展開する。どんな小規模な攻撃ですら遮ることが難しいこの文庫サイズの力場は、防御と回復のための呪文を、移動に用いるという発想の転換により作られた。なにもない空中に発生する文字通りの「足場」なのだ。




　転び出るようにして辿り着いたのはアキバの中央広場だった。アキバ駅と高架線、ガードや複数の巨大ビルに囲まれたここは、アキバの街の心臓部といってもいいだろう。その空間に辿り着いたアカツキは漆黒のビルの前で振り返り、殺人鬼を待ち構えた。

　大きく吸い込んだ冬の冷たい空気がアカツキの胸を焼く。それは肺の痛みではあったけれど、その冷気はアカツキの頭を冷やして意識をくっきりとさせた。

　アカツキが足を止めたことを察したのか、殺人鬼は鋼の輝きを宿す具足の響きを立てて、ゆっくりと広場へと進入してきた。アカツキのＨＰ、残り二割。殺人鬼のそれも、ほぼ同様の割合だ。絶対値には一〇〇倍以上の差があるが、アカツキは殺人鬼を迎え撃つために、新しい愛刀を構えた。

〈大災害〉以降、何千回、何万回繰り返したかわからない青眼の構えだ。

「逃げるのは、やめたのか」

　引きつった笑みと共に語られたその問いかけにアカツキは頷く。

「じゃあ、そろそろっ」──死にな、と続くその言葉を振り切るように接近した殺人鬼は、凍てつく吹雪と氷で巨大化した〈霰刀・白魔丸〉を振り下ろす。〈アメノマ〉に飾られていたときは同じほどの大きさに見えていたふたりの武器は、いまや小枝と大樹ほどの差を見せていた。




　しかし、その大上段に振り上げた〈霰刀・白魔丸〉に、はるか天空から瀑ばく布ふのごとき巨大質量が襲いかかった。

　アカツキの脳裏には、この広場を囲む仲間たちの姿が見える。広範囲を知覚する索敵能力がそれを教えてくれる。もし殺人鬼の五〇メートル以内に入ってしまえば、ここまでやっと辿り着いた労苦も一瞬で覆されてしまうだろう。五〇メートルという範囲は、すべての魔法攻撃呪文や回復呪文の射程より広い。つまり、範囲外の仲間は戦闘に参加できない。

　そこに、盲点があった。




　地上一五階のさらなる上、高さにして五〇メートルほどの、少しだけ外。

　アカツキが感知できる索敵範囲ギリギリに、キョウコの保持を命綱代わりにしたリーゼがいる。広範囲攻撃魔法〈フリージングライナー〉、氷混じりの水流で敵を押し流してしまうという〈妖術師ソーサラー〉の攻撃魔法。ダンジョンやフィールドで使うのならその射程距離は二〇メートルもないその魔法が、巨大なビルの上から自由落下で殺人鬼へと襲いかかったのだ。

　そしてその攻撃は、殺人鬼の放つ桁外れの冷気を食いつぶす。その凍てつく温度をエサにして、殺人鬼に浴びせかけられたその瞬間から凍結してゆく。

「なっ。……っ!!」

　殺人鬼は身をよじり逃れようとした。しかし、もはや膝から下も刀を持つ巨大な籠手も、氷の柱の中に閉じ込められようとしている。目の前の少女を一刀両断にしようと〈白魔丸〉を振り上げていたことも災いした。上空から降りかかる大量の冷水に、〈白魔丸〉を突き立てる形になってしまったのだ。

　ダメージそのものはたいしたことがない。最大ＨＰの一％すら失うことはないだろう。しかし、これほどの巨大質量の氷に閉じ込められてしまえば、動きを拘束されるのは避け難い。殺人鬼はそれを嫌って転移をしようとし、今度こそ愕がく然ぜんとした。

　彼は知るよしもなかったが、その光景はギルド会館の地下から帰還したレイネシアも食い入るように見つめていたのだ。




　残りのＨＰなど関係なかった。

　殺人鬼をここまで誘導してきたのは戦闘能力を削ぎ、その手札を見極め、増長させるため。その能力を逆手に取った巻き毛の軍師の戦術で身動きの取れなくなった殺人鬼に、アカツキは軽やかに近づいた。

　最初の一撃は変哲もない〈デッドリーダンス〉。腰を落とした低い姿勢からすくい上げるように攻撃を繰り出す、白兵攻撃専用の特技。威力はさほどでもないが、再使用規制時間が一秒と非常に短く──そして連続で命中させるたびに威力が増大してゆく。

　氷の棺ひつぎから突き出された〈白魔丸〉を鍛えるような連続攻撃。

　もともと〈鳴刀・喰鉄虫〉は打ち合った武器の耐久度を減少させるという特殊能力を持った大規レ模イ戦闘ド産譲渡可能武器だ。対人戦などで効果を発揮する武器破壊能力を秘めた、高性能の小太刀である。その〈鳴刀・喰鉄虫〉を打ち直した〈喰鉄虫・多々良〉。その能力は幻想級には及ばないが、それでもアカツキのいままでの武器とは比べものにならない。だが、その攻撃力がアカツキを励ましたわけではなかった。

　もっと儚くて、ささやかで、大事なものがアカツキを守っている。




　──無口で無愛想な使い手のためだけに、アメノマが刀匠、多々良が鍛え直す。願わくばあの生真面目な娘が折れず歪まず進んでいけるように。邪悪な呪いも世の悲惨も跳ね返し、人が刀を、刀が人を支えられますように。




　来歴に書かれた無意味な文章フレーバー・テキストがアカツキを守り、暖める。

　それは込められた意味や想い、歴史、系譜、伝説。

　無意味なものなどひとつもなかった。

　それはそれを読む人のうちにあって最初から重要で、かけがえのないものだったのだ。かけがえがないからこそ、殺人鬼には悲劇が起こり、アカツキはそれに助けられた。

　重なる剣の響きは夜明けの群ぐん青じょうに力強く、響き渡る。

　帰るべき居場所を見つけた燕の一途さをもって、無心に繰り返される剣戟は二〇を越える。

　まだ太陽の見えない黎れい明めいにあっても、もう、アカツキも仲間たちも勝利を疑わなかった。

　駆け付けたミカカゲも、小豆子も、ヘンリエッタも、マリエールも。どこにぶつけたのか鼻の頭を赤くしたリーゼも、キョウコに抱きかかえられてしがみつくレイネシアも。みんなが見守る前で砕かれた呪いの刀と、崩れ落ちた殺人鬼を囲んで息を吞んでいた。

　勝利の歓声はなかった。それよりもほっとしたようなさざめきが拡がり、広場に集まってきた少女たちはくすぐったそうに微笑みあった。誰もがこの難しい戦いの中で弱音を吐き、仲間を頼った。醜態を晒してしまった娘も多かった。

　だがそれが水楓の乙女たち最初の実戦だったのだ。

　小さくてささやかな討伐隊はその任務を果たした。

　彼女たちの勝利はアキバの街における〈第二次大災害〉の幕開けを告げる鐘の音でもあったが、それ以上に未来へと踏み出した新たな祝福でもあった。

　疲れているはずの少女たちが、レイネシアの客間と執務室を占拠して、昼過ぎまでパジャマで騒いでいたのは、エリッサだけが知るエピローグである。





































































































































　　　［あとがき］




　一年半ぶりのこんにちは。橙乃ままれです。

　うわあ。遅れて申し訳ないです。なんか心身ともに迷い子になってました。アカツキじゃなく作者が迷い子。常識的に考えてセプクですね。お待たせしてしまった読者の皆様にごめんなさい。また調子を取り戻してゆきたいです。

　今回は『ログ・ホライズン６　夜明けの迷い子』をお買いあげ下さってありがとうございます。毎日寒いですが、皆さんのお手元に届く頃には少しは水もぬるくなっているでしょうか。なんか色々ありました。『まおゆう魔王勇者』がアニメ化されちゃったり。ラジオが一杯流れたり。いろんな人にお会いもしましたよ！　感謝であります。




　さて、『ログホラ』も第二期セカンドシーズンということになりまして、かねてからの予告通り、今回から後書きヒロインは橙乃（妹）から、担当のＦ田さんに変更です。

　そもそもなんでヒロイン変更などという話になったかと言いますと、『ログホラ４』で実施した人気投票が原因です（大勢のご投票ありがとうございます）。その投票において橙乃（妹）は二二位、担当のＦ田さんは一五位だったのです。人気キャラ投票で一五位といえばかわりみ千兵衛（ゆるキャラ人気投票）。──あんまりすごさが実感できませんでした。

　いや、八雲紫様（東方キャラ人気投票）といえばすごさが実感できた。我が妹は二二位。圧倒的な戦力差ではないか。

　それを見て機を見るに敏な橙乃は勝ち馬に乗るべくヒロイン変更を決断したのでした。別段橙乃（妹）をおちょくりすぎて深刻な精神攻撃の対象になったというわけではありません。わけではありませんが、無用なリスクを避けるのも大人になったら大事だということを記しておきたいだけです。

　さて、突然Ｆ田さんと言われてもわからない皆さんも多いと思うのですが、Ｆ田さんは『ログホラ』の担当編集者さんです。メガネをかけた敏腕女性編集者ですが、相当小さいです。だいたいペットボトルと同じくらい。種族は妖精でコロポックルです。肉食。打ち合わせの時はたいていテーブルの上に正座してます。でも盛り上がってくるとジャンプします。大層可愛らしく敏腕な編集者でもあるのですが、肉食なんです。

　この肉食は比喩的な意味ではなく、まさに肉食。

　ある日打ち合わせが終了してファミレスで食事ということになり、お肉が好きな担当を知る橙乃が「ハンバーグフェアをしていますよ？」とさりげなくコミュニケーションを試みると、「挽肉は肉じゃないです。きしゃお！」と怒られてしまいました。焼き肉屋でもやしナムルを頼もうとすると、「わたしは草はたべない。きしゃお！」。Ｆ田さんによれば女性はみんな肉が好きなのだそうだ。そういえば橙乃（妹）もそんな気配。

　そんなＦ田さんとある日の会話。

「なんか『ログホラ』をアニメ化したい人がいるそうです」

「ほほう」

「ＮＨＫさん」

「噓くさいですね」

「なんか噓くさいですよね。わたしもそう思ってたんですよ。アニメ化なんてないですよ」

「ほっといて他の仕事しましょうよ」

「そうですね、ほっておいてお肉食べませんか？」

　そんなわけで半年ほど放っておいたら本決まりしてしまいました。ドライエイジングというヤツです。『ログホラ』アニメ化。放映は二〇一三年秋からになるとのこと。あと半年ですが、制作はもう本格化しております。この本が出る頃には少しずつ情報も公開されているのではないでしょうか？　全国放送なので、皆さんもよかったらどうぞ。出来れば兄弟姉妹でとかご家族で、なんて見ていただけると嬉しく思います。いろんな企画も始まると思いますのでお楽しみに。

　ログホラ出版チームの方は、一足早く居酒屋で乾杯しました。実を言うと、まだアニメ化されると信じているわけではないので、もうちょっと固まったらお肉宴会にゆきたいと思います。

　そんな近況の報告をしつつお届けした『ログホラ６』です。

「それひとつだけでいい」なんてドラマの世界ではよく聞くセリフですが、「それひとつだけ」って現実には相当難しいよな、なんて最近思うのです。誰か人間一人に関わろうと思ったら、その人間の中にはかなり大きなサイズの社会が含まれてるのじゃないでしょうか。家族、仲間、友だち。そっくり関わって、初めて目的の個人へ到達できる気がします。

　ひシとロりエと繫がろうとしてきたアカツキは、その限界に到達してしまったのではないでしょうか？　そんなとき向き合わなければならないのが身の回りの人々なんじゃないかというのが今回のお話です。つまりそれはガールズサイド。一生懸命やることによって繫がれる絆ってあるよね。なんていうエピソードでした。女子は全員肉が好きだそうです。




　今回も章扉の登場人物ステータス画面に記載されたアイテムは、ツイッターで二〇一三年二月に公募させていただきました。291to230さん、carduus06さん、ebius1さん、hakuhaiさん、hpsukeさん、kane_yonさん、kuroyagi6さん、luck_29さん、makotoTRPGさん、mizu_toさん、momon_callさん、ro_ki_さん、root425さん、sawame_jaさん、tepan00さん、yamaneeeeeeさんのものを採用させていただきました。ありがとうございました!!　ここでは名前をあげきれませんが、投稿してくださった皆様に感謝です。今回は、新しい読者さんからの投稿も多かったです。アニメが始まったら、もっといろんな読者さんとも出会えるかもしれませんね！

　詳しい、そして最新のニュースはhttp://www.mamare.netへ。『ログホラ』以外の橙乃ままれ情報も扱っております。コミカライズ情報もこちらへ！　ハラ先生を始め、松モトヤ先生、こゆき先生、草中先生のみなさん素敵なログホラを読むことが出来て幸せですぞ。

　最後になりましたが。今回もプロデュースしていただいた桝田省治様、イラストのハラカズヒロ様（アリーは天才デザイン）。デザインしていただいた椿屋事務所様、編集部の小さなＦ田様っ！　今回もお世話になりました大迫様！　ありがとうございました！　本当にお届け遅れてごめんなさいっ。

　あとは、みなさんがこの本を味わうばかりです。どうぞめしあがれ！





〝ログホラアニメ、第一話の絵コンテを見ながら〟橙乃ままれ　
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